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序章 
1 研究の目的と背景 
中華人民共和国（中国）には 56 の民族が存在する。全人口の 9 割を占める漢族と 55
の少数民族である。 
本研究は、この 55 少数民族の 1つである苗族を取り上げ、貴州省清水江流域に分布す
る彼らの年中行事である龍舟競漕について、その観光化変容を論じるものである。 
苗族は 2010 年の統計で人口 940 万人、中国南西部に散住するが貴州省と湖南省に集住
し、とりわけ貴州省には人口のほぼ半数がくらす。そうした苗族のセンターが清水江流域
である。彼らは漢族と戦った蚩尤を祖先と語るように、永らく漢族王朝に抗った歴史を持
ち、勇猛な民族と評されたが、故地である揚子江中流域から南下移動を続け、今日の地に
至った。 
彼等がもつ龍舟競漕は、3艘の丸木舟（25～30ｍの狭長形）を 1艙に束ね、さらにこれ
を立ち漕ぎする点で、南中国に盛行する他龍舟競漕と区別される。また他箇所には見られ
ない「龍殺し伝説」を起源とする点でも特異である。 
こうした龍舟競漕は、ながく彼等苗族に閉じられた 5月の年中行事として伝承されてき
たが、21世紀に入り、大きな変化を経験する。 
中国は、文化大革命の時代（1966～1976）の社会停滞を鄧小平が市場経済の一部導入を
含む改革開放政策によって乗り越えると、経済と産業が目覚ましく発展する。しかし、1990
年代にはその弊害が環境破壊や格差社会の出現として現れる。1992年に政府が発した「持
続可能な発展戦略」は、対策の初期のものであった。これを受けて、従来の発展モデルと
は異なる文化産業モデルが提唱される。その 1つが、経済発展の遅れた内陸「西部大開発」
プロジェクト（2000 年）で、そこでは、持続可能な文化資源の発掘・活用が奨励され、
そのための法整備がおこなわれた。無形文化遺産制度（国指定、省指定などいくつかの段
階がある）の導入は、その例である。 
こうした流れは、経済発展から多く取り残されていた少数民族にとって、自前の伝統文
化・民族文化で自らの発展を切り開く絶好の機会であった。 
もっとも、こうした少数民族の文化産業的発展には、行政の指導がともなうことが多く、
苗族も例外ではなかった。 
本研究では、清水江苗族が、貴州省政府や台江県政府とどのように協力して、彼らの龍
舟競漕を観光資源化していったのかについて論じる。 
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2 先行研究の検討 
 龍舟競漕は中国のほか、東南アジアや日本にもおこなわれ、これらを扱った研究も多く
存在するが、ここでは、本研究が問題とする中国貴州省清水江苗族の龍舟競漕を論じたも
のを中心に先行研究検討をおこなう。 
 
 検討に先立ち、まず最初期の苗族研究を概観しておく。 
 人類学領域で最も早く苗族研究に着手した 1人が日本の鳥居龍蔵（『苗族調査報告』）で
あった。1902～3 年にかけて西南中国の苗族をフィールドワークした彼は、著書の中で、
苗族の名称、地理的分布、神話、言語、土司制度、服飾と楽器など風俗習慣を記録し、さ
らに形態測定をおこない、また伝承と史料からかれらの移動経路を推測している。次に、
フランスのサビナ（F.M. Savina）が『苗族史』(Histoires des Miao)を著している。サ
ビナは宣教師でありながら、人類学と民俗学の調査法を身に付け、比較言語学の方法を用
いて研究をすすめた。『苗族史』の主な内容は「苗族言語の比較研究」と「歴史と分布及
び信仰」の二つに分けられる。後のイギリス人宣教師 Clarke.S.R 撰『在中国的西南部落
中』(Among the Tribes in South-West China)、S. Pollard 撰『苗族紀実』(The Story of 
the Miao)も初期の苗族の人類学研究である。20世紀の 20年代から 40年代にかけては中
国人民族学者の楊万選が『貴州苗族考』、梁聚五が『苗族発展史』を著し、さらに呉沢霖、
陳国鈞、楊漢先、凌純声なども苗族研究論文を発表している。しかし、以上の諸研究には、
いまだ龍舟競漕への言及を見ない。 
 
１．台湾の民族学者の文崇一は、中国の地方誌を渉猟して『九歌中的水神與華南的龍船
賽神』（1961年）を著し、そのなかで、龍舟競漕の分布、龍船と龍舟競漕の起源、龍舟競
漕と屈原の汨羅江投身伝説、龍舟競漕と農耕との関係、龍舟競漕の宗教上の役割、競漕の
方法、龍船の構造、龍舟競漕の時期などについて論じている。そして、①起源は古代の鬼
神崇拝や巫術信仰と関係し、春秋戦国時代の楚国に始まった可能性が高いこと、②屈原や
伍子胥などと結び付けられたのは龍舟競漕が始まった後のことであろうこと、③龍舟競漕
は風調雨順、遂疫穰災、豊年万作などと深く関わっていることといった重要な結論を導く
が、貴州の苗族龍舟競漕への言及を欠いている。 
２．20世紀の 40年代、呉沢霖、楊漢先らと大夏大学にいたドイツ人人類学者のボーク
レール（Inez de Beauclair）は『Tribal culture of Southwest China』(1970)をまとめ、
そのなかで貴州省東部の清水江苗族の龍舟について記述している。そこでは、龍舟競漕が
旧暦 5月の年中行事であること、龍舟競漕を行う苗族は貴州省にあっては唯一この地の黒
苗族のみであること、伝承によると彼らは 500年ほど前に当地に移住したこと、龍舟競漕
は彼等起源かもしれないし、また彼らが故地の湖南省で漢族から倣ったものかもしれない、
といった情報を残している。 
３．費孝通に率いられた全国人民代表大会民族委員会は 1958 年に『貴州省台江県苗族
的節日』をまとめ、1986 年には、中国科学民族研究所員から構成された貴州少数民族社
会歴史調査組（貴州省編緝組）が 1958年の上掲書を併せて『苗族社会歴史調査（一）』を
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編集する。ここには、龍舟競漕の分布地、起源伝説、龍船の形状と構造、造舟の儀式、龍
船の人員配置、龍船節期間の盛況ぶりなどが記述され、競漕に参加する村のリストと船数、
さらに土地改革と文化大革命時代の龍船節の様子も記述されていた。また、以下の興味深
いコメントも付されていた。①客観的に見れば、龍船節は生産を妨害したでなく、むしろ
向上させたのであり、苗族の伝統行事として保留すべきである。②文化大革命時代に龍船
行事に加えられた強引な変更は間違いであり、風俗習慣の改革は当該民族内部の自主に委
ねるべきで、幹部の主観的な判断によるのは効果が少ない。③龍船節期間中の食物の大量
消費は不経済であり、また龍船節の禁忌と儀式は迷信で不健康なものであるため、迷信打
破の教育を実施すべきである。 
４．文化大革命時代に禁止されていた龍舟競漕が改革開放政策によって再開されると、
調査も再開する。この時期の成果に、君島久子の「貴州苗族の清水江に於ける龍舟競漕」
がある。その中で君島は、上述した『苗族社会歴史調査（一）』や中国古文献などをも参
照して、期日、分布、宗教の視点から龍舟競漕を分析する。なお、君島には「龍神（龍女）
説話と龍船祭（１）」、「龍船競渡考―「武陵競渡略」を中心として―」、「中国文献にみる
龍舟競漕―方志資料を中心として―」などの歴史的論考がある 
５．寒川恒夫の博士論文『稻作民伝承遊戲の文化史的考察―東アジア、東南アジアを中
心にして―』（1981年）の第 2章「競舟」第 1節「南中国の競舟」に清水江苗族の龍舟競
漕への言及を見る。上述ボークレールや中国の史料に基づき、彼ら黒ミャオ族の移動、龍
舟競漕の宗教性などが問題にされる。 
６．鈴木正崇は台江県施洞におけるフィールドワークに基づき、金丸良子と共同で『西
南中国の少数民族』（1985）を著し、その第 12章で龍船節と姉妹節を論じている。龍船節
は男の祝祭日で天地再生を象徴するのに対し、姉妹節は女の祝祭日で、社会存続の意味を
持つとまとめるが、この龍船節姉妹節比較は、彼の 1988 年の成果「龍船節についてのー
考察－貴州省苗族の事例研究」の中で、さらに詳細に検討されている。さらに鈴木には
2010年の「祭祀と世界觀の変容——中国貴州省苗族の龍船節をめぐって」と 2012 年の『苗
族の歴史と文化の動態―中国南部山地民の想象力の変容』があるが、そこでは、龍船節の
起源伝承（七つのバージョンの分析比較）、祭祀執行の流れ、龍船節と姉妹節の比較があ
つかわれた。 
７．中国では 1980 年代後半に、歴史学、社会学、人類学、民族学、文化学、民俗学、
宗教学分野の研究者が苗族龍舟競漕の研究を始める。1985 年、吉星撰の『中国民俗伝説
故事』には苗族龍船の由来伝説が収集された。1988 年、呉通発は『貴州清水江苗族独木
龍舟節』を著し、文中で初めて「独木龍舟節」という呼称を使った。同じ年の張建世撰『中
国の龍船と競渡』、段双印撰『龍舟競漕新論－苗族独木龍舟節啓示録』、孫霄撰『黔東南苗
族的独木龍舟文化』でも「独木龍舟」という呼称が使われた。1990 年の施洞龍船節の期
間に地元政府は中華龍船文化研討会を開催し、翌年に論文集『中華龍船文化研究』を出版
したが、そこには「龍船と民族意識」、「龍船の起源」、「龍舟競漕研究」、「龍船の文化的伝
承と発展」、「清水江の龍船文化の特徴」、「龍船の文化価値と機能」、「龍船行事の習俗」、
「龍船の文芸分析」、「龍船文化の管理」などが収録されていた。その後、90 年代には、
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楊学軍撰「清水江流域苗族龍船節」、田軍撰「清水江流域苗族龍船節来源伝説弁析」、銭星
撰「浅述清水江畔苗族的龍船文化」などが発表されたが、この時期の研究は、苗族龍船の
起源を論じたり、現状報告、また苗族龍舟競漕を中華龍船全体の中に位置付けて、その機
能を論じる傾向が認められる。 
８．21 世紀に入ってからの苗族龍舟競漕研究は比較的に多くなっているが、佐竹絵美
が、2005年に施洞でおこなった調査に基づき 2006年にまとめた「苗族の龍舟競漕―貴州
省台江県施洞のフイールドノートから」は、観光化に伴う儀式の簡略化の状況が言及され、
萌芽的ながら、観光化変容への関心が窺える内容となっている。 
９．21 世紀に入ると中国では、苗族龍舟競漕を研究する体育領域の学者が現れる。研
究は、人文社会科学系（文化人類学、民族学、民俗学、文化学、美学など）と自然科学系
（形態人類学、バイオメカニクスなど）に分かれる。人文社会科学研究として盧塞軍の一
連の研究がある。2007 年の「貴州苗族独木龍舟原生態競渡文化探析」では、独木龍舟競
漕の伝説、祭祀儀式、当地苗族の生活様式、社会組織、龍舟の製作、競漕の操作技法、ル
ールなどが考察され、独木龍舟文化の形成に苗族の自然環境と生活様式が深く関係してい
ると結論づけられる。盧によると、古代龍舟の文化的核心をなす宗教信仰には天を祭り、
神を敬う意識が存在するが、その意識は苗族の多様な生活様式から生まれたという。その
後、盧は 2008 年に「貴州苗族独木龍舟非物質文化遺産財景象追跡研究」のテーマで中国
国家哲学・社会科学基金を得、その成果として 2011 年に同題目の論文を発表する。それ
は、苗族独木龍舟を無形文化遺産の視点から研究すべきことを訴えたもので、本研究を開
始する一つの重要な動機となった論考である。 
10．同じく文化の視点から、胡小明は 2010 年に発表した「独木龍舟的文化解析——体育
人類学的実証研究（二）」において、黔東南苗族の独木龍舟をスポーツへの変化途中にあ
る「生きた化石」と位置付け、今日なおスポーツの特徴を持っていないため、民族性を帯
びた巫術儀礼の残存と見なすべきと主張する。 
11．他方、形質人類学の研究として楊世如の「苗族独木龍舟競渡的体質人類学分析」（2009）
を挙げよう。そこでは、清水江と支流の巴拉河流域の 37 の苗族集落に住む独木龍舟競漕
選手に対して行った体質形態調査の結果と、そのデータを中国の成人と青少年および国際
競技ドラゴンボート選手と比較した結果がまとめられている。楊によると、苗族の独木龍
舟は民族の結束力向上に資する伝統風習であるが、スポーツ意識や体を鍛える動機付けが
なく、しかも継続的にトレニングすることが少ないため、苗族の身体の発育に明らかな影
響を与えていないという。 
 
以上を要するに、これまでの研究は苗族龍舟の分布、社会的機能、起源伝説、歴史、現
状報告、祭祀儀式、社会組織、龍舟製作、競漕の技法、ルールの研究、さらに龍舟競漕選
手に対する体質形態調査が主であったといえる。苗族龍舟競漕の観光化変容を取り上げる
本研究は、この点においてオリジナリティーが認められる。 
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表 1 苗族龍舟競漕に関する現代の論文文献一覧 
出版年 論文名 著者名 出典 
日本語論文 
1980 
稻作民伝承遊戲の文化史的考察―東
アジア、東南アジアを中心にして― 
寒川恒夫 筑波大学学術博士論文 
日本語文章 
1977 龍神（龍女）説話と龍船祭（１） 君島久子 
国立民族学博物館研究報
告，2(1)，pp.34-62. 
1980 
龍船競渡考―「武陵競渡略」を中心と
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表 2 苗族龍舟競漕に関する現代の文献一覧（著作、論文集及び報告） 
著者（出版年） 著書名 出版者 注 
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鈴木正崇、金丸良
子（1985） 
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の変容 
風響社  
中国語論文集及び課題報告 
吉星（1985） 中国民俗伝説物語 
中国民間文芸出
版社 
潘光華収集，龍船節
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族独木龍舟文化追跡 
中国哲学・社会
科学基金項 目
(08XTY007) 
研究報告 
（筆者作成） 
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3 研究方法 
本研究は、歴史学的方法論と文化人類学的方法論を総合しておこなわれる。清水江苗族
のフィールドワークは、2014年 4月～9月、2015年 6月～9月の間おこなわれた。 
なお、文中特に引用を示さない部分は、筆者のフィールドワーク情報によっている。 
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第一章 調査地及び調査地苗族の概要 
本研究の対象は中国貴州省清水江流域の苗族が伝承する「龍舟競漕」であり、彼らは中
国貴州省の黔東南苗族トン族自治州に分布している。ゆえに、本研究はフィールドワーク
をマクロとミクロとの二つレベルに分ける。マクロレベルというのは貴州省、黔東南州及
び所在県の全体的な状況を調査するということである。一方、ミクロレベルというのは具
体的な調査及び研究主体、すなわち、清水江流域に龍舟競漕を行う村と現地の苗族である。 
第一節 調査地概況 
一、貴州省 
貴州省は、貴州、「黔」、「貴」と略称され、中国の西南奥地、雲貴高原の東に位置し、
平均標高は 1100 メートルである。重慶、四川、雲南、広西の諸省と接し、古くから西南
地区陸路交通の要衝であった。貴州省が成立したのは 500年前であるが、史料は、その存
在はさらに遡るとする。春秋時代（紀元前 770-前 476 年）の当時、貴州には牂牁という
古い国があった。その国は中原と往来し、始皇帝が中国を統一して以降（紀元前 221年以
降）は、巴郡、蜀郡、黔中郡、象郡の管轄に属した。貴州という名は宋朝から始まる。紀
元 974年、普貴1は、支配する「矩州」2をもって宋朝に帰順した。当地の方言で「矩」と
「貴」の発音が同じであったため、宋朝は「矩州」を「貴州」と称した。宋朝の勅書には
「汝の貴州は遠く荒れた地にある」とある。これは、「貴州」という名でこの地域を称し
たもっとも古い史料である。明永楽十一（1413）年、貴州は省名となる。3 
貴州省の日照時間は 1200-1600 時間、平均気温は 14℃-18℃、雨量は 1100－1300 ミリ
で、全体は四川盆地と広西丘陵の間に隆起した亜熱帯高原山地である。地勢は西北地区が
高く、東南地区が低い。4境界内には山並みが起伏し、地形は複雑である。気候は温和で、
夏に酷暑はなく、冬に厳寒はない。全体を、烏蒙、大娄、武陵、苗岭の諸山脈が走り、そ
の間を、南北盤江、紅水河、烏江、㵲陽河、清水江、都柳江など珠江と揚子江の諸支流が
下る。17.6 万平方キロメートルの 97％は、山地か丘陵である。「貴州は山八割、水一割、
畑一割の地」と言われるのは。このためである。貴州は中国において平原を持たない唯一
の省である。溶岩地形が 73％に達して鍾乳洞が極めて多く、カルスト地形5の面積は
109084平方キロメートルに及び、全省面積の 61.9％を占めている。6 
貴州高原はその特異な地理的位置と地形のため、古くから、古代民族の集結地であった。
                                                   
1 普貴、北宋初期（貴州大方一帯）の人。土着首領。北宋初年、普貴の祖父は矩州（現在の貴陽市）に
侵入し、矩州領主謝氏を追い払い、城を潰し、名を黒羊箐と変更した。また、石人山に駐屯し、支配し
たため「石人部落」と自称した。宋太祖開宝七年（紀元 974年）、普貴は都に赴き、自分が支配する矩州
の地をもって、宋朝廷に帰順した。宋太祖は普貴を矩州刺史に封じた。 
2 矩州は唐武徳四年（621 年）の成立で現在の貴州貴陽市である。その管轄は現在の貴州省貴陽市及び清
鎮、竜里、修文などに及んでいる。 
3 李平凡（2011）、『貴州世居民族遷徙史』。貴州：貴州人民出版社、p.22-38。 
4 貴州省地方誌編集委員会（2002）、『貴州省誌・民族誌』。貴州：貴州民族出版社、p.139。 
5 カルスト地形は溶解しやすい岩石（主に石灰岩）が水の溶食作用を受けてつくられた地下及び地上の
地形の総称である。雲貴高原や湖南南部郴州などの地域は典型的なカルスト地形である。貴州はカルス
ト地形が最も多く集まる中国西南カルスト地形の中心地に位置し、全省面積の四分の三を占める。 
6 貴州省教育庁（2009）、『貴州省情教程（第二版）』北京：清華大学出版社、p.27。 
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貴州に居住する少数民族は、苗族、ブイ族、トン族など 17に達し、全省人口の 39％を占
める。現在、貴州省の管轄は、貴陽市、遵義市、六盤水市、安順市、銅仁市、畢節市、黔
西南ブイ族苗族自治州（興義市）、黔東南苗族トン族自治州（凱里市）と黔南ブイ族苗族
自治州 （都匀市）である。 
 
図 1 貴州省の位置（赤い部分が貴州省） 
出典：（http://www.ilc.net.cn/map/GuiZhou/guizhou.html，2016 年 1 月 27 日参照）よ
り転載． 
 
図 2 貴州省行政区 
出典：王瑞平（2001）、『貴州省地図』。北京：中国地図出版社、p.12。 
 11 
 
二、貴州省黔東南州 
黔東南は貴州省南東部に位置するため、この名がある。この区域は東経
107°17′20″--109°35′24″ 、北緯 25°19′20″--27°31′40″にあり、東は湖南懷化地区、南
は廣西壯族自治区柳州や河池地区と接し、西は黔南ブイ族苗族自治州とつながり、北は遵
義や銅仁の区に至る。東西 220キロメートル、南北 240キロメートル、総面積 30302平方
キロメートルである。7降雨量は多く、河川が縦横に流れ、水力資源は豊富である。区内
に河川が 2900 本あり、清水江、㵲陽川、都柳江を主幹として、樹枝状を呈して各地に分
流するが、すべての河川は二つの水系に属する。苗嶺以北の清水江と㵲陽川は長江水系に
属し、苗嶺以南の都柳江は珠江水系に属する。清水江は西から東へ流れ、丹寨、麻江、凱
里、黄平、施秉、台江、剣河、天柱の 9 県と市を通過する。主な支流に重安江、巴拉河、
南哨河、烏下江、八掛川があり、亮江、鑑江などがみられる。8 
 
 
図 3 黔東南苗族トン族自治州行政区（囲い部分は苗族龍船競漕分布地域） 
出典：王瑞平（2001）、『貴州省地図』。北京：中国地図出版社、p.24。から一部引用。筆
者による作成 
                                                   
7 黔東南苗族侗族自治州人民政府（1991）、『黔東南苗族侗族自治州誌』。貴州：貴州人民出版社、p.22。 
8 ibd. 
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春秋以前は、黔東南は牂牁国に属し、楚国時期に「黔中地」と呼ばれ、その後、夜郎国
に属した。秦は「黔中郡」を設置したが、漢の時、「武陵州」に変更された。隋の時代に
は牂牁郡や沅陵郡と共に始安郡に属したが、唐は「郡」を「道」に変えたため、「黔中道」
に属した。元は、民族地区に土司制度9を設け、これにより黔東南は四川播州宣慰司、湖
广思州宣慰司、新添葛蛮安撫司の管轄するところとなった。明と清の時代には、「改土帰
流」10や「苗族地域の開拓」がおこなわれ、思州宣慰司が撤廃されて、鎭遠府、黎平府、
新化府が置かれ、当地は貴州布政司の管轄下に入る。中華民国初期、府、庁、州は県に変
えられ、中華民国 12 年（1923年）には「道」が撤廃されて、それぞれの県は省に直属し
11、さらに中華人民共和国創立後の 1956 年には、鎭遠特区の撤回、黔東南苗族トン族自
治州の新設により、自治州の管轄範囲は凱里市と丹寨、麻江、黄平、施秉、鎭遠、岑鞏、
三穗、天柱、錦屏、黎平、従江、榕江、雷山、台江、剣河 15 カ所の県を含むことになっ
た。 
黔東南の 2012 年現在の人口は 459.22万人で、苗族、トン族、漢民族、ブイ族、水族、
ヤオ族、壮族、トゥチャ族など 33 の民族が住み、うち少数民族は 78.27％を占める。そ
のうち、苗族は 41.57％、トン族は 28.99 である。12唐宋以前の黔東南は苗族、トン族な
ど少数民族の世界であり、彼らは最も早くこの地を開発した人々であった。明の時代から、
多くの漢民族が移民や軍隊駐留のため黔東南に入った。彼ら漢民族は長い間、少数民族と
雑居し、経済文化上において互いに交流し、影響しあっていた。その後、現在の苗族とト
ン族を主体とする多民族地区が形成される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
9 土司は中国辺境の官職であり、元朝に初めて置かれ、西北、西南地区の少数民族部族長を封じるのに
用いられた。土司制度は支配階級が西南少数民族地区を支配するための政策であり、その義は「羈縻勿
絶（属領を篭絡する）」（羈縻勿絶：属領を支配しながら懐柔する）で、依然として唐代の「羈縻制度」
を見習っている。 
10 清の時代、雍正帝統治期間、南西の一部の少数民族地区は土司制度を撤廃し、流官制という政治改革
を実行した。土司割拠の欠陥を解決するため、雍正四年（1726年）、雲貴総督卾爾泰が土司世襲制度の
廃止を提案し、府、庁、州、県を設立し、一定任期の流官を派遣し、管理した。雍正帝はこれに甚だ感
心し、卾爾泰に委ねた。雍正六年、貴州按察使張広泗を命じ、黔東南において改土帰流政策を広げさせ
た。また、府と県を設けると同時に、軍事機関も増設した。清政府は改土帰流地区において、戸籍を徹
底的に調査し、土地を測り、租税を徴収し、都市を造って、学校を設けた。同時に、土司の賦労役制度
を撤廃し、中国本土と同様、土地の広さによって徴税した。一般的に中国本土より税収が少なく、雲南、
貴州の改土帰流の目標は雍正九年になって、基本的に達成を見る。 
11 黔東概況（2012）、黔東南州人民政府公式ウェブサイト http://www.qdn.gov.cn/info/4111/18141.htm。 
12 ibd. 
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三、施秉県と台江県 
1.施秉県 
施秉県は貴州省東部、黔東南苗族トン族自治州の西北部に位置し、東経
107°52′37″――108°28′47″、北緯 26°46′46″――727°20′16″にある。東は鎭遠、東南は
剣河、南は台江、西は黄平、西北は余慶、北は石阡などの県と接する。施秉県の西南部は
省都貴陽から 230キロメートル離れている。県は南北 62キロメートル、東西幅 60キロメ
ートルある。総面積は 1543.8 平方キロメートルである。13県の管轄は四つの郷、四つの
鎮、64 の行政村と 10 コミュニティを含む。漢民族や苗族など 19 の民族がここに居住し
ている。総人口は 16.9万人で、少数民族は総人口の 55.5％を占める。14 
清水江は施秉県の東南部に位置し、施秉県と台江県を分ける天然の境界線である。清水
江は黄平から西に流れ、双井、馬号、六合など郷と鎮の南部に至る。東の剣河県境から出
て、県内流域は約 40 キロメートルであり、川面の最も広い所が 125 メートルで、最も深
い所は 15 メートルである。当地にとって重要な水上輸送線である。施秉県の苗族の大部
分は清水江の北岸に定住し、南岸の台江県施穴鎮苗族と盛んに交流し、両者は同源同宗と
言える。 
清朝の『苗彊見聞録』が語るところでは、「勝秉（かつての施秉県の県都）は清水江の
北岸に位置し、施洞口から 7 華里離れ、現在は施秉県長の駐在する地である。清朝雍正
10 年、台拱の苗人が江を渡って、施秉県の旧跡を燃やした。その事件の発生地はここで
ある。ここは土人に老県と呼ばれ、苗族及びほかの少数民族の通商するところである。毎
月三七15、毎年 72回の市が立つ16」。『施秉県誌』（風俗．龍船競漕）によれば、「勝秉（筆
者注：漢族苗族雑居区の県都）だけが 5月 5日に、しかし苗族が住む平寨銅鼓塘やその他
の寨では 5月 24、25、26日に龍船競漕を行う。舟は長木で製造され、龍の首と尾を備え、
色をつけて、川の中に揺れ動かす。うねうねと勢いがあり、かなり観賞に値する。住民は
この日に、葦の葉で米を包んで粽を作る。多角形のは「羊角棱」、長いのは「枕棱」と呼
ばれる。粽を食べることを「棱を解する」と呼ぶ。宴会があれば、必ず粽を出す。また、
赤莧の一皿を出して、お客さんを招待する17」。 
筆者の聞き取り調査によると、平兆の対岸に位置する県都であった勝秉で先におこなわ
れていたという。平兆は、勝秉が上述清朝雍正 10 年の改土帰流にともなう戦いで破壊さ
れたため、これに代わって 5月 5日競渡を行うようになったものである。今日 5月 5日競
渡を行うのは平兆のみで、他は施秉県の新しい県都である双井鎮を含め、平寨, 銅鼓塘, 
鯉魚塘, 寨胆、馬号郷平地営，六合郷冰洞、溪口、料洞などは 5月 24、25、26 日に行っ
ている（施秉県苗族龍船競漕分布図を参照）。 
                                                   
13 貴州省施秉県地方誌編集委員会（1997）、『施秉県誌』。北京：方誌出版社、p.7。 
14 施秉県人民政府（2015）、施秉県人民政府公式ウェブサイト
http://www.qdnsb.gov.cn/info/18568/226298.htm。 
15 3と 7がつく日に市が立つ。したがって、毎月、3日、7日、13日、17日、23日、27日という六回の
市、一年間に 72回の市が立つ。 
16 徐家幹（清）著、呉一文校注（1997）、『苗彊見聞録』。貴州：貴州人民出版社、p.72。 
17 朱嗣元（民国）編、『施秉県誌』。貴州省図書館複写印刷本（1965）、原本は民国 9年原稿二卷（1920）。 
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図 4 施秉県行政区画分布図（囲い部分は苗族龍船競漕の分布地域） 
出典：王瑞平（2001）、『貴州省地図』。北京：中国地図出版社、p.26。から一部分引用。
筆者による作成 
  
 15 
 
2.台江県 
台江県は黔東南苗族トン族自治州中部に位置し、苗嶺主峰雷公山の北麓、清水江中流の
南岸にある。区内には山々が起伏し、山が幾重にも重なっている。北緯 26°24′——26°53′、
東経 108°03′——108°31′にあり、東南は剣河と隣接し、西南は雷山とつながり、西は凱
里と接し、北は黄平、施秉と接し、南北 50.4キロメートル、東西が 36.7 キロメートル、
総面積は 1206平方キロメートルである。18 
台江県は、貴州高原東部から湘西丘陵まで地形が移り変わる坂地帯に位置する。地形の
特徴は西南から東北へ急に下がることである。台江県は北部が清水江に囲まれ、南の施秉
県とは岸を隔て向き合う。巴拉河、翁尓河、翁密河は南から北へ、そして東に流れ、清水
江に注ぐ。水資源は極めて豊かである。県全体で 100弱の川があり、大地を割って、中山、
低中山、中低山と低山山地が形成され、山々は鬱蒼としている。西南の掌水坪高峰 1980
メートルから、東北の清水江峡谷老虎跳江表面まで、455メートルを一気に下る。山々は
壁のように切り立って、地勢は険しい。北亜熱帯季節風気候で温和、降雨量は豊かである。
厳寒なく、猛暑もない。土は肥沃で、物産は豊かである。今日なお青山緑水で、松や杉を
多く産出し、貴州の林区県の一つとされる。 
台江の旧称は台拱である。開拓は比較的に遅く、歴代歴史の誌には「九股（鼓）」と記
される。清の時代の雍正十一年（1733 年）に台拱庁が初めて置かれた。その後、台江苗
族の自給自足社会が外に知られる。清の『苗疆見聞録』によると、「台拱庁、鎮遠同知の
ところにある。雍正統治の間、苗族を統制するため、これを設く。南に百二十華里を支配
する。清江庁西北には九股河があり、小江とも呼ばれ、丹江から流れきて、清水江に注入
する。沿岸の住民は九股苗、横披苗と呼ばれ、総称は黒苗である。性格は最も剽悍である
19。」民国二年（1913年）に、庁は県に変わる。民国三十年（1941年）貴州省は行政区域
を調整し、台江県という名に変更して現在に至っている。台江には苗彊が開拓される前、
400余りの寨があった。『台江県誌』によれば、「大きな寨には千家あり、普通の寨には数
百家があり、小さい寨には数十家がある。人は極めて密集である。」明の時代から、漢民
族が省内の鎭遠、施秉、邛水（今の三穗県）と省外の湖南省（湖南）、桂（広西）、川（四
川）、贛（江西）各省から台江に入り、それぞれ軍人、官員、工人、農民、商人になり、
軍隊の駐屯地及び水陸交通の集結地である施洞、革東、南宮、平兆などの市場に定住した。
それによって、苗族の独占状態は変わり始める。清の時代、乾隆・嘉慶の統治時期、隣州
県のトン族、ヤウ族、水族などが少しずつ北部、中部、南部の村に入り、苗族と雑居した。
それ以降、それらの外来民族は苗族と姻族関係を結び、融合した。現在、全国第六回人口
調査によると、台江の総人口は 16.72万人で、その中、苗族は 97％以上を占める20。 
調査によると、現在台江県には龍船競漕を行う村が多くある。 
                                                   
18 台江県地方誌編集委員会（1994）、『台江県誌』。貴州：貴州人民出版社、p.27。 
19 徐家幹（清）著、呉一文校注（1997）、『苗彊見聞録』。貴州：貴州人民出版社、p.38-39。 
20 台江県人民政府（2015）、台江県人民政府公式ウェブサイト。
http://www.gztaijiang.gov.cn/pages/neiye.aspx?fenlei=872。 
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図 5 台江県行政区画（囲い部分は苗族龍船競漕分布地域を示す） 
出典：王瑞平（2001）、『貴州省地図』。北京：中国地図出版社、p.27。から一部分引用。
筆者による作成 
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四、「施洞口」と清水江龍舟競漕分布状況 
施洞は黔東南苗族トン族自治州台江県の北部に位置し、かつて「施洞口」と呼ばれた。
苗語で「ザンシャン」（Zangx Xangx）と発音し、清水江沿岸の一つの集結地である。標高
は台江県都と変わらず約 700メートルである。気候は温和で、降雨量は適当で、潅漑する
に便で、土地は肥沃、農作物の成長に適し、主に水稲を生産する。清代の『苗疆見聞録』
によると、「施洞口は鎮遠府南 60華里のところにあり、台拱の管轄に属する。後ろには高
山が立ち、前には清水江が流れ、中部の地形は平坦で、西には八埂と接し、東には偏寨が
あり、前には沙湾、岩脚、巴団、平地営と隣接し、後ろは九股河に囲まれる。苗族の大き
い集結地の一つである。人は密集し、黄施衛千総を設置し、ここに駐屯させる21。」施洞
には清の時、石硐汛が設置され、民国の時、友駐鎮が置かれた。1953年には施洞、偏寨、
平兆など 7 つの郷を建てた。1984 年、その 7 つの郷を施洞鎮、平兆、良田郷という三つ
の郷にまとめた。1991 年、すべての郷が施洞鎮に合併された。鎮の中には、施洞鎮町住
民委員会（塘垻）それに、偏寨、小河、巴拉河、楊家溝など 21の村委員会、97の農業協
同組合、そして 4401 戸の家がある。現在、全鎮の行政面積は 108平方キロメートルで、
耕地面積は 23037ム―である。 
清水江は沅江の主な水源であり、貴州省都匀市谷江郷西北部に源を発する。都匀市で剣
江と呼ばれ、その下流で馬尾河と呼ばれる。岔河口で重安江に流入して初めて清水江にな
る。また、湖南省黔城の㵲陽河に注入してからは沅江と呼ばれる。主流は全長 459キロメ
ートルであり、都匀市、麻江県、凱里市、台江県、剣河県、錦屏県を通過して流れる。天
柱県で省の境界を越える。流域面積は 17145平方キロメートルで、黔東南州、黔南州など
16 の県（市）を含む。流域面積が 10000 平方キロメートル以上に達する主な支流は重安
江、巴拉河、巫密河、六洞河、亮江が含まれる22。中華人民共和国成立まで、施洞地区沿
岸村の苗族青年、壮年男子は大半が舟の運輸を内職とした。一部の貧乏な家の青年壮年男
子は船の所有者に雇われて操船し、生計を維持した。一部の豊かな家は、一般的に木船を
作って、商品の運輸に従事し、常に商人のために特産を沅江まで運び、ついでに日用品を
購入して、戻ってから村民に売った。ために、この地域の経済は早くから栄え、生活も比
較的豊かであった。 
以上、施秉と台江の歴史は施洞地区が昔から苗族の一大集結地であったことを語ってい
るといえる。そして、かつては「施洞口」とよばれた。その範囲は清水江両岸に沿って、
施秉県の平寨から料洞まで、また巴拉河口から、川を遡って、老屯までの地域に及んでい
る。ちなみに、この範囲はちょうど龍舟競漕の実施域に当たることが筆者の調査によりわ
かっている。清水江と巴拉河両岸の苗族寨の大半には龍舟が備えられ、数十家の寨に龍舟
が一艘あり、百家以上の寨には龍舟が二艘か三艘がある。現在 30以上の寨が龍舟を持ち、
それらはここ 20 年龍舟競漕をおこなっている。ゆえに、その範域が本研究のフィールド
ワーク地である。（分布は、以下の表 3と図６参照） 
                                                   
21 徐家幹（清）著、呉一文校注（1997）、『苗彊見聞録』。貴州：貴州人民出版社、p.75。 
22 清水江概況（2013）、貴州省保存書類館ウェブサイト
http://www.gzdaxx.gov.cn/gzdaxx/dcgz/ftrq/2011-06-01/5723.html。 
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表 3 清水江流域苗族龍舟競漕村寨一覧表 
村の名 苗族語の名 所属の郷と鎮 所属の県 所属の川 备  注 
南哨 Nangl Hxek 施洞鎮（Zangx 
Xangx） 
台江県 清水江（Ongb 
Hniangb） 
苗寨（翁哨溝の下流に位置
し，溝に因んだ命名） 
四新 Hsait Hxenb ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
旧州 Vangl Dad ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
八埂 Nangl Gangd ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（音同「南杠」） 
天堂 Tinb Dangx ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
柏梓坪 Liux Sax ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（木に因んだ命名，柳
支） 
方寨 Liux Diangx ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（麻栗郷の方陇塘から
の移住，柳支） 
塘垻      
塘龙 Dangx vongx ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（寨名は「龍船が集ま
るところ」の意。） 
偏寨 Vangl Dliab ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（希支） 
石家寨 Gud xenl ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（勾支） 
楊家寨 Nangl Hlinb ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（苗字は楊である。） 
平兆 Nangl xos ＂＂ 台江県 清水江下流 苗族と漢族が雑居（五月五
日に龍船をこぐ） 
巴拉河 Nangl Hvab ＂＂ ＂＂ 巴拉河(Ongb 
Hvab) 
苗寨（河に因む命名。巴拉
河は「小河」とも呼ばれ
る。） 
平敏 Zangx Nenl ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（小河村に属する） 
白土 Ghab wangx bod 
ted 
老屯郷（Ghad 
Denx） 
＂＂ ＂＂ 苗寨 
容山 Ghab Dlongx ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（寨名は「聾木樹の下
にある所」の意） 
老屯 Ghad Denx ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（清の時代、ここに軍
隊が駐屯したことがある） 
稿仰 Gangd Niangd 
Vangl 
＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（上、下二つの寨に分
かれる） 
長灘 Zangx Tangb ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
平寨 Sangx Eb 双井鎮（新県城
Diub Yis） 
施秉県 清水江 苗族と漢族が雑居 
寨胆 Khat Liux ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（柳支） 
鲤鱼塘 Khat Paot ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
铜鼓塘 なし ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨 
 19 
 
平地営 Bax Lox 馬号郷 ＂＂ ＂＂ 苗寨 
大冲 Xenb Xas ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（2015 競渡名簿） 
勝秉 Nangl Dliangl ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗族と漢族が雑居（古い県
城） 
冰洞 Nangl Dongb 六合郷 ＂＂ ＂＂ 苗寨 
溪口 Nangl Ongb ＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗寨（溪口河に因む命名。
八埂溪下寨と同じの村に
属する。（2015競渡名簿） 
料洞（上、
中、下三つ
の寨に分
けられる） 
上寨（Yangl 
Beel）、下寨
（Yangl 
Nangl） 
＂＂ ＂＂ ＂＂ 苗族と漢族の雑居（清水江
下流にある、龍船をこぐ最
後の村） 
（筆者作成） 
 
 
図 6 清水江流域苗族龍舟競漕分布図（赤星は、清水江上流平寨、下流六合、巴拉河が清水江
に流入する上流の老屯を示す） 
出典：王瑞平（2001）、『貴州省地図』。北京：中国地図出版社、p.29。から一部引用。筆
者作成 
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第二節 調査地苗族の概況 
一、中国の苗族 
苗族は中国に生きる民族の中で最も古い民族の一つであり、長い歴史と深い文化の蓄積
をもっている。しかし、その歴史の過程で文字を失ったと伝える。そこで苗族の起源を含
む歴史は、漢族を中心とする他民族の史料そして苗族の口頭伝承から再構築されることに
なる。 
1.苗族の起源と呼称 
苗族は「蚩尤」を統領とする「九黎」氏族の末裔であるという説は、現在「苗学」分野
における主流的な見方となっている。 
かつて、「九黎」氏族と対立していた二つの氏族があった。「軒轅」と「神農」、すなわ
ち「華夏」族（漢族）の祖先である。約 5000 年前、苗族の原始氏族集落グループである
「九黎」は黄河中下流地区に住居し、黄河中小流地区に定住していた「神農」「軒轅」の
氏族と鼎立した。最初、軒轅氏族の首領「黄帝」と神農氏族の首領「炎帝」はそれぞれの
氏族を率いて、坂泉の戦を始めた。結果、神農氏族は敗北し、軒轅氏族に合併し、炎黄連
盟が成った。その時、黄帝の勢いはより勝ったが、九黎氏族の首領は服従していなかった。
『史記·黄帝本紀』によると「蚩尤」は反乱を起こし、帝の命令に服従しない23」、そこで、
「黄帝は諸侯から軍隊を徴発し、逐鹿の野で蚩尤と闘い、蚩尤を殺した。24」原始社会末
期に発生した大戦で九黎氏族は負け、首領蚩尤は殺され、一部の集落は炎黄に帰順したが、
他は南へ逃れ、移動を続けた。 
唐堯、虞舜、夏禹と同じ時代に現れた苗族の祖は「三苗」と呼ばれ、また「有苗」とも
言ったが、略称が「苗」であった。『史記·五帝本紀』の記載によれば、「堯という帝は年
を取り、舜という人を天子として国を支配するよう命じ、天命に従った。……三苗は江
淮、荊州地域において、数回反乱を起こした」25。郭璞は曽てこれに注釈を加えた。内容
は以下のようである「苗民を指す『三苗』の『三』は『九黎』の『九』と同じような役割
を果たしている。つまり、数字で氏族が極めて多いということを表す。実際の数の意味で
はない。26」『国語·楚語』の記録によると、「その後、三苗は九黎の恵みを覚える……三
苗、九黎の後代である。27」「三苗」は南部に処するため、また「南蛮」という別称もあ
った28。 
商周時期、「三苗」という呼称は消え、「南蛮」に取って代われる。そして、この時期、
苗族の主体は「荊蛮」、「荊楚」とも呼ばれ、略称を「荊」とした。先秦時期に至って、中
原にいる華夏は、住地の方向に基づいて周辺少数民族の名称を定める。例えば『管子·匡
                                                   
23 司馬遷（紀元前 145-？）、漢、『史記·五帝本紀』卷一。 
24 ibd. 
25 ibd. 
26 郭璞（276年—324年）、晋、『山海経校注』。  
27 左丘明（生年月日は確かでない）、春秋、『国語·楚語』上。 
28 鳥居竜藏（2009）、『苗族調査報告』。貴州：貴州大学出版社、p.3-6。 
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君小匡』によれば、「東夷、西戎、南蛮、北狄」という名である29。また、東周、春秋及
び戦国時代には、「荊蛮」を主体とする楚国の勢力は最も大きく、各時代の覇者と対抗し
得る唯一の非漢族政権であった。五世紀にわたって隣邦と頻繁に往来する間に、楚国に住
む大半の「南蛮」は次第に華夏各族と融合し、ただ西部の武陵山脈一帯の少数の南蛮のみ
が中原文化と直接接触をしていない状況にあった。その後、その地域の民族は「武陵蛮」
と呼ばれた。また、武陵地域の主要川筋は沅水であり、支流が五本あるため、「五溪蛮」
とも呼ばれた。「九黎」、「三苗」、「荊蛮」、「武陵蛮」などの呼び方は、それぞれの歴史時
期の苗族祖先の呼称である。 
苗族は戦争を多く経験した。夏、商、周それぞれの時代に、苗族に対して各王朝が起こ
す戦争は絶えなかった。苗族の移動範囲は広く、その自然環境と社会環境も極めて複雑で
あり、それが、苗族傍系の多さを導いた。唐、宋及びそれ以降の時代に、社会経済の発展
と人口の繁栄にしたがって、苗族と各時代王朝との関係は次第に密接になり、「苗」とい
う呼称は少数民族の通称「蛮」から脱して、単一の民族名称として史料に現れる。唐の時
代の樊綽が書いた『蛮書』卷十に、「黔、涇、巴、夏，四邑苗衆」という記録がある30。
宋の時代、朱輔が書いた『溪蛮叢笑』の中に、「五溪の蛮……現在五つがある。苗、ヤオ、
僚、仡伶、仡佬（コーラオ）である31」という記載がある。 
苗族の民族名称は主に以下の三つに分けられる。 
① 封建王朝は状況によって「生苗」と「熟苗」を区別する。明代郭子章の『黔記』卷
59に「省の境界線に近いのは熟苗であり、交通賃借労働など普通の社会活動をして、
良い百姓と変わらない。したがって、そういうような人の戸籍を管理し登録する。
そうでない者は生苗である」という記述がある32。清の時代、方亨咸の『苗俗紀聞』
には次のような記述がある「苗族は生、熟に分けられる。生の者は樹木の生い茂る
谷に居て、谷から出る勇気がなく、普通会えない。熟の者は労働に服し、畑の賃貸
料を支払って、内地の漢族の人と大同小異である」33。民国『貴州通誌·土民誌』の
記述によれば、「苗に土司の居るのは熟苗であり、管理者のないのは生苗である。」
34すなわち、中央から遠く離れている山間地帯に処し、都市の交通沿線からも離れ
て、官庁の管理もなく、土司の管轄にも属しない苗族のことは「生苗」だというの
である。一方、都市や町の周辺に分布し、漢族と雑居して、官庁の管理下あるいは
土司の管轄に属する苗族のことは「熟苗」と呼ばれるのである。 
② 族内部の規則に基づき、苗族全体に対し、あるいは苗族傍系に対する自称。今日、 
多くの苗族は Hmub（発音：牡/mu）、Hmongb（発音：蒙/meng）、Hmaob（発音：摸/mo）、
maob（発音：毛/mao）と自称する。湘西方言の苗族は ghab nus（発音：嘎脳/ga nao）、
ghab Xongb（発音：仡熊/ge xiong）、deb songb（発音：帶叟/dai sou）などと自
称する。苗族傍系の自称は以下のようである。「仡雄/ge xiong」（赤苗），「蒙豆/meng 
                                                   
29 管仲公（紀元前 719-紀元前 645年）、春秋、『匡君小匡』。 
30 樊綽（生年月日など確かでない）、唐、『蛮書』卷十。 
31 朱輔（？-1523年）、宋、『溪蛮叢笑』。 
32 郭子章（1543-1618）、明、『黔記』卷 59。 
33 『小方壺齋輿地叢鈔』第八軼。 
34 愛必達（生年月日は確かではない）、清、『黔南識略』卷六。 
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dou」（白苗），「蒙我/meng wo」、「蒙抓/meng zhua」（青苗、箐苗），「蒙培/meng pei」、
「蒙周/meng zhou」（花苗），「蒙撒」（漢苗、歪梳苗），「冒江/mao jiang」（海貝苗），
｢敢鬧/qu nao｣（短裙苗），｢迷蒙憋/mi meng bie｣（小花苗），「蒙冗/meng rong」（長
角苗），「蒙恰/meng qia」（短角苗）などである。 
③ 苗族に対する他称。例えば、ブイ族は「布尤/」、コーラオ族は「布爺/」、水族は「繆
/」、彝族は「媽吼/」、漢族は「苗/苗」のように苗族を呼ぶ。その一連の呼称の中
で漢族が苗族に対する呼称は最も複雑である。特に苗族傍系に対する呼称は極めて
多い。そのような呼称は二つに分けられる：(1)服装の主な色調、冠物の形､居住地
域及び方向、職業あるいは民族の関係によって、以下のような呼称がある。「赤苗」、
「黒苗」、「白苗」、「青苗」、「花苗」、「四印苗」、「喇叭苗」、「牛角苗」、「歪梳苗」、「九
股苗」、「清江苗」、「高坡苗」、「箐苗」、「垻苗」、「東苗」、「西苗」、「川苗」、「打鉄苗」、
「漢苗苗」などである。（2）貴州に居住する諸少数民族に対する総称。つまり、他
の少数民族にも「苗」という名をつけるのである。例えば、「トン苗」、「水家苗」、
「仲家苗」、「コーラオ苗」、「倮倮苗」などの名称であるが、実際はそれらの少数民
族は苗族ではない。それぞれトン族、水族、ブイ族、コーラオ族、彝族である。 
苗族の祖先は南に移住し続けた。郭子章は『黔記·諸夷』に次のように書いている。「苗
人、古い時期の三苗の後裔である。長沙、沅辰から南に向い、夜郎の全土に至るまで、常
に苗族がみられる」35。現在、苗族は、その大部分が中国西南地域の山地に定住している。
主に現在の貴州省東南地区と湖南省西部及び雲南省の東である。新中国が成立して以降、
総称して苗族といい、「MIAO」あるいは「HMONG」と英語表記する。 
 
図 7 黒苗生活図 
                                                   
35 郭子章（1543-1618）、明、『黔記』卷 59。 
 23 
 
 
図 8 黒生苗図 
 
 
図 9 清江黒苗図 
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図 10 九股苗狩猟図 
出典：李徳龍（2008）、『黔南苗蛮図説』。北京：中央民族大学出版社、p.127－163。（図 7
－10） 
 
2.苗族の人口と分布 
2010年の中国第六回全国人口全面調査によると、苗族人口は 9426007人で、中国 55少
数民族中の第五位である。そして貴州省に住む苗族は中国の苗族全体の約 42.1％を占め
る36。分布状況を見れば、苗族は広い範囲に分散して住む形と狭い地域に集住する形を持
つのが特徴といえる。人数を見ると、分散形に多く、集住形に少ないといえる。新中国成
立後、少数民族地方自治政策が実施され、苗族は六つの自治州と 22の自治県を持った。 
本研究が対象にする貴州省黔東南州台江県は、苗族が人口全体に占める割合が 97％に
達し、世界で最も苗族が密集する「苗彊中央」と呼ばれる。 
 
表 4 中国苗族人口各省分布状況 
省及び自治区 苗族人口 ランキング 
貴州 3968400 1 
湖南 2060426 2 
雲南 1202705 3 
重慶 482714 4 
広西 475492 5 
浙江 309064 6 
                                                   
36 2010年中国第六回全国人口全面調査。 
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広東 251970 7 
湖北 177490 8 
四川 164642 9 
福建 88017 10 
海南 74482 11 
江蘇 49535 12 
上海 31351 13 
安徽 13856 14 
北京 12957 15 
河北 9703 16 
江西 9125 17 
山東 8414 18 
新彊 7626 19 
河南 4321 20 
遼寧 3952 21 
天津 3751 22 
内モンゴル 3349 23 
陝西 2787 24 
黒龍江 2575 25 
山西 2205 26 
吉林 1446 27 
甘粛 1212 28 
寧夏 1113 29 
青海 911 30 
チベット 416 31 
合計 9426007 ―― 
出典：2010年中国第六回全国人口全面調査に基づき筆者作成。 
 
苗族の名称史は、苗族の内部差異化が大きく進行していることを教える。苗族の言語は
シナチベット語族苗ヤオ語派の苗語群に属する。50 年代初期、中国科学院少数民族言語
調査第二作業チームは調査を実施し、苗語を三つの方言群に分けた。すなわち、湘西方言，
黔東方言，川黔滇方言であり、これらはまた東部方言、中部方言、西部方言とも呼ばれる。
さらに、七つの亜方言と 18の土語が識別された。 
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二、調査地苗族の歴史と文化 
1.歴史 
ここに調査地苗族というのは、台江県施洞鎮の塘龍寨を中心とする清水江上流の施秉県
双井鎮的平寨から、下流の施秉県六合郷的料洞に至る範域、及び台江県内で巴拉河が清水
江へ流れ込む地点の上流 10 キロ内に住む苗族である（図 11 参照）。ここに住む苗族の起
源と民族系統は、黔東南域内の苗族の移動史と深く関わっている。 
 
 
図 11 清水江流域苗族龍船競漕村寨分布図 
出典：普晶建設開発株式会社（2013）施洞苗文化旅行総合体建設発展企画から筆者作成 
 
黔東南の住民は大部分が苗族であり、その他にブイ族、トン族、スイ族、漢民族、 コ
ーラオが住む。彼等は、大部分が黒衣を着す黒苗である。県によっては衣服の色が異なる
という理由で名称も違えているが、実際は皆黒苗の一種である。この地域の黒苗は中部方
言に属する。苗族の古歌があり、この地域の中部方言を話す苗族が湘西の南、桂西の北か
ら転入したとうたっている。 
清水江流域に広く伝わる『苗族古歌·溯河西遷』37には次のような記載がある。 
 
先祖はどこに住んでいたの？。 このようなところだよ。 
大地と水がつながり、どちらも茫々としている。光はあふれて、青空をつなぐ。 
至る所が平らで、蓆のように見えるし、穀物倉庫にも見える。 
先祖はもともと東に住んでいた。どんな服を着ていたの？。 
何を食べていたの？。 清明菜を食べていた、 
筍の殻を着ていた；固い葛根がご飯だった、 
崖藤で服を作っていた。          …… 
                                                   
37 馬学良、金旦（1983）訳注、『苗族史詩』。北京：中国民間文芸出版社、p.127。 
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そんなものを食べると、すぐにひもじくなる、そんなものを着ると、すぐに破れる。 
 
黔東南苗族の祖先はもともと東の豊かな水郷に住んでいたが、山菜を食べ、木の葉を着
るという粗末な生活をおくるようになった。人口が増加するにつれて、限られた生産手段
は増加する人口を養うことが出来なくなったからである。『苗族古歌·溯河西遷』38は次の
ように説明する。 
 
一つの巣に多くの鳥は養いがたく、一か所に多く人は住みにくい。 
かまどとかまどが並んで飯を炊き、足と足をくっつけあって飯を食う。         
家を建てたが部屋はハチの巣のようで、鍋や皿などみな押しつぶされる。 
 
人が多く、土地は狭く、込み合っていて、生計の立がたい現状を変えるため、知恵ある
先祖は集まって相談し、目上の人と同世代の人を説得した： 
 
息子がお父さんを説得した：    「家の中の鉄を持ち出そう！」 
兄嫁が小姑に勧めた：         「針を持ち出そう！」 
早く来て、西への移住を相談しよう、西に行って、いい生活を探そう。 
 
東は内地に接し、人口稠密であり、発展しがたい。西は地も広く、人も少なく、生活し
やすい。彼らはこう思った： 
 
西のどの山も果物を産し、西のどこの平地も米を出す。 
ご飯はもちもちで餅みたい。 
西へ豊かな生活を求めよう。 
 
彼等は相談し、みんなで西へ移住することを決めた。西へ移動した苗族は貴州省に至り、
まず榕江に入った。剣河県久仰郷の擺尾村一帯に伝われる『苗族古歌·溯河西遷』39によ
ると、 
 
方長協に来て、洋岔利に来て、 
村中の太鼓を集め、一度お祭りをし、 
苗族の氏族（筆者注：黒苗族）すべてを集め、五度祭る（筆者注：祭りは 13 年に 1
度おこなわれるため、13年ｘ５で、移住して 65年が経過したことをうたう）。 
 
「方長協」と「洋岔利」は、現在の榕江と都柳江を指す。苗語では榕江を「方協」と呼
ぶ。彼らは榕江にしばらく住んだ後、「党故」と「松計」に移動した。 
 
                                                   
38 ibd. 
39 楊村、文玉深（2008）、『郷土剣河』。貴州：貴州人民出版社、p.22-26。 
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党故㘭に来た、松計は故郷だ。 
中に五層踩（鼓）があり、外は六層に見える。 
 
「党故㘭」は「党故」であり、剣河県太擁郷九臉村の北約 300メートルの所にある丸い
小山を指す。「松計」は剣河県久儀郷另甲村と南哨郷白素村の間にある道路の傾斜地で、
面積は約 4 ムー、「九股土」という俗称がある。「党故」と「松計」の間は約 0.5 華里で、
人々は通常この二つをあわせて「党故松計」と呼ぶ。当地の黒苗は、ここが貴州移動後に
最も早く定住した所だと伝える。「老寨（古い村）」と呼ばれるのは、この故である。「党
故松計」に定住してから、人口は増え、生産と生活の面で不便と混乱が生じた。 
 
  古い村には人が多く、高い山には畑がない。 
        魚が多くて住む池がなく、人が多くて住むところがない。      
井戸の水を奪い合い、土地を奪い合う。 
        天秤棒で追いまわし、棒で殴り合う。 
        長生が怒り、みんなも悲しむ。 
           
  かつて九人の祖先がいた。九祖が我々を生んだ。 
        皆でよく話し合った。         
儀礼に叶って牛を殺し、誰がどこに住むか、話し合った。 
        誰が石を挿すのか？ 
        長老が石を挿す。 
  九つの地に分かれて住み、九本の川に分かれて住む。 
九人の先祖は一緒に「松計」において牛を殺し、祖先を祭った。「議榔（苗族の会議）」
を開き、分かれて住むことにした。「党故」の丸い小山に九本の長い石を刺した。二本が
地面と直角になったが、他の石は異なる方向に傾いた。石はそれぞれ一つの傍系（氏族）
をあらわす。石が指す方向はその傍系が移動すべき方向を示す。地面と直角になった石の
傍系は引き続き「老寨」に住むことを意味した。 
「党故松計」の地については、今日なお、南東寨屋の裏が「九股祭祖山」と呼ばれ、南
甲寨屋の裏は「九股祭祖土」、久臉寨北の一丘大田（約 2 ムー）は「九股祭祖畑」あるい
は「昼ご飯畑」と呼ばれる。南西山（「党故」の丸い小山）に刺した九本の石柱（高さは
約１メートル）は分散移住の紀念となり、いまも残っている。黔東南の苗族の大部分は「党
故松計」に定住した九つの氏族が分散したものであり、そのために「九股苗」と呼ばれる。
また、その服が黒いところから「黒苗」と総称される。分散時期は父系から計算される。
从江の反排苗族は反排に移住してから 47代を数え、台江南宮苗族は 45代を数える。そこ
で、移住は 1300-1500 年前のことで、隋唐の時代と推察される。 
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写真 1 剣河県「党告松計」苗族移住遺跡 
出典：孫亜光撮影（2013），中国民族宗教网の公式サイト， 
（http://www.mzb.com.cn/html/Home/report/407126-1.html，2016年 1月 27日参照）よ
り転載． 
牛を殺して祖先を祭り、分かれて移住したことは『苗族古歌·溯河西遷』の中にも記載
がある。 
  方と福（はどこへ行く？       希と涅はどこへ行く？ 
      方と福は交密に行き、       希と涅は方祥に行く。 
      德諾は元の所にとどまり、   祖父と一緒に暮らす。 
      まだあなたのおじいさんと私のおじいさんが残っていて、並んで同じ山に移り住む。      
一歩一歩と同じ坂を下り、 一緒に方尼に向かう。 
上掲資料中の「方」（Fangx或 fangs）、「福」（Ful）、「希(あるいは西)」（Dlib或 Dliab）、
「涅」（Niel）、「德諾」（Dail Nes）などの氏族は、その後大いに発展し、異なる支系を形
成した。これら以外の「恭（あるいは勾）」（Gud）、「柳」（Liux）、「尤」（Yel）、「打」（Dax）
等の支系は他の古歌に言及があり、黔東南地域に広く分散している40。 
また、民国時代の『貴州苗夷社会研究』によると、「清水江が台拱県（台江県）の東を
流れる。全県の人口は三万余であり、苗族が多く、漢民族は少なく、夷人（コーラオ）は
いない。苗族は 90％以上を占め、黒苗のみである。九股苗とも呼ばれ（写真２）、性格は
勇猛。分布は広く、特に八梗、塘龍、施洞口などに最も集中している41」。 
また別の古歌によれば、分散してから「西（あるいは希）」（Dlib、Dliab）、「方」（Fangx、
Fangs）、「柳」（Liux）という三つの氏族はそれぞれ別の地に移住した。「柳」はさらに１
１の支系に分かれて清水江の両岸に移住した。「方」は現在の施秉県六合郷の廖洞に移住
した42。「西」と「方」は同系であり、「西」は今日の台江県施洞鎮的偏寨（Vangl Dliab）
に移住した。「希」の人口が多すぎて、分布も広いので、苗語では「九股希 jex jangd Dlib」
と呼ばれている。九は「多い」のいみである。「勾（あるいは恭）」も黔東南の大きい氏族
                                                   
40 呉一文、覃東平（2000）、『苗族古歌與苗族歴史文化研究』。貴州：貴州民族出版社、p.116。 
41 呉澤霖、陳国鈞（1940）、『貴州苗夷社会研究』北京：民族出版社、p.84。 
42 李平凡（2011）、『貴州世居民族遷徙史』。貴州：貴州人民出版社、p.160。 
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であり、その一つの支系は台江県の施洞と塘龍に移住した43。調査地には氏族と集落の呼
称が残る。集落呼称には「方」、「黎」、「嘎鬧」など、氏族呼称には「柳」、「勾」、「勒」、
「向」などがある。 
 
写真 2 『百苗図』の中の「九股苗」 
出典：2014年 5月 30日筆者撮影、貴州図書館蔵 
他方、フィールドワークの結果、一部の村では苗族と漢族の婚姻関係が認められた。そ
こでは、例えば施洞鎮の芳寨村と柏枝坪村の苗族のように、「柳」（Liux）氏族に属してい
ても、漢族との結婚後はみな「柳」でなく、「劉」を名乗った。「劉」は明清王朝の戸籍制
度のもので、「柳」（Liux）と同発音であったからである。実際、『苗疆聞見録』によると、
漢族で苗族になった人もいた。そうした人には江楚出身者が多いが、彼らは他民族と貿易
をする中でその土地の人と親しくなり、血縁を結び土着化したが、清水江の南北両岸に暮
らして熟苗とよばれた者はたいていそうした人たちであった44。 
 
2.社会形態 
氏族は血縁で結びついた組織であり、社会の基本的な経済単位でもある。社会の発展に
つれて、母系や父系を経験する。苗族で母系の名残は「舅権制（母方の叔父が権利を持つ）」
45に見られ、この制度は今日も一般的に知られている。例えば、結婚した女が死ぬと、ま
ず母方の叔父に知らせねばならず、叔父が見舞って、はじめて葬儀を行うことができる。
そして叔父が戻る時、豚か牛の後ろ足の肉を叔父に贈るが、その時の肉には尾がついてい
るのがきまりである。もし尾がついていなければ、それは叔父を見下している意味になり、
以後、叔父はこの家族を親戚として認めなくなってしまう。Jul bas jul fab diel（藤枯
再无瓜/蔓が枯れると瓜はできない）、Jul mais jul daib nenl（娘亡不认舅/母が死んだ
                                                   
43 呉一文、覃東平（2000）、『苗族古歌與苗族歴史文化研究』。貴州：貴州民族出版社、p.120-127。 
44 徐家幹（清）著、呉一文校注（1997）、『苗彊見聞録』。貴州：貴州人民出版社、p.163。 
45 母方の叔父と甥とは特に親しく、人間関係の中で最も尊敬するのは叔父であるという。いわゆる「Dob 
niangb lix ghab wul（深莫过滥泥田/一番深いのは泥田である），Hlieb niangb diux daib nenl（大莫
过舅家亲/一番親しく尊敬するのは母方の叔父である。）」 
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ら、叔父を敬さない）という諺がある。そうした原因で口論し、縁切りした人もいる。叔
父は肉をもって帰ると、肉が多い時は親族に分け、肉が少ない時は各家から一人づつを招
いて家で宴会をする。苗語で「姑妈肉/叔母肉」を食べるという。また、毎年農歴三月の
中旬に、台江、剣河、施秉などの県では、清水江沿岸の苗族婦人が姉妹節を祝う。姉妹節
の時は、結婚して出て行った婦人がみな実家に戻って団らんする。魚と海老を捕り、「打
平夥」46をする。老人の記憶によると、以前、姉妹節の時は天然ものか養殖ものかを問わ
ず、婦人たちは魚と海老を自由に捕ることができた。所有者はこれに干渉してはならず、
干渉すると人に笑われた。「打平夥」をする時は、若い男は「討吃（乞食）」しかできず､
「吃討飯（乞食したご飯を食べる）」と言われる。女性は指導的な地位、男性は従属的な
地位にある。一見すると、まるで母系社会に戻ったかのようである。 
他方、家系は父系で辿られる。そして、父の名（first name）の最後の 1 字をとって息
子の名をつくる子父連名制は、一つの名に一つの音（字）をつけるため、過去に数十代あ
るいは数百代を遡ることができる。このように逆算して祖先を測る方法は苗語で dib hfud 
bad ghet（推算父祖頭緒）といわれる。この方法は男性にしか適用されない。そして、動
産不動産を問わず、すべての財産が父から息子に伝えられる。女性はすっかり指導力を失
っている。儀礼の面でも、農事と密接に関わる龍船競漕の晴れの日には、男しか舟をこぐ
ことができず、女性は舟に乗るのも禁止される。乗れば、干害があり、農事に悪影響をも
たらすという。 
集落は諸氏族から構成され、自らの地域名称、言語、宗教、習俗などが共有される社会
組織である。苗族集落には「鼓社」がある。「鼓社」は、父系血縁をきずなとし、祖先霊
魂の居所を象徴する木製鼓を共同で祭る氏族集団のことである。それは一つの氏族、また
血縁関係にあるいくつかの氏族から構成される。さらに、一つの村、あるいは血縁関係に
ある複数村によっても構成される。 
『百苗図』の中の「九股苗」は、一つのきずなの下にある九（あるいは多数）の氏族か
もしれない。苗族理辞47やこれとかかわる伝説の中に、彼らはもともと一つの鼓を持って
いたが、人があまりにも多くなり、その結果、鼓を九つに割り、九つの支系がぞれぞれ一
つの鼓の部分塊を持ち、以後、それぞれ祖先を祭るようになったと伝えている。「鼓社」
は父系氏族を主体とするが、祖先を祭る儀礼を行う時には、必ず母系の重要な構成員を参
加させなければならない。例えば、母方の叔父を招いて牛を殺させ、父の姉妹の夫に牛を
引かせ、親戚全員が祝いに来る。すなわち、「鼓社」は母方（母方の叔父）、父方（父の姉
妹の夫）、自家、の三系列をつなぐ。祖先を祭ることは、単に家族や氏族の関心事なので
なく、血縁関係を持つ人々全体の関心事なのである。また、「鼓社」は血縁関係にとどま
らず、地域すなわち集落ともかかわる。「鼓社」は「議榔48会議」で認められた規則と氏
                                                   
46 会食の意。 
47 理辞、苗語で jax lil あるいは lil lul lil ghotという。jaxの発音は「佳/jia」の発音と近く、宇
宙万物と人類社会の発展、変化、矛盾、関係の法則、原則、原理、規律をいう。lilは道理の「理」と
いう意味である。苗族から見れば、理辞は「法律」である。古い時代に、黔東南苗族の「榔頭」、「理老」、
「寨老」、「鼓主」などの偉人は人々に理辞を説き、これに基づいて裁判し、紛争を解決し、紛争の当事
者に是非曲直を説いた。 
48 「議榔」は、苗語で ghed hlangb（構榔/gou lang）といい、きまりを議定する場である。「議榔」は
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族規即に則って諸事を処理する。苗族の歴史と文化を通観すると、苗族は「議榔」を通じ
てきまりを定め、「理老49」が司法の役割を果たし、「鼓社」が法を執行するという形で、
苗族社会の安定を維持し、発展を促してきたといえる。「鼓社」「鼓頭」と龍舟競漕の関係
については第二章で述べる。 
 
3.言語 
苗族の言語はシナチベット語族苗ヤオ語派の苗語群に属する。台江と施秉県の苗語は黔
東方言北部土語に属する。都市と町に居住する苗語を第一言語としない少数の人を除いて、
90％以上の苗族は苗語を第一言語とする。苗語は、音声、語彙、文法およびレトリックな
どの面で独特の規則と整っている体系を持っている。苗族のそれぞれの支系が異なること
や居住場所が分散していることなどのため、各地の苗語には音声上ある程度の区別がある。
この区別から、台拱、排羊、革一、后哨、交包、施洞、南宮などの方言に分けられる50。
施洞方言は、主に施洞鎮、老屯郷各村（寨）および施秉県内の双井鎮、馬号郷、六合郷清
水江沿岸部分の村（寨）におこなわれる。以上の諸方言の音声は大部分同様であるが、子
音、母音と声調値において多少の差がある。子音には有気、無気、喉舌音の区別があるが、
施洞方言の子音は他の方言と相当に違っている。他の方言の「z」「s」子音は施洞方言で
は「s」「hs」になる。例えば、「平地」という語なら、台拱では「ghab zangx」というが、
施洞では「ghab sangx」となる。また「錢（お金）」という語は、台拱では「saix」と発
音するが、施洞では「hsaix」と発音する。母音の差異はより小さく、少しだけ異なって
いる。例えば、「做（する）」という語は台拱では「at」と呼ぶが、施洞では「ait」と呼
び、南宮では「it」と呼ぶ。 
現在、苗族が使っているピンイン文字は、1951 年に中国政府が無文字民族に文字を創
らせる政策を発して後に51、派遣された言語専門家が苗族地域において言語調査をおこな
い、まとめたものである。苗族の言語を記録するのに便利であり、また中国語に解釈でき、
さらに第三言語を学ぶのに有益であるというのが、苗語創造の目的であった。文字は 26
のアルファベットで構成され、32 の子音、26 の母音、8 つの声調があり、その構造と書
                                                                                                                                                 
一つの村またいくつかの村、一つの鼓社あるいはいくつかの鼓社、さらに一つの地域が「政治経済軍事
連盟」の形で「議榔会議」を開催する。「議榔会議」の司会者は「榔頭」と言われ、苗語で hfud hlangb
（付榔/fu lang）という。「議榔会議」は「榔頭」、「理老」、「鼓主」、「寨老」を「会議主席」とし、各村
あるいは「鼓社」は代表者を派遣して参加する。共同で倫理道徳、生活生産、社会治安、刑事刑法、男
女交際、公有財産、私有財産、氏族結社とそのメンバーの権利と義務などの方面にかかわる内容につい
て、規則を作り、全員に守らせるように求める。 
49 「理老」というのは、苗語に lul lil（盧離/lu li）といい、苗族特定の社会団体の中にいる長老で
ある。「理老」は一般的に自然に形成される。そういうような両老は常に伝統文化、古い道理と規則を通
暁し、口達者で、正義を持する人である。「理老」の職責は揉め事、事件に対して審理、調節、評判、裁
断をし、その時、彼は仲裁人である。ある時、「理老」は「弁護士」であり、紛争、事件の当事者に雇わ
れ、裁判会で当事者のために道理を述べて弁論する。「寨老」というのは、苗語には lul vangl（蘆揚/lu 
yang）といい、一つの苗寨（村）と首領であい、ある「寨老」は「理老」でもある。「鼓主」、苗語には
ghab niel（嘎牛/ga niu）といい、父系血縁を絆とし、共同で祖先霊魂の居所を象徴する木製鼓を共同
で祭る士族集団の責任者であり、ある「鼓主」は「理老」でも、「寨老」でもある。「榔頭」も「理老」
として役割を果たす。 
50 姫安龍（2012）、『苗族台江語参考文法』。雲南：雲南民族出版社、p.13。 
51 貴州省施秉県地方誌編集委員会（1997）、『施秉県誌』。北京：方誌出版社、p.171。 
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き方は簡単で学びやすい（表 5参照）。これは 1950 年代から試行され、一度中断されたが、
1982年から改めて実行され、現在も使われている。 
 
表 5 現在苗文字の子音、母音と声調リスト 
子音表（32 個） 
b    p    m    hm    f    hf    w    d    t    n    hn    dl    hl    l    z 
c    s    hs    r    j    q    x    hx    y    g    k    ng    v    hv    gh 
kh  h 
 
母音表（26個） 
a    o    e    ee    ai    ao    ei    en    ang    ong    i    ia    io    ie 
iee    iao    iu    in    iang    iong    u    ui    ua    uai    un    uang 
 
声調表（8個） 
声調種類 1 2 3 4 5 6 7 8 
声調値 33 55 35 11 44 13 53 31 
声調符号 ｂ x d l ｔ ｓ ｋ ｆ 
出典：貴州省施秉県地方誌編集委員会（1997）、『施秉県誌』。北京：方誌出版社、p.172。 
 
4.祝日 
調査地には、毎年の龍舟競渡という祝日以外に、大小さまざまな祝日が十数種類みられ
る。その中には、苗族伝統の祝日のほか、漢民族との長期にわたる交流から受けいれた漢
族祝日もある。祝日の習俗や禁忌などの情報は、苗族の民族特性をよりよく理解するのに
有用である。 
 
橋祭り（敬橋節） 
苗語で「滔久」「タオジュ」（Tob Jux）といい、二月二日あるいは二月の何日でもよく、
その日を選んで、行う。その橋には、全寨（村）が共同で祭る「寨橋」、各家族が祭る「家
族橋」、各家が子供が生まれることを願って建てた「家橋」、金持ちになれるようにと願っ
て建てた「陰橋」（この橋は常に地下に埋められる）がある。ある家族は、橋を祭るとき、
自家の木製腰掛け、石製腰掛けあるいは、井戸、岩、大きな穴、大きい木なども祭る。 
供えものは、赤や緑に染められたアヒルや鵞鳥の卵、もちご飯、餅、酒、肉、線香、紙
である。その時、寨（村）あるいは一家の全員は供えものを持ち、橋のたもとに行く。ま
ず、食べ物を投げ、酒を注いて祭る。必ず自家方向の橋のたもとを向く。また、紙銭の上
に細長い石を置き、全員がその場で会食を始める。食事の時、人に出合ったら、必ず食事
に招く。男性と出会うのが最もよく、橋を祭った後に家族に男の子が生まれると信じられ
ている。橋祭りで残った供えものは家に持ち帰って家族と一緒に食べる。もし、橋祭りが
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終わって三年以内に男の子が生まれたら、その子の三才の時に、橋のたもとで「啥久」「シ
ャジュ」（Seed Jux）という感謝儀式を行う。供えものはカモと豚を使い、橋の神が子供
を贈ってくれたことに感謝する。橋祭りの期間、それぞれの村は鼓を打ち、蘆笙舞を踊る。
小さな村なら三日から五日、大きな村なら七日から九日つづく。 
 
姉妹節   
姉妹節は苗語で「農嘎良」「ノンガリョウン」（nongx gad liangl）と言う。「農」（ノン）
は「食べる」、「嘎」（ガ）は「ご飯」、「良」（リョウン」は恋歌にうたわれる男子の自称ま
た女子が恋人を呼ぶ呼称である。「良」と、同じく恋歌に出る女子の自称また男子が恋人
を呼ぶ呼称の「妮」（ニ、nil）は対称語である。この祝日は苗族の若者しか体験できない、
配偶者を選び、恋愛をする独特のものである。開催する時期も村によって異なる。双井や
六合などでは 2月 15・16日、老屯と馬号などは 3月 14・15日に開催する。これに先立っ
て、家々は食事を用意する。山の植物を採ってきて、それをもち米といっしょに水に浸し、
蒸しあげると、黒くなる。施洞では、「姉妹花」という細い花と色々の染料でもち米を蒸
す。米は赤、紫、緑、黒、黄などの色になり、「姉妹飯」と呼ばれる。祝日の期間、女子
たちは卵、肉、酒、魚、姉妹飯などを用意し、男子たちを招待する。昼は、蘆笙を吹き、
鼓を打つ。夜は、酒を飲み、歌を歌い、深夜になると、游方をし、懸け歌をする。懸け歌
をするとき、男子は女子に「姉妹飯」を求める。知り合いかどうかを問わず、女子たちは
気前よく贈る。贈る飯には女子の心が暗示されている。もし姉妹飯に松葉が隠れていれば、
刺繍の糸か針で返礼してほしいの意となる。もしご飯の箱に竹の鈎を掛ければ、傘をお返
ししてほしいの意となり、その数は鈎の数と同じでなければならない。もし二つの鈎がつ
ながっていれば、たびたび会いに来てほしいの意味となる。もし、箱に何か生きものが掛
かっていれば、それは、後日、女子たちの祝日会食のために生きている豚を届けてほしい
をあらわしている。もしチャンチンの芽あるいは香菜を懸ければ、早くお嫁にしてほしい
という意味になる。もし綿花であれば、懐かしいという意味である。唐辛子やニンニクが
隠れていれば、交際を断つという意味となる。祝日は三日間つづき、その間、鼓を打ち、
蘆笙を吹き、闘牛、競馬、闘鶏などがおこなわれる。 
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写真 3 2014年 3月姉妹節期間中の闘牛 
（筆者撮影） 
敬牛節 
苗語で「魯嘎廖」「ルガリョウ」（Nongx Gad Liod）という。毎年旧歴 4月 8日、施洞と
川沿い地域の村では、家々は山に入って「棟嘎亮」「ドンガリン」の若葉を摘み取り、こ
れでもち米を炊く。これを「嘎亮」「ガリン」（Gad niangd）と呼ぶ。祝日の朝、酒と肉を
牛小屋まで運び、「嘎亮」と肉を少し揉んで、牛に食べさせる。また、酒で牛の鼻を濡ら
して、牛が家の生産のためによく働いたことに感謝する。それから、十分な青草をやって、
牛の腹を満たす。そのあと、家に戻って、酒を飲み、肉を食べ、みんなで「嘎亮」を食べ
て牛に敬意を表わす。 
 
食新節 
旧暦六、七、八の三か月の間に祝う。畑に植えた粟の穂を摘み取って古米と一緒に蒸し
て食べる。新穂を食べることで豊作を祈る意味がある52。たいていの村は六月最初の卯日
にこれをおこなう。苗語で「魯莫」「ルモ」（Nongx Mol）と呼ぶ。調査地清水江流域の一
部の苗族（双井平寨）では、旧暦 7月中旬の巳日におこない、その時、すべての家は畑か
ら五本の粟穂を抜いて帰り、家に供えて祭る。飯を食べるときに、この粟穂を全員で分け
て食べる。新しい飯を食べることから、この祝日を「食新節」という。地域によって祝う
月日は異なるが、食物は同じである。この日は、茶褐色の餅、酒、魚、ニワトリ、アヒル
などを用意し、婚出した娘も実家に帰って親兄弟を訪ねる。この祭りのあいだ、規模の異
なる闘牛、鼓打、蘆笙吹き、また游方などがおこなわれる。排羊、革一、台盤という村で
は、結婚できる村どうしの男女がグループを作って山に登る。 
 
 
                                                   
52 熊克武（2010）、『台江苗族歴史與文化』。北京：中国文化出版社、p.84。 
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苗年 
苗年は、祖先を祭り豊作を祝う新年祭である。たいていの村は苗年を旧暦の 10月か 11
月の子、丑、卯、辰の日におこなう。例えば、老屯は 11月の 2 番目の辰の日、長灘、白
土、良田、黄泡、掌壁など 10 余りの村は 11 月 11・12 日である53。また六合郷の平扒村
は臘月（旧暦 12 月）の最初の子の日としている。苗年はまた「祖宗年」と呼ばれる54。
一般的に三日間から五日間の娯楽がおこなわれる。しかし、清の乾隆の頃から、漢民族の
影響を受け、施洞は苗年を止め、漢族式に春節しか祝わない55。苗年を祝う村では、祝日
前の 3日間か 5日間、もちを搗き、米酒をつくり、子供のために新しい服を作る。結婚し
た娘はプレゼントを用意し、実家に帰って年を祝う。当日、鶏や鴨を殺し、魚を捕る。豚
を殺す家もある。新年の料理は豪勢で、家族集まって会食をする。この時、闘牛、鼓打ち
などを行う地域もある。さらに、この吉日のうちに、結婚をする人もいる。 
 
春節・元宵節 
苗語で「魯仰丢」「ルヤンヂウ」（Nongx niangx diel）と呼び、客家年を祝うという意
味である。苗族古老の話によると、苗族が客家年を祝うことを始めたのは約 100 年前で、
清の末、民国初期である。特に新中国が成立してから（1949年）、だんだん盛んになった。
遠い地の村々は、漢族と雑居していなかったため、春節は祝わない。例えば、翁脚、方白、
交下の高坡苗である。また、春節も苗年も祝う村もある。例えば、老屯、排羊、革一など
である。春節を祝う、よりにぎやかな地は台拱（県内）および施洞、老屯、双井、馬号、
六合などで、これらは清水江に沿って居住し、漢族と接して、交流が頻繁であった村であ
る。これら地域の苗族は、客家年を完全に漢族から学んでいる。春節の儀式、例えば、対
句を貼ること、15日に龍灯で遊び、獅子舞をすることも、この祝日におこなう。 
祝日に用意する料理は極めて豊かである｡酒造、餅搗、豚を殺して肉を塩漬けにし、鶏
や鴨を調理することのほか、冷凍魚や魚の塩漬けも用意する。新年 1日の朝、各家は競っ
て最初の水を汲もうとする。それは清らかな水が家にもたらされることで、その年が、何
事も思いどおりになるという意がある。新年の 2日から 8日まで、婿は、餅と塩漬け肉を
持って妻の実家を訪ね、年始のあいさつをする。未婚の男女は盛装に着替えて、游方56に
参加する。祝日の間、家々は実家に戻った女性や訪ねてきた友人を歓待する。酒宴は毎日
行われるが、一般的に 6日か 8 日までには終わる。正月 15 日の元宵節の時は、県内およ
び施洞地区の苗族と漢族はともに龍灯を楽しみ、獅子舞をする。遠近の苗族の村々からも、
たくさんの観覧者が訪れる。 
 
 
                                                   
53 台江県地方誌編集委員会（1994）、『台江県誌』。貴州：貴州人民出版社、p.102。 
54 貴州省施秉県地方誌編集委員会（1997）、『施秉県誌』。北京：方誌出版社、p.184-185。 
55 台江県地方誌編集委員会（1994）、『台江県誌』。貴州：貴州人民出版社、p.102。 
56 游方は、貴州東部の苗族村であるいは村々の間で、男女が恋愛を楽しむ風俗である。それはまだ社会
に「老人」（naik lok、一人前）と認められていない男女が、普通の夜また儀式を行うお昼に、社会的に
許された空間で（例えば、夜に村内のある家のそば、祝日の昼に村の周辺の小山など）互いに告白し、
世間話をし、気持ちを訴え、一問一答形式で歌い、心を通わせる習慣である。 
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祭祖節 
祭祖節は「鼓藏節」ともいい、苗族のもっとも盛大な式典である。この祝日は苗語で「農
江紐」「ノンジャンニュウ」（nongx jangd niel）、あるいは「農富納」「ノンフナ」（nongx 
hfuk nes）と呼ぶ。「江紐」「ジャンニュウ」は氏族社会組織の一種で、「鼓社」である。
祭祖節は、一般的に同族の一つの村、またいくつかの村が連合して 12 年ごとにおこなわ
れる。施秉県六合郷上中下の三つの村（料洞）では祭鼓節とも呼び、13 年ごとに寅年 10
月 10日に祝う。公平で人望がある古老を選び、「鼓頭」とする。彼は、鼓の代々の伝承お
よび祭事の主宰を担当する。祭祖節で用いる太鼓には 3種類がある。楓の木で作った太鼓
で、片面太鼓の「単鼓」と、両面太鼓の「双鼓」、それに銅で作った銅鼓である。 
楓からつくる鼓は、これを創る決められた場所である鼓窟でつくられ、楓の樹の幹をく
りぬき、牛皮を張ってつくる。単鼓は長さ約 1．8メートル、直径約 70センチで、普段は
太陽が当たらない洞窟にしまう。「双鼓」は、大きさが直径 50㎝、厚み 30㎝ほどで、、鼓
主の家に保管される。 
祭祖祭の規模には大小があり、また、儀式は黒と白に分けられる。「黑ジャンニュウ」
儀式は、水牛を殺し、また祖先を祭るのに龍を利用し、多くの厳しい規則・戒律・儀式を
伴い、「単鼓」と「双鼓」を使う。「白ジャンニュウ」は銅鼓を使い、儀式もより簡単で、
水牛でなく豚を殺す。四年を必要とする。 
鼓を祭る最初の三年間の子の年に、龍を迎え、現鼓主が鼓を打ち、新鼓主が選ばれると、
双鼓と単鼓を迎える。単鼓迎えは二回に分けられ、一回目は最初の年の 10 月の子の日の
午後、二回目は翌年（丑年）の 10 月子の日の午後である。三年目の寅年には、牛を選ん
で殺し、単鼓を作り、祖先を祭るなどをおこなう。その年が祭祖節である。祭りは盛大で、
祖先を祭る儀式、鼓打ち、蘆笙吹きなどのほか、若者は游方をする。客人は村のそれぞれ
の家に誘われ、賑やかな三日間をすごす。翌卯の年は旧暦 10 月に豚を殺して祖を祭る。
この豚供犠は牛供犠と同様であるが、執り行う場所が二番目の「鼓主」の家に変わる。供
犠を始める夜あけに、それぞれの家は祖先を祭ってから 5人の鼓主の家を順に訪ね、そこ
で酒を飲み、肉を食べる。最初に訪ねるのは「嘎雄」（ガション Ghab Xongt）の家である。
最後は、鼓を送る儀式であり、真夜中に、双鼓保管を志願した人の家に行き、次に単鼓を
石窟に送る。鼓を石窟に送った後、全族の人がそれぞれの鼓主に呼ばれ、最後の会食をす
る。祝日の全体はこれをもって完了する。 
祖祭を主宰する主なる人物は 5人である。毎回交替し、重任しない。祖祭が完了すると、
すぐに次の鼓主を選び、次期の準備にとりかかる。鼓主になる条件は、既婚男子、中流程
度に富んでいて、人格が正直で温厚、誠実であることである。鼓主に選ばれるのは光栄な
ことであり、またそれは荘厳な職務でもある。第一の鼓主に選ばれると、一族の老若男女
は彼の家に来て、葦笛を吹いて祝う。鼓主は一旦選出されると、彼の一族全体に目くばせ
しなければならない。社会道徳、榔の規定、治安防衛などである。それぞれの鼓主には呼
称と役割の違いがある。第一鼓主は「該紐」（ゲニュウ Ghab Niel）あるいは「嘎桑」（ガ
サン Ghab Hsangb）と呼ばれ、鼓祭節のリーダーである第二鼓主は「嘎雄」（ガション Ghab 
Xongt）と呼ばれ、「ゲニュウ」の補佐役である。第三鼓主は「嘎套」（ガトウ Ghab Hlaod）
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と称し、命令の伝達が役目である。 第四鼓主は「鼎往」（ヂンワン Dinx Wangx）とよば
れ、祝日期間は第一鼓主に仕える。第五鼓主は「鼎播」（ヂンボ Dinx Bod）といい、第二
鼓主に仕えるのが仕事である。これ以外に、四人がいて、それぞれ第一鼓主の姉妹の夫「嘎
勇」（ガヨン Ghab LiongX）、葦笛を吹いて道を開く「嘎耶」（ガイェ Ghab veb）、テーブル
と腰掛けを設置する「嘎当」（ガダン Ghab Dangk）、そして「玉の碗」を保管する「嘎仰」
「ガヤン」（Ghab Hniangt）である。最後に、各種の儀式儀礼に精通したさらに四人の「礼
師」（苗語で「坝罗」バロウ Bad Hliod）がいる。彼等は、専門的な礼楽を担当し神聖歌
を歌う。 
祭祖節には苗族の人生価値観がうまくあらわれている。祖先を慕い、古老を尊び、子を
愛し、人と仲良く付き合い、勤勉に働き、富裕であり、無事で健康であることなどである。
祭りの全体は、自然への畏怖と祖先への敬愛がこれを支えているといえる。祭りに現れた
厳格な役割分担は、今日に継承される苗族の社会形態を反映し、施洞一帯で行なわれる龍
船競渡と密接に関連している。祭祖節の理解は、清水江流域龍船競渡研究に対して重要な
意義を持つ。 
 
表 6 調査地苗族の主要祝日一覧 
日程（農歴） 名称 開催場所 内容 
二月二日 敬橋節 各村（寨） 
橋を祭る、蘆笙、
闘牛 
    
二月十五・十六日 
姉妹節 
双井、六合、平兆 姉妹飯を食べる、
鼓打ち、游方、姉妹
飯を求める 
三月十五～十七日 施洞、老屯、馬号 
 
四月八日 
 
敬牛節 
 
施洞 
 
牛を祭り、黒もち
飯を食べる 
    
五月五日、五月二十
四～二十七日 
清水江龍船節、苗族
独木龍舟節 
施洞（五月五日平
兆）、老屯、双井、馬
号、六合 
龍船競漕、市場、
游方、鼓打ち、闘牛、
闘鶏、ボールゲーム
（中華人民共和国成
立後に加わる） 
 
七月中旬の巳日 
 
食新節 
 
双井平寨 
 
蘆笙、游方、闘牛 
 
十一月二番目の辰日 
 
苗年 
 
老屯、六合 
 
鼓打ち、闘牛、結
婚式 
 春節 沿岸各寨（村） 鼓打ち、龍灯踊り 
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十二月三十日から正
月十五日まで 
正月十五日 元宵節 施洞 
舞龍嘘花（花火と
組み合わせた龍舞） 
十三年ごとに開催 
祭祖節（祭鼓節、鼓
藏節、鼓社節） 
六合、老屯 
祖先への牛や豚の
供犠、闘牛、鼓打ち、
蘆笙 
出典：熊克武（2010）、『台江苗族歴史文化』。北京：中国文化出版社、p.87。から一部分
引用、筆者作成。 
 
5.風俗習慣 
風俗習慣は、一般に、人々が長い生活史の中で構築してきた行為規範である。この意味
において風俗習慣は相対的な安定性を持つが、他方で、経済的環境、政治的環境、自然的
環境の変化に伴って変化する。しかし、開発に未着手の少数民族においては、伝統的形式
の風俗習慣が比較的によく保存されている。 
 
①生産習俗 
農耕習俗 
調査地の苗族は主に水稲を植え、また畑にアワ、トウモロコシ、麦類、ダイズ、サツマ
イモ、じゃがいもなどの食用作物と麻類、タバコの葉、落花生、綿花、小松菜、野菜など
の換金作物を栽培する。 
動土：「起活路」とも呼ばれる相当に厳しい習慣である。春節から正月十五日までの間、
日常生活に必要な、例えば柴や草を刈るなどを除いて、鍬で土を掘ること、糞を坂に運ぶ
こと、糸を紡いで布を織ることは禁止される。しかし、ここ数十年、その拘束は少し緩ん
できて、農作業の開始は、春節の後、正月七日を過ぎてなら可能となった。農作業に先立
ち、それぞれの村は「活路頭」57がまず先に「動土」する。彼は、一般的に、「子」「丑」
あるいは「未」などの吉日を待ち、明け方に鍬やまぐわを持参し、自家の田あるいは畑に
入り、焼香して紙のお金を焼き、東を拝し、鍬で東を三度掘り、何本かのチガヤを東に傾
くように差し込み、呪文を唱え、この年、気候が順調で作物がよく育つよう、人と家畜が
何事もなく健康であるよう、祈る。その後、儀礼的に土を掘り、あるいは少し畦を整える
と、家に戻り、それぞれの家に農事開始を伝える。村の代表者による予祝儀礼である。 
開秧門：「活路頭」が吉日を選んで、予祝的田植えとして、最初の苗を田に差し込むこ
とを「開秧門」と呼ぶ。この時、「活路頭」は煮た鶏、線香、紙のお金、酒、もちご飯と
股のある五倍子木の枝を持ち、夜明けに自分の田に行って茅を植える。途中で誰か、特に
女性にみられることを忌む。もし人にあったら、、挨拶も話もしてはならない。まず、五
倍子木の枝と何本の茅を田の中を差し込み、線香と紙のお金を焼いて念誦する。これが終
                                                   
57 皆から推薦された農事を主宰する成年男子が「活路頭」と呼ばれる。 
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わると家にもどり、人々に田植えの開始を宣言する。 
畑祭り：農耕に従事する人々にとって、畑と収穫との関係は特に気になるところである。
調査地苗族では、苗年を祝うとき、人だけでなく畑も祝う。一部の地域には畑を祭る習慣
がまだ残っている。旧暦 10 月、苗年を祝う当日の朝、それぞれの家は男子一人が三束の
チガヤと牛糞を持ち、畑に入って祭る。苗語で「起里」といい、畑もいい食事を楽しみ、
豊年を祝う意味である。彼らは、畑を祭ってから田を耕すことができると言い、それが豊
かな収穫を保証するという。畑が良くなければ、畑も田も不作になる可能性があるという。 
 
写真 4 施洞街辺の稲田と苗族高床楼 
（筆者撮影） 
 
漁狩習俗 
漁獲り：苗族は古くから漁業に従事してきた。田で魚を飼うのである。また、川沿いの
一部の村では、よく農閑期に川に入って海老や魚を捕る。方法は多くあり、伝統的なのは
網漁、釣り、手つかみ、石を積み上げるせき止めなどである。また薬を使うこともある。
薬の材料は、化香木の葉、辛蓼木の葉、茶油枯、石灰、サツマイモの種などであり、それ
らを細かくつき砕いた後に水に入れると、魚は麻痺し水面に浮き、簡単に捕らえられる。
魚の他に、イナゴ、タニシ、カラス貝、蟹、カエル、タウナギ、ドジョウ、オタマジャク
シなども捕らえる。 
狩：狩は一般的に田植えか収穫の後、つまり農閑期か、あるいは大雪の冬である。方法
は、銃猟、弓矢猟、猟犬猟、また石や棍棒猟、落とし穴などがある。獲物はいのしし、山
羊、のらネコ、野兎、狸、マーモット、針鼠、センザンコウ、ムササビ、竹鼬など、また
かつては熊、虎、豹、狼などの大型獣もいた。狩の人数は獲物の大きさによって決められ、
少ない場合は一人、多い場合は十数人でおこなう。大型獣を獲る時は、何十人ないし村の
成年男子全員が参加することがある。 
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鳥獲り：鳥の捕獲も農閑期の重要な活動である。伝統的方法は、鳥套、網猟、竹挟み、
銃猟、薬などである。対象は渡り鳥、画眉鳥（Garrulax canorus）、黄豆雀、野鶏、キジ
バト、キンケイなどである。一般的に、季節や鳥の習性に基づき、捕らえ方を選ぶ。特に、
群居している時間を選ぶのは最も適切とされる。 
養殖と採集 
養殖：苗族は農耕牛や豚を飼い、これが主な収入源の一つになっている。その他、馬、
羊、家禽、ミツバチ、魚（田の中で）なども飼う。家蚕の飼育も古い時代まで遡ることが
でき、多くの村は桑の木を植えている。養蚕はすべて女性が担当する。たいていは自家用
であり、販売はきわめて少ない。 
採集：主に少女と女性が担当し、副食や飼料などにする。蕨菜、蕨の根、苦いチンゲン
サイ、セロリ、竹の子、スベリヒユ、ドクダミ、ユリ、栗、ヤマモモの実、キウイ、胡桃、
五倍子などが主なものである。 
 
②生活習俗    
住居 
村と家屋：苗族の村は一般的に十数家族あるいは百を超える同族の家族から成る。彼ら
は「一族を集めて住む」ことを大事にし、村の中の人は一門同族の大家族であるのが原則
である。例えば施洞鎮芳寨は劉、揚家寨は楊の一族である。しかし、平兆や勝秉など、漢
族が混住する村もある。 
 苗族の村は一般的に山と水に近い場所に建てられる。彼らは村に楓の木を植えること
を好み、村の周囲を緑で囲み、木の下には通行人のため、あるいは若者の游方のために、
よく木のベンチを設けている58。住宅は主に、平屋と高床式の二つがある。材料は、現地
に豊富な杉あるいは松を使うのが一般的である。柱と柱はすべて孟宗竹の籤で結ばれる。
壁板はすべて縦にして使う。屋根はふつう中国式の瓦か杉皮でふくが、チガヤを使うこと
もある。屋根は傾斜をもつ。ここ数十年の近代化につれて、国道沿線では現代風の煉瓦木
造構造の家屋が増えた。 
建築：家を建てる朝、家主は五椀の酒と十尾の鯉（五尾は調理済み、五尾は生）と白い
鶏を準備する。主賓は二三人の人と協力して梁の両端を持ち上げ、架けてから、親戚友人
でお祝いをする祭師が龍を招く儀礼をとりおこなうが、これを苗語で「祭嘎哈」（Dit GHab 
Vab）と呼ぶ。終わると、家の柱を立て、そこに梁を置く時、家主は用意した赤い鶏を大
工に渡す。大工は小刀で鶏冠を切り、その血で梁と大工道具を濡らし、ニワトリを梁の中
ほどに懸ける。近親者は豚あるいは鶏、酒を贈る。ほかの者はお金でも品物でもなんでも
よい。客が来ると、必ず爆竹を鳴らす。主人家は酒宴を準備し、もてなす。 
引っ越し： 新居に入る時は、吉日を選んで「引っ越し儀式」を行なう。引っ越しは、
夜明けに行う。主人は先ず前の家に行き、その囲炉裏の灰を新居の囲炉裏に入れ、火をつ
ける。これは、囲炉裏を引き継ぐ意味である。また、神棚の線香の灰を移し、あるいは線
香に火をつけて新居まで持って来ることもある。新居に入る時は他人に出会うことを避け
                                                   
58 台江県地方誌編集委員会（1994）、『台江県誌』。貴州：貴州人民出版社、p.95。 
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る。もし他人に出会っても挨拶せず、他人から何か聞かれても答えない。そうしなければ
不吉を招くと考えられている。母方の叔父に「祭火坑」をしてもらうこともある。苗語で
「Tait Ghab Jib Dul」と言う。叔父は雄鶏あるいは雄鴨と酒を持参する。囲炉裏を取り
つけると、まず叔父が火をつけ、その後で主人が火をつける。この時、火が強くなると、
叔父はほんの少しばかりの水をかまどにふりかける。これは、平安を祝うという意味であ
る。引っ越し当日、主人は鶏と鴨を殺し、もちご飯を炊いて祖先に供える。これが済むと、
新居に客を招き、宴会となる。 
日常生活：苗族の日常生活は建築構造とかかわっている。南向きの部屋は他の部屋より
広くとってあり、一般的に前後二つの空間に分ける。前の空間はより広く、ここを中心と
する。一家が飲食し、暖を取り、接客する場である。囲炉裏には鉄の三脚五徳を置き、種
火は年中絶やさず、囲炉裏の上には棚あるいは鉤を掛け、食べものなどを置く。部屋の左
にある柱の足下には水牛の角を置いて祀る。また、柱に一本の笹を立てて「長持ちの木」
とする人もいる。漢民族の文化の影響を受けた一部の苗族は先祖の位牌と神棚とを並べて
祀るが、大部分の苗族は神棚を設けない。先祖を祭る時は、数滴の酒を注ぎ、少しの肉を
囲炉裏または門外に置く。中心部屋の後ろにある小部屋は専ら男性老人に当てられ、結婚
した息子や嫁が住むことを許さない。中心部屋の左と右にある部屋も前後に分けられ、左
の前の部屋は息子の寝室あるいは客室、後の部屋は両親の寝室あるいは囲炉裏部屋とする。
豚小屋と牛小屋、それにトイレは家のそば、あるいは家の近くにある。 
 
 
図 12 苗族の吊脚楼と日常風景 
出典：李徳龍（2008）、『黔南苗蛮図説』。北京：中央民族大学出版社、p.169。 
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食 
主な食品：清水江流域の苗族は稲作民であり、籼米ともち米を主食にする。米の調理に
は、蒸すと煮るの二種類がある。その他、トウモロコシ、小麦、豆類、ジャガイモ、サツ
マイモ、高粱、ヒエなどの雑穀もあり、副食は肉、野菜などである。家で食事する場合、
一般的に、卓あるいは囲炉裏を囲ん座り、朝、昼、晩と三度の食事をする。 
好きな食品：苗族はもち米で作られた食物や、酸っぱく辛い物を好み、またよく酒を飲
む。もち米の食物を貴重とし、冠婚葬祭や家屋を造るなど特別の時には、もち飯は親戚友
人を招待する不可欠な食品である。特に結婚式、旧暦二月十五日と三月十五日の「姉妹節」、
および五月の龍舟祭などの祝日にはよく使用される。餅、ちまき、色のついたおにぎりな
ど、多様である。これは、この地の苗族が歴史的にもち稲を特に多く栽培してきたことと
関連するであろう。清代乾隆年間の『鎭遠府志』は、清の苗彊開拓以前の苗族は多くモチ
稲を植えたが生産量は少なく、刈り取りも煩雑であったため、乾隆年間に、他の地域から
籼米種を導入し、容山、老屯などの河谷地に植え、徐々に耕地を広げていったと語る。ハ
クサイ漬けは、一年を通して食べている。特に農繁期と熱い夏には、渇きをいやして食欲
をそそる。苗族の食事は辛い物を必ず備える。湿度が高い環境と関係があるかもしれない。
また、もち米で酒を造るのを好む。老若男女を問わず、よく飲酒する。種類は、自家醸造
米酒、漬け酒、甘酒、焼酎などがある。新年や節句は、酒がなければ喜ばれない。新婦を
迎える時や友を送る時には、酒を贈るの礼儀である。 
特産食品：酸っぱい魚スープ、魚の塩漬け、ニワトリ粥、冷凍魚、辛い餅、ハクサイ漬
けなどがある。 
酸っぱい魚スープ：酸っぱいスープで鮮魚を煮る。白菜、チンゲンサイ、韮、魚香菜、
豆腐などを入れる。十分に煮ると、魚を取り出して皿に置き、ピーマン、唐辛子、ねぎ、
山椒の粉などをかけて、食べる。酸っぱいスープで煮たため、生臭さが消える。スープも
美味。 
魚の塩漬け：魚の塩漬けは、清水江と巴拉河流域一帯に住む苗族の最も代表的な料理の
一つである。鮮魚を洗い、内臓を取り出し、食塩、唐辛子の粉、山椒の粉などをまぶして
から漬け込み、その後、半ば乾燥するまで焼き、酒粕あるいはもち米粉に混ぜ、容器に入
れて密封する。食べる時は、魚を取り出し、油で調理し、あるいは煮て食べる。酸味、甘
味、辛味が備わっている。     
ニワトリ粥：ニワトリから内臓を取り出して洗い、250グラムの籼米あるいは少量のも
ち米と煮る。十分煮ると、鶏肉を取り出し、食べる。粥は甘美である。  
冷凍魚：冬に鮮魚と野菜、ダイズなどを釜で煮る。煮上がると、大きな碗に入れ、適量
の食塩、唐辛子、山椒の粉を混ぜる。翌日、これを冷凍させて食す。 
辛い餅：トウガラシをまぜた餅。 
ハクサイ漬け：次主要材料のササゲ、大根、チンゲンサイの葉、キャベツなどを洗い、
陶器の容器に入れて、四、五日経てば食べられる。 
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写真 5 酸っぱい魚スープ（筆者撮影） 
 
写真 6 魚の塩漬け（筆者撮影） 
服装 
施洞鎮を中心に、清水江に面した施秉県の平寨から料洞、また巴拉河口から老屯長灘ま
での、毎年龍舟競漕を行い、また互いに姻戚関係を持ち、頻繁に往来する両岸苗族は、全
て同じ服を着る。この服を「清水江型施洞式服飾」と呼ぶことにする。地元（苗語中部方
言北部土語の施洞語を話す）では「方南型」（ファンナン Wangb Fangb Nangl。）とも呼ば
れる。この服を着る地域は調査地範囲内の台江県施洞、老屯、四新、平兆、施秉県馬号、
六合、双井、それに調査地外の台江県良郷、五河、宝貴、垻場、黄平県山凱などに広がっ
ている。 
「ファンナン」服は、男の盛装から日常服まで、老若を問わず、基本的に同じで、「上
服と下ズボン」の組み合わせである。盛装の場合、腰に幅二寸の絹糸で織った帯を締め、
そこに銀の飾りをつける。帯の両端には長さ半尺の房があり、腰の右側から垂らす。7～
80 歳以上の男は、盛装として、さらに中国式上着を上に着る。幼児は、刺繍を施した犬
頭帽子（獅子頭帽子）を被り、子犬靴を履く。犬頭帽子には銀の丸い飾り物や銀製菩薩像
がついている。若い男は一般的に新式の髪形をし、老人は剃髪して、青色のハンカチで頭
を包む。夏は草履あるいはサンダル、冬は靴を履く。 
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写真 7 「ファンナン」成年男子の盛装（筆者撮影） 
 
 
写真 8 「ファンナン」男子盛装の銀飾りした腰帯（筆者撮影） 
 
写真 9 「ファンナン」成年男子の銀の衣隅（筆者撮影） 
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写真 10 男性老人の盛装（筆者撮影） 
 
「ファンナン」の婦人服は日常服と盛装とを問わず、襟が全部右側にある。20 世紀の
初めは「上は服、下はスカート」であったが、その後、「上は服、下はズボン」も着られ
るようになる。頭部は丁髷を束ねて小さい木の櫛を差し込み、カラーフリンジの布でひと
まとめに包む。59盛装時は、きれいに刺繍を施した服、黒いプリーツスカート、刺繍のあ
るスリッパか布靴、それに頭、項、耳、胸、腹、手などに銀のアクセサリーを用いる。刺
繍の模様は、苗族の古歌唱や伝承の物語からとられる。20 世紀末期には、婚姻範囲拡大
の影響から、赤いストライプをスカートの裾に飾るプリーツスカートが苗族に流行った。
中高年女性の盛装は、黒ズボンか黒プリーツスカートに、前後に刺繍のあるエプロンを配
したもので、エプロンの刺繍は稠密である。若い女性は鮮やかな赤、中年女性は紫、老齢
女性は紺を基調にする。刺繍のあるスリッパは主に青年女子の盛装に合わせるものであり、
結婚後、女子は皆黒い布靴を履く60。シルバーアクセサリーは正装の重要な構成部分であ
り、盛装の標識でもある。青年女子の盛装には、シルバーアクセサリーが百個以上付き、
重さは二、三十斤に達する。髪飾りも比較的に充実し、銀の花、銀の鳥、銀カマキリ、銀
の蝶、銀の角、銀の櫛などがある。少女のシルバーアクセサリーは多くて重い方が美しい
とされ、顔の半分を隠すほどである。年をとるにつれて、盛装のシルバーアクセサリーは
しだいに減少する。 
 
 
                                                   
59 熊克武（2010）、『台江苗族歴史與文化』。北京：中国文化出版社、p.182。 
60 龍済国、潘国藩（2009）、『苗族社会歴史調査（一）』。北京：民族出版社、p.296。 
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写真 11 「ファンナン」女子盛装（筆者撮影） 
 
 
写真 12 「ファンナン」婦人盛装（筆者撮影） 
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図 13 「ファンナン」婦人服の刺繍模様 
 
 
図 14 「ファンナン」婦人服の平面図 
 
 
図 15 「ファンナン」銀ネックレス 
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図 16 「ファンナン」銀の服スライス 
出典：呉仕忠（2000）、『中国苗族服飾図誌』。貴州：貴州人民出版社、p.154ー160. 
 
③出産、恋愛、葬儀 
出産 
苗族社会は血縁関係を基に構成されている。子供を産むこと人口増加にとどまらず、氏
族や集落の強さを予示する。そのため、苗族は出産をきわめて重視する。結婚して長い時
がたっても子がうまれないと、家族はあらゆる方法と薬をもとめ、治療するようつとめる。
さらに、二月二日の敬橋節には、また別に吉日を選んで「橋渡し、腰掛け設し」を行って、
妊娠を祈願する。 
子が生まれると、一般的に、一族の年長者の女性が赤ん坊を取り上げる（今日では病院
に近い苗族では病院で子を産む人もいる）。生まれると、一般的に服を着せず、小さい綿
入れの掛け布団に包む。翌々日の朝、まず一族61の中の年長者の女性が乳児に衣を着せ、
産婦の部屋から抱き出して、家族と親戚に会わせ、そして物に触れさせる。一般的に、男
の子が触るものは文字用紙、鋤馬鍬、なた、鞄など、女の子が触るものは絹糸、刺繍針、
はさみ、竹かごなどである。小さいときから触れておいて、成長後、これらの物を上手に
使えるようにという意味である。次に、子の父と祖父は鶏を殺して祖先を祭り、その後、
親戚友人を招いて歓待し、そして子に名をつける。つづいて、母方の祖父、母の兄弟の家
と親戚に知らせる。生まれて一か月は、家の中に母親専用の腰掛けが用意され、これに母
親以外が座ることはゆるされない。また、この腰掛けをよその家に持ち込んでもならない。
さらにこの期間、母親は隣近所を歩き回ってはいけなく、祭祀あるいは村の娯楽にも参加
しない。破れば不幸がもたらされると信じられている。この間、祖母、母の兄弟の妻、お
ばなどの親戚は、ニワトリ、豚肉、酒などを持って、訪れる。母親への慰問と、父親への
祝賀表明のためである。親戚が来ると、彼はニワトリを殺し酒を準備して丁重にもてなす。
一か月が経つと、吉日を選んで母親と別の何人の女性は子を祖母あるいは決まった親戚の
家へ連れて行き、祖母あるいは親戚の家では饗宴を催す。舅の家や親戚は、一般的に服か
                                                   
61 同じ支系親族の総称である。 
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布あるいはお金を贈る。 
 
恋愛 
游方：「游方」（ユウファン iut fub）は、苗族の若者が異性と交際し、恋愛する伝統的
で一般的な方法である。そのため、ふつう、それぞれの村には若者のための「游方場」と
「游方坂」が設けられている。「游方場」は一般的に村の周りか真ん中にある。「游方坂」
は村の周りの坂に設置される。このような場所には巨木を植え、石の腰掛けあるいは木の
腰掛けなどを設けてある。もし村が一つの氏族から構成されていれば、一つの「游方場」
か「游方坂」を設ける。もし村が複数の氏族によって構成されていれば、氏族の数の分だ
けつくられる。同族婚を避けるためである。苗族社会は、一族の男女は兄弟姉妹であり、
婚姻を結ぶことは倫理違反すると考えるのである。 
游方は昼と夜におこなうが、一般的には農閑期の夜におこなわれる。その時、男たちが
「游方場」から口笛を吹くか、あるいは歌うことで、女子を招く。初めて顔を合わせるの
は、たいてい、集団游方の形においてである。交互に恋歌を歌い、冗談を交わして楽しく
遊ぶ。互いに理解しあうと、二人は別の静かな所に行って、気持ちを打ち明ける。その気
がなければ、断ってかまわない。「游方場」のなかでは乱暴な言動は禁止される。また、
年長者や兄が通りかかれば、正視せず、避けなければならない。昼の「游方」は、ふつう、
祝日などに行われる。例えば、新年、坂会、姉妹節、食新節あるいは龍船競渡などである。
場所は「游方坂」あるいは行事が行われている近くが選ばれる。こうしたときは、若い男
は半月は家に帰らない。お金などは持つ必要がなく、行く先々どこでも女の子が接待する。
游方を通じ、もし二人が意気投合すれば、すぐに腕輪、指輪、帯あるいは他の銀装飾を印
として交換する。そのあとは、それぞれの両親に許可を求め、また婚約する。  
婚姻： 苗族は厳格な婚姻規則を持つ。同一血親（血族）内の通婚は厳禁である。同じ
苗字を持つ人の間は、直系血縁がなければ、結婚できる。見合い婚と恋愛婚がある。見合
い婚は、両親が決めるものとイトコ婚に分かれる。両親が決めるものかイトコ婚かは問わ
ず、結婚の手順は次のようである。結婚の意思表示、婚約、花嫁迎え、里帰り、である。
清水江流域では、双方の家長があらかじめよい日を選び、それぞれ一人の中年女性に 2
市斤の飴を持たせ、男の方はこのほかに三、四市斤の酒といくらかの料理、赤と緑色に染
めたもち飯を用意する。約束した場所で、腰を下ろして酒をすすめあい、もち飯を分けあ
って食べる。その後、家長は互換した飴の袋を開いて、血親の中年女性に家族と隣人に飴
を配るよう依頼する。結婚の日には、花婿の方が血親に歌と口上に上手な人を二人探す。
この二人は両親が健在の壮年男性であり、紅いしるしがついた祝いのあめを持ち、また青
鴨と赤い紙傘を持って花嫁を迎えにいく。花嫁の家に到着すると、饗宴を受ける。その後、
花嫁の親と親戚友人は途中まで見送る。花婿の方は一甑のもち飯を準備して待ち、花嫁の
側はこれを受け取り、帰る。花嫁は、花婿側が用意した数十人の女子にともなわれて、彼
の家に行く。花嫁が家の門の前に来ると、花婿側の主人は香をたき、紙のお金を焼き、爆
竹を鳴らし、祖先を祭ってから、花嫁は魚を少し食べ、米酒を一杯飲み、左足から家に入
る。女子たちの案内で新婚夫婦の部屋に入り、更衣して休む。夜には、大きな青鴨や大き
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な雄鶏を殺し、また、豚肉を用意して親戚友人と隣人を招く。女子たちは花嫁と新婚夫婦
の部屋で食事し、そして泊まる。この日は新郎新婦の同衾が禁じられているのである。翌
日、夜明けに、女子たちは嫁を連れて新しい水を汲みに行く。何人かの息子をもつ女性を
指定し、この女性がひしゃくで花嫁の樽内に水を三回汲み入れる。一回目は「五穀をすく
う」、二回目は「金銀をすくう」、三回目は「子孫をすくう」と唱える。夜になると、村の
青年は新婚夫婦の部屋へ行って、縄状の爆竹を鳴らして祝賀する。その後、家の主人が酒
宴に招く。彼らは、鶏が鳴くまで部屋にいる。嫁が里帰りをする最初の日にも、花婿側は
酒席を設け、親戚友人と隣人を接待する。賓客が呼ばれた時には、お祝いを持ち、花婿側
はこれにお金で返礼する。女の客は手作りの藍色に染めた布を贈る。嫁が里帰りをする時
は、4～5人で送る。里帰りの贈り物は 120斤以上の豚肉、1斗 2升の米、1市斤のタバコ
の葉、2 両の茶葉、半市斤のトウガラシ、1 市斤の食塩であり、さらに親戚友人の贈りも
のへの返礼品を用意する。里帰りの後、一般的には、花嫁は三年たってから、夫の家に住
むことができる。それ以前なら、農繁期あるいは祝日にはたびたび、新郎が新婦を招き、
新婦は新郎の家に十数日滞在する。そのあとは、一定の餅を搗いて実家に持参し戻る。 
この地でもっとも普通なのは恋愛婚である。恋愛婚は、男女が「游方」を通じて結婚相
手を選び、恋愛関係を確認した後、両親、兄、兄嫁に伝える。通常は認めてもらえない場
合はなく、その後、男性の両親（両親のいない場合は兄と兄嫁）が結婚を主導する。全体
の手順は見合い婚と同様である。 
両親が結婚を認めない場合は、それぞれの友人や親族が仲介役となり、両親への説得に
当たる。 
 
葬儀習俗 
苗族は死亡の情況に基づき、これを自然死と異常死に分け、葬儀の仕方を変える。自然
死に対しては、これを重んじて土葬をおこなう。この時は、最期をみとり、通夜、御悔や
み、埋葬、御霊送り、墓参（復山）をするのがふつうである。異常死の場合は、自家に死
体を置くことを忌む。火葬してはじめて埋葬ができ、そして葬式も簡略で、さらに祖先の
肥沃な土地に埋めることを禁止する。また、青壮年が死ぬと、埋葬の地は村から遠く離さ
なければならない。 
 
④信仰と禁忌 
信仰崇拝 
自然物への崇拝：調査地苗族は万物に霊がいると信じ、特に巨木あるいは形状奇異な自
然物に対し崇拝する。夫婦が長い間不妊であるなら、また子供が病気になったら、木の父、
岩の母と呼ぶ巨石、奇岩、古木に物を供える。形の良い木は特に尊敬される。村を保護す
る神木と考えられ、伐採や枝折りも許さない。新年や節句のたびに熱心に祭る。雷が鳴る
と雷神が怒った、また落雷は雷神の罰であると考える。流れ星は火神の訪問で、火災の前
兆である。強風は風神の降臨で、よけなければならない。日食や月食は天狗が太陽や月を
食べているので、銅鑼と太鼓をたたいて救わなければならない。長い間干魃がつづけば、
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旱神の災いとして、犬を捧げ、銅鑼を撃って雨乞いし、あるいは川の淵を祭る。 
祖先崇拝：現地苗族は人の魂は永久に存在すると考える。祖先は死後、三つの魂を持つ。
一つは墓を守り、一つは戻って祖先と団らんし、一つは家で家族と子孫を守る。祖先への
崇拝は最も重要であり、多くの所に「吃鼓藏」という習俗があって、共同の祖先を祭る。
家族の食事は、少しの食べ物さえあれば、まず炉の周りに酒を滴り、食べ物を少し置かな
ければならない。そうして祖先を祭った後で食事を始める。城外あるいは漢族と雑居して
神棚を設ける村なら、大事な祝祭の時、香をたき、紙銭を焼いて祖先の位牌を祭る。家に
病人が出たり、遠く家を離れたり、またうまくいかないときも、香をたき、紙銭を焼いて
祖先の加護を祈る。 
人工物崇拝：崇拝される人工物には、橋、腰掛け、土地菩薩、井戸などがある。崇拝す
る橋には陽橋と陰橋の二種類がある。陽橋は川に実際にかかるもので、材料は木でも石で
もよい。 橋渡しは、守る対象に応じて、村の橋、氏族の橋、家の橋に分けられる。陽橋
を崇拝する目的は、子孫と家族の繁栄である。陰橋は地下に埋められ、一般的に人に知ら
せない。陰橋を崇拝するのは、富貴や一族に出世者が出ることを祈るためである。陽橋、
陰橋ともに、新しくかけ直す時は、三種の家畜で祭祀する。以後、毎年の旧暦二月二日に
は、これにお供えをする。腰掛けは一般的に山間窪地の道端に設置し、休憩の場となる。
崇拝目的は出産である。旧暦二月二日に祭る。土地菩薩は村境、交差点、山間の窪地、橋
のたもと、あるいは名所に立つ。村の平安と人と家畜の多産祈願である。井戸は、子供の
こと、子供の健やかな成長祈願である。祭祀の日は、同じく旧暦二月二日である。 
神霊崇拝：苗族は万物に神が宿ると信じ、すべての事物の神霊を誠心誠意崇拝する。村
を洗い、道を掘る時は、山の神に祈る。船を出す時、龍舟競渡の時、川などを堰止める時
などは、川の神に祈る。家の柱や梁、太鼓の木、舟造りなどに木を切る時は、木の神を祭
る。戸を立てる時は門神を祭る。家畜小屋を建てる時は小屋の神、土を掘ったり運んだり
するときは、土地の神を祭るのである。 
 
禁忌 
仕事の禁忌：旧正月の元旦から十五日まで仕事はタブー。家で米を碾くこと、糸を紡ぐ
こと、地面を掃くことができない。これを破ると、一年間の雨水が他の土地に出て行って、
干ばつになる。年始に春雷を３回聞くまでは、農作業をすることができない。田植え後に
死体を焼くこと。死体を焼くと、それは農作物を壊すからである。農作業が終わって家に
帰る時に鍬を担ぐのはタブー。まぐわを家の中に置くのもタブー。門の隅あるいは他の場
所に置く。そうなければ、死体を埋める場所を探していると思われる。農耕牛を畑打ちに
使うときに妊婦に出会うこと。妊婦が屋上に上り、瓦などで家を建てるのもタブーである。 
日常生活の禁忌：結婚式や旧正月に不吉な話をすること、釜・椀・鉢・グラスなどを割
ること。屋根に鷹やカラスなどが巣を掛けること。よその家のニワトリや犬が来て、家に
卵や子を産むこと。ニワトリや犬が屋根にのぼること。正月１日に外に水を撒いたり、食
事に椀をたたくこと。子を産んでひと月たたない女が他人の玄関に入り、また他人の分娩
室に入ること。客が家から出る前に地面を掃くこと。蛇が家に入ること。夜に髪をすくこ
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と。家で笠をかぶること。男が女の服を着ること。ご飯や料理などの食べのこしを糞の上
に捨てること。トイレに行くときにホトトギスの鳴き声を聞くこと。家に火事があった時、
村の中を走り回ったり、他人の家に入ること。外出や商売のために家を出る時、初めに出
会うのが女であること。 
婚姻の禁忌：嫁入りあるいは花嫁を迎える時に雨に遭うこと。雨に遭うと、結婚生活で
多く落涙することになるからである。旅の途中で死体や蛇に会うこと。雷を聞くのもタブ
ー。嫁入り中は転倒を避ける。娘の嫁入に際しては、再婚者や寡婦が花嫁を送ったり迎え
たりすることがタブー。「祭鼓藏」の活動を始めて三日たたないうちは、また親が亡くな
って三年がたたないうちは、娘の結婚はタブー。結婚式に際し、男女の子がいない人、両
親を亡くした人、離婚した人などが、傘を持つ役や豚を殺す役など重要な任務につくこと
はタブー。花嫁が花婿の家に着いて甑を持つ儀礼をする前に夫家の甑に触ることもタブー。 
祭礼時の禁忌：橋を祭る時に他人の橋を祭ること。四月八日の敬牛節に、牛を使って農
作業や他の仕事をすること。龍舟競漕節に物を転がすこと、「転覆」などの話をすること。
龍船に女が上がること。出産したばかりの女が龍舟に触れたり、龍飯や龍肉を作ること。
龍舟上の食事に箸を使うこと。 
葬儀の禁忌：葬儀のあいだ屋内で葬式の相談をすること、死体のそばで何か物を食べる
こと。出棺後三日たたないうちに地面を掃くこと。葬式のあった家の者が笙を吹くこと、
また死者に引導を渡す前に服を洗い、お金や財物を他人に与えること。 
家を建てる時の禁忌：梁を上げる時は、主人は根元側、客は梢側を持って上げる。途中
で肩をかえることはタブー。人の交替もタブー。家を建て、あるいはものを作る時、妊婦
がその場に来ることはタブー。怪我して出た血を柱につけることはタブー。古屋を買った
ら、必ず中の梁は取り替えなければならない。 
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第二章 苗族龍舟競漕の概況 
調査地の苗族村では、龍舟競漕は毎年旧暦 5月 24ー27 日の期間に行われる。競漕は、
演劇、演芸、游方、競技などの楽しみごとを伴った、この地域最大のイベントで、苗族の
核心的文化を反映する総合的農耕儀礼活動といえよう。 
彼等の龍舟競漕についての起源伝説、舟の形状と構造、漕ぎ方、儀式などは、他の地域
におこなわれるものと大きく違っている。 
 
第一節 苗族龍舟競漕の歴史と起源伝説 
一、苗族龍舟競漕の歴史 
中国における龍舟競漕は元来揚子江以南の習俗であったことが知られている。もちろん、
その起源の時と場所については、まだ意見の一致を見ないが、これが古くは楚62と深くか
かわる習俗であったことは多くの研究者が認めているところである。  
注目されるのは、12世紀の南宋の朱輔が書いた『渓蛮叢笑』に、渓蛮の地63の苗族に龍
船競漕が盛況する旨の記述があることである64。渓蛮の地は今日の湖南省あるいは貴州省
に相当し、これが本研究が扱う清水江流域苗族の龍舟競漕であるかは議論の余地があるが、
起源の可能性は 12世紀までさかのぼるといえる。また明の楊嗣昌の『武陵競渡略』は「競
漕は屈原を記念し、沅湘に始まる」と記すが、清水江の下流は沅江であり、最後に、屈原
が入水した洞庭湖へ注ぐ。そこはまさに楚の国であった。楚は、その後、中国の諸民族と
融合し発展するが、西部の武陵山脈の一帯には武陵蛮あるいは五渓蛮と呼ばれる古い生活
様式を保存する人々がくらしていた。彼らは、その後、南へ移動するが、その移動の主要
経路は清水江、湘、沅など貴州東部と湖南湘西をめぐっている（図 17）。 
 
                                                   
62 楚国、また荊、荊楚、楚荊と称される。商の後期～春秋戦国時代の一つの諸侯の国である。紀元前 223
年に秦のために滅んだ。全盛時の管轄地域は大体今日の湖北、安徽、河南、湖南、浙江、上海、江蘇、
江西、重慶、貴州、山東、広東の一部に及んだ。 
63 『後漢書』巻八六、列伝第七六によると、南蛮伝に記載された所謂「渓蛮」は「五渓蛮」あるいは「武
陵蛮」とも呼ばれた。後漢から宋まで、今の湘西及び黔、川、鄂三省の境、沅水の上流に分布する若干
の少数民族の総称である。その分布は沅水の流域にあって、つまり今の清水江流域とその下流地域を含
む。 
64 南宋、朱輔の『渓蛮叢笑』：「一隻の船：蛮地は楠木が多い。その中の大きなものを選んで船を作る。
大十五：蛮郷は端午の節句を一番重視している。生苗であろうと、熟苗であろうと、みんな競漕を見に
行く。三日間の後帰って、十六日にもう一度出て、これは大十五と言う。〈 〉[船]五つの色に分けられ、
黒の船の神はさらに凶悪である。来るには必ず風雨がある。一ヶ月前、全ての舟は進水し、男女はいっ
しょにいられない。屈原を記念するのはまさに楚の風俗である。富貴坊：競漕は予定の四月八日に舟を
進水し、河岸で酒盛りをし、船頭はそれぞれ彼の客を招いて、盛大なもてなしをして酒肴を食べて、互
いに誇張して、あるいはただ自分で酌をして、たくさんの食物を並んで、みんなは次々と見にくる。一
年の盛んなこと、故に富貴坊と称する。」 
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図 17 清水江は雲貴高原に源を発し、流れて沅江となり、遂には洞庭湖へ注ぐ 
出典：君島久子（1980）龍船競渡考―「武陵競渡略」を中心として―．『東南アジア·イン
ドの社會と文化(上)』，pp.461. から一部分引用。筆者による作成 
 
人類学者のボークレールは、今日の施洞地域清水江沿岸に住んでいる苗族は「彼らの伝
承によれば 500 年ほど前に湖南省から移動してきた。・・・旧暦 5月の競漕はもともと彼
らの古い習慣であったかも知れないし、あるいは彼らが湖南省にいた時に漢民族から受け
入れたものかもしれない」65と述べている。実際、ボークレールの著書に出る明の『鎮遠
州誌』（写本）には、遅くとも明朝正統年間（今から 600 年ごろ）に施洞の地の龍舟競漕
が記されている。 
龍舟競漕が旧暦 5月 5日におこなわれることについて、これまでの研究は、この時期が
田に稲を植えた後の、稲の生育に必要な水を水神の龍に願う稲作上の節目にあたることを
重視している66。調査地苗族の龍舟競漕も、この例に属している。 
 
二、苗族龍舟競漕の起源伝説 
今日の苗族が持つ龍舟競漕起源伝説には七つの型67があるが、中でも民間に広く流布す
るのは以下の四である68。 
 
                                                   
65 Inez de Beauclair, Ethnic Groups of South China, Tribal Cultures of Southwest China, 1970, p. 
30. 
66 寒川恒夫（1980）p.381-410；文崇一（1961）p.51-124。 
67 鈴木正崇（2012）．『ミャオ族の歴史と文化の動態――中国南部山地民の想象力の変容』．東京：風響社，
p.336-347。 
68 2014年 6月 21日実施の施洞龍舟協会議長劉昌乾とのインタビュー記録。 
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伝説一：「昔、巴拉河の河口に一人の老人が住んでいた。ある日、彼は一人息子を連れて、
河に入って漁をした。突然、空は黒い雲で覆われ、風が吹き荒れ、川の波が大きくなると、
深い淵の中から年老いた龍が飛び出し、息子を龍の洞窟に連れ去った。老人は水に潜って息
子を探したが、既に遅く、龍は死んだ子供を枕にして、ぐっすり眠っていた。老人は怒りに
燃え、息子の復讐を決意した。彼は岸に戻ると、火打ち鎌と火草（Gerbera delavayi）を用
意し、再び龍の洞窟に行き、火を放って龍を焼き殺した。その煙は清水江と巴拉河の上空に
満ちた。続いて、大雨が激しく降った。続けざまに九日九晩、天地はともに暗くなり、鶏は
米をついばまず、牛は草を食べられず、人は働けなかった。誰も何もできなく、困っていた。
その時、一人の女が子供を連れて暗闇の中、川辺で洗濯していた。子供は洗濯棒を使って水
面を漕いで遊んでいたが、思わず『ドンドンタ！ドンドンタ』と叫んだ。こう叫ぶと、雲は
たちまち消え、日はまた明るく輝いた。この夜、古い龍が村人みんなの夢枕に立って、こう
言った。『私は老人の一人息子を殺した、自分も命を落とした。あなたたちの老人と若者は私
に哀れみをかけなさい。杉の木で私の体を造り、清水江と巴拉河に私が生きているように数
日間漕げば、私は雲と雨を盛んにさせて、五穀を豊穣にさせよう』。人々が古龍の言ったよう
にすると、恵みの雨が降った。みんな喜び、そうして龍舟競漕を始めた。」（劉昌乾、2014） 
 
伝説二：「古代の茅坪（台江県施洞の上流 30 メートルに位置する）の清水の川辺に保公と
言う漁夫がいた。彼が一人息子の九保と川で漁をしていると、九保は凶悪な龍に咬み殺され
た。漁夫は息子の仇を討つため、川に潜って凶悪な龍を殺した。すると天地はともに暗くな
った。人々は耕作と生活ができなかった。そうしたなか、一人の女が暗闇の中で子供を連れ
て川辺に洗濯した。子供は洗濯棒を使って水面をかき、苗族の太鼓の拍子をまねて『ドンド
ンタ！ドンドンタ』と叫んだ。すると、雲はたちまち消え、東に朝焼けの光が昇り、真っ赤
な太陽がゆっくりと昇ってきた。間もなく、川に一本の四五丈の長さで、茶碗の口ほどの太
さで、目を閉じて動かない色鮮やかな 1 匹の化物が漂ってきた。みんなが走って行って見る
と、それは焼き殺された凶悪な龍であった。度胸のある人がその肉を切って焼いて食べると、
とてもおいしかった。ほかの人も食べてみたいと思った。勝秉は一番早く発見したので、頭
を切りとった。平寨は龍の首を得た。塘龍は胴体を得た。榕山は腰を得た。施洞芳寨の人は
少し遅かったので、やむなくしっぽを得た。最後に来た楊家寨は龍の腸しかもらえなかった。
その夜、凶悪な龍はみんなの夢枕に立って、私の本当の姿を真似て舟を造り、競漕して私を
祀れば、雲と雨を盛んにして五穀豊穣を守ってやると告げた。人々がそのとおりにすると、
翌年の天候は順調になった。」（劉昌乾、2014） 
 
伝説三：「かつて平寨の池に一本の犀角龍が棲んでいた。ある家に一匹の大きな雄牛がいた。
池に入ると、いつも龍と喧嘩していた。ある日一人の子供が牛の尻尾をつかまえて水底に沈
み、牛が水底でいったい何をするのを見ようとした。しかし、この子は龍に殺された。父は
悲しみ、ある日、牛の尻尾をつかんで池の底に沈むと、龍と牛が喧嘩で疲れたすきを見て、
龍を切り殺した。すると空は黒くなった。その後、龍舟を漕ぐと、空は明るくなった。」（楊
通儒、1962） 
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伝説四：「雨量を統制する金角の古い龍がいて、ある日、鬼谷と出会った。そこで龍は彼に
こう聞いた。『聞くところでは、あなたの計算はすごく正確だ。ちょっと計算してほしい。今
度の雨は、城内それとも城外のどちらが多い』。鬼谷は「城外は三滴の雨、城内はただ一滴の
雨」と答えた。金角古龍がそれを聞くと、玉皇大帝から与えられた任務とぴったりであった。
鬼谷に降参したくないので、龍は、玉皇大帝の命令を変えて、城内に三滴の雨、城外に一滴
の雨を降らせた。その結果、城内は洪水で氾濫して災難になり、城外は雨量が足りず旱魃に
なった。玉皇大帝がこれを知ると、金角古龍を殺すため、天使を派遣した。天使は唐の王宮
に赴いた。唐王は金角古龍を救いたいと思い、ねんごろに天使を接待して酒を飲ませたが、
それでも天使は金角古龍の首を切って殺し、扉の外に首をかけた。そこで、唐王は古龍を記
念するため、そして雨量の順調を願って、龍舟競漕を始めた」（楊通儒、1962） 
 
清水江流域では第一と第二の伝説が最も広くおこなわれ、国家無形文化遺産の登録申請
に際しても、この二つが用いられた。龍舟競漕が国家無形文化遺産に選ばれると、この二
つの伝説は現地の民族文化として、また観光開発のための宣伝として頻繁に利用されてい
る。 
 
三、苗歌「龍殺し伝説」の分析 
上述した苗族の龍舟起源伝説は、龍を殺害するモチーフを共有する点に特徴を持つが、
苗語で語られた物語が漢語に翻訳された時、細部が大いに省略されていた。2012 年にま
とめられた『龍殺し伝説』69は貴州東南苗族の歌師である勾当（Ghet Dangk 旧州）、隆格
（Longk Gek 東坡）、呉通勝（Wuk Tongb Sent 高碑）の三人が歌い、これを潘家相、龍再
成、楊勝林、潘朝光、呉昌政、楊通勝の６人の研究者が編集し、苗語のアルファベット表
記に漢語訳を付して出版されたものである。民間に苗語で広く伝わったもので、内容は以
下のようである。なお、（ ）の中は筆者による説明である。 
 
 
                                                   
69 黄平、施秉、鎮遠県民族宗教事務管理局（2012）.『苗族十二路大歌』.貴陽：貴州大学出版社.p.483-502。 
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苗語アルファベット表記、漢語訳、和訳 
 
X Dod Dail 斩 龙   龍殺し 
 
Bib diot gid Dod Dail, 
咱  唱 路  砍 个      咱唱《斩龙》歌， 
Maf Vongx ghab jid niol, 
杀   龙   深水潭          杀龙深潭里， 
Diot hxak maix bib ngol, 
唱   歌  有  三  节       唱歌有三章， 
Ait dok maix bib yangl: 
织 布  有  三  段         织布有三段： 
Ghab lob hangd Dod Dail, 
脚脚     那   砍  个   开头叙“斩龙”， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol; 
杀   龙    深水潭         杀龙深水潭， 
Ghab diongb hangd Dlak Nongs, 
中间       那   求  雨  中间叙“求雨”， 
Qef eb lol yis dies; 
求 水 来 养 蔸            求雨灌田地； 
Ghab guf hangd Hxid Niel, 
末尾 那  看   锣（鼓）末尾叙“看会”， 
Hxid Vongx diot gid nangl. 
看    龙   在  下方       又叙看龙舟。 
 
『龍殺し』の歌をうたおう 
龍を深い淵で殺す 
歌は三章 
布を織るのに三段階： 
初めは「龍殺し」 
中は「雨乞い」 
雨を祈って畑を耕し 
終わりは「看会（蘆笙舞踊の観賞）」し、 
龍舟競漕を観る 
 
Liex denx dliel hangd dangl, 
从前     那    头头       从前的时候， 
Jux qib dliel hangd yangl, 
以往   那    顶端         开初的时期， 
Dail xid lol liangx lil, 
个  哪 来 商量道理        哪个来商量， 
Dok jit hvib lax ghail, 
考虑计策 高（高状）       哪个来献计， 
Dok jit lol dod dail, 
考虑计策 来 砍个          设计来斩龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol? 
杀   龙    深水潭         杀龙深潭里? 
 
昔々 
初めのころ 
誰と相談するの 
誰が献策するの 
龍殺しの計画を立て 
龍を深い淵の中で殺すことを 
 
Juk Hat jef liangx lil, 
久 哈  才商量道理        久哈来商量， 
Dok jit hvib lax ghail, 
考虑 计策 高（高状）      久哈来设计， 
Dok jit lol dod dail, 
考虑计策 来 砍个          设计来斩龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol. 
杀   龙    深水潭         杀龙深潭里。 
 
久哈（人名）と相談しよう 
久哈が献策する 
龍殺しの計画を立て 
龍を深い淵の中で殺す。 
 
Maix yoeb hangd dos lol, 
有   冤   何处   来       冤从何处来， 
Mak bob hangd dos dangl, 
砍  疙瘩   何处   等      仇从何处起， 
Juk Hat jef dad dail, 
久  哈 才 杀 个           久哈才杀龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol? 
杀   龙    深水潭         杀龙深潭里? 
 
恨みはどこからおきるの 
恨みはどこから 
久哈は龍を殺す 
龍を深い淵で殺すのか 
 
Daib Vongx ait hvib liel, 
儿   龙   做 心  坏       龙子起歹心， 
Nongx Juk Hat laix dial, 
吃    久  哈 个 儿子      吃久哈儿子， 
Laix daib vangt hangd vangl, 
 59 
 
个 儿子 年轻人 头头 寨    久哈怒火升， 
Maix yoeb hangd nend lol, 
有   冤     那里   来     有冤那里起， 
Mak bob hangd nend dangl, 
砍  疙瘩   那里   等      仇恨那里升， 
Juk Hat jef dad dail, 
久  哈 才 砍 个           久哈才斩龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol. 
杀   龙    深水潭         报仇解心恨。 
 
龍は悪い企みを持ち 
久哈の息子を食べた 
久哈は怒った 
恨みはここから 
仇はここから 
そこで久哈は龍を殺した 
仇を討って恨みが解けた 
 
Ob hxid dad sax lil, 
我们看 又 碰上道理        是什么缘故， 
Sit sais gid ghax yel, 
差错  的   哪样           是哪样原因， 
Vongx daib jef nongx dial, 
龙    儿  才 吃  儿子     龙子才伤人， 
Juf hek nenx joed mongl? 
久  喝  他 儿子 去        才把他儿吞? 
 
なぜだろう 
どんな原因で 
龍は人を傷つけ 
久哈の息子を飲み込んだのか 
 
Juk Hat zaid dies xongt, 
久 哈  家  个 男孩       久哈的儿子， 
Mongl wix ghab dish sat, 
去    拢  脚  泥沙       去到河灘边， 
Mongl hangd nend xangt nait, 
去       那里   放   钓  去那里钓鱼， 
 
久哈の息子 
河原に行って 
釣りをしていた 
 
 
Nait gos Vongx zaid xongt, 
钓  着  龙   家  男孩    钓着龙子身， 
Vongx diab jef lat qit, 
龙    儿 才 生 气        龙子才生气， 
Jef nongx nenx dies xongl. 
才  吃   他  个  男孩    才把他儿吞。 
 
*   *   * 
 
龍の体を釣って 
龍が怒った 
そこで久哈の息子を飲み込んだ。 
 
*   *   * 
 
Dail xid dail hliod hniangd, 
个  哪 个 聪明  心       哪个好心肠， 
Bongf Vongx nongx nenx dial, 
见    龙   吃   他   男  见他儿伤身， 
Xangs ab ghet dail lul, 
告诉 阿 公  个 老人      回来告诉他， 
Hfaib hveb ait xid ghangd? 
分   话  做 如何  说     话是如何讲？ 
 
どこかのいい人が 
息子が食べられたことを 
久哈に教えた 
その話はどうなの 
 
Xox jub daib ved liod, 
那些  小孩  守 牛        那些看牛娃， 
Xangs ab ghet dail lul, 
告诉 阿 公  个 老        告诉公久哈， 
Xangs nenx ait xid nongd: 
告诉  他  做   这样      这样告诉他： 
“Hnaib nangd bid ved liod, 
天     今 我们 守  牛  “今天咱放牛， 
Bongf ghais nangb dad dad, 
见    条   蛇   长 长    见条蛇很大， 
Nongx mongx zaid dail jid.” 
吃     你   家 个 小孩   吃去你娃娃。” 
 
*   *   * 
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いい人とは牧童で 
久哈に教え 
こう教えた： 
「今日私たちが牛を放牧していたら 
大きな蛇があなたの子供を食べるのを見
た」 
 
*   *   * 
 
Xox jub daib ved liod , 
那些   小孩 守 牛        那些看牛娃， 
Xangs nenx ait xid nen , 
告诉  他  做  那样       这样告诉他， 
Juk Hat dad liangx hseid , 
久  哈 又  商量  话      久哈老人想， 
Dok jit ait gid xid ？ 
考虑计策 做哪样          准备做哪样？ 
 
牧は童 
こう教え 
年寄りの久哈はこう考えた 
どうしてやろうか 
 
Xox jub daib ved liod , 
那些   小孩 守 牛        那些看牛娃， 
Xangs nenx ait xid nend , 
告诉  他  做   那样      那样告诉他， 
Nenx hulk hvid xid xid , 
他  焚烧 心（难受状）    他十分悲伤， 
Hvik niox ib xeed hsaid , 
舀   了  一 碗  米       急忙舀碗米， 
Ghax gob liob mongl bud . 
就 （不停走）去  占卜    求师看凶祥。 
 
牧童は 
そう教えた 
久哈は悲しんで 
急いで米を持って 
占い師のところへ行った 
 
Juk Hat dib xeed hsaid , 
久  哈 拿  碗  来        久哈拿碗来， 
Nenx gob liob mongl bud， 
他 （不停走）去  占卜    求师看凶祥， 
Sax dail xid ved hseid , 
碰上 个 哪 说  话        找到哪一个， 
Hfaib hveb ait xid ghangd ? 
分   话  做 如何  说     对他说哪样？ 
 
久哈は茶碗を持って 
占い師に占いを頼んだ 
どなたをお探しか 
どちらの占い師にお願いして、どんな話を
したの 
 
Nenx gob liob mongl bud， 
他 （不停走）去  占卜    久哈去占卜， 
Sax niox ib bad gud , 
碰上 了 一 个 小伙       找到一师傅， 
Ghab Dux daib bad gud , 
 亻革家 个 汉子 聪明     亻革家的能人， 
Nenx gob liob lol  bud， 
他 （不停地）来 占卜     请他来占卜， 
Hfaib hveb ait xid nongd ; 
分    话  做   这样      卜后这样讲； 
“Ax dios Nangb dad dad , 
  不  是  蛇   长 长     “那不是大蟒， 
Dios ab Vongx zaid joed , 
是  阿  龙   家 小孩     那是龙公子， 
Nongx mongx daib dad hangd.” 
吃     你    儿子（独子） 吃你家儿郎。” 
 
久哈は占いに行って 
革家の占い師を見つけ 
占いの達人 
占いに来て 
占った後こう言った 
「それは大蛇ではなく 
龍であり 
あなたの息子を食べたのだ」 
 
Ghab dux daib ved hseid , 
亻革家   儿  说  话     亻革家的师傅， 
Hfaib hveb ait nend nongd ; 
分    话  做 那样  讲     卜后这样讲； 
Juk Hat dad ved hseid , 
久  哈 又  说  话         久哈听见了， 
Hfaib hved ait xid ghangd ? 
 61 
 
分    话  做 如何 说      他又说哪样? 
Juk Hat ghax ved hseid , 
久  哈  就 说  话         久哈听说后， 
Hfaib hveb ait nongd ghangd ： 
分    话  做 这样  说     接着这样讲： 
“Dlak mongx bob dial gud ,  
请    你   个 哥 小伙  “有劳师傅你， 
Dlak mongx mongl said hangd , 
请    你    去   杀  头   讨你下海去， 
Maf Vongx Ghab jid niol.” 
杀   龙     深潭里       杀死那恶龙。” 
 
革家の占い師は 
占った後こう言った 
久哈は聞いて 
何をいったのか 
久哈は聞いて 
こう言った 
「占い師様、お願いです 
凶悪な龍を殺してください」 
 
Ob hxid bob dial gud , 
我们 看 个 哥 小伙       再看那师傅， 
Ghab Dux daib bad gud , 
 亻革家 个 汉子 聪明     亻革家的能人。 
Nenx dail hfaib bad hseid , 
他   个  分  句  话      他又来开口， 
Hfaib hveb ait xid ghangd ? 
分    话 做 如何 讲      怎样来分明？ 
 
またその占い師 
革家の達人 
彼はまた口を開いた 
彼はどうこたえるのか。 
 
Ghab Dux daib ved hseid , 
亻革家   个   说 话     亻革家的师傅， 
Hfaib hveb ait xid nongd : 
分    话 做   这样      这样来分明： 
“Wil jef bongb gid bud , 
  我  才  会   占卜     “我只会占卜， 
Hsent gos niangb diod nend , 
算    着  在    哪里      算出在哪里， 
Wil ax bongb gid said , 
我  不      会 杀         我不会杀龙， 
Maf Vongx Ghab jid niol. 
杀   龙     深潭里        杀龙深潭里， 
Mongx mongl vangs bad hliod , 
你    去    找  个  聪明  你去找能人， 
Vangs bad yus hangd god , 
找    个 汉子   出众      找个有出息， 
Dlak nenx dail mongl said .” 
请   他  个   去  杀     为你出口气。” 
 
革家の占い師 
こう答えた 
「私は占いだけができる 
龍を殺すことはできない 
達人を探して 
偉い人を探して 
復讐しよう。」 
 
Ghab Dux ait nend ghangd , 
亻革家   做 那样  讲      师傅这样讲， 
Nenx mongl vangs bad hliod , 
他   去    找  个  聪明   他去找能人， 
Hvob leit fangb gid xid , 
找   到  村   哪里        找到哪个村， 
Vangs jas ib bad hilod , 
寻    遇 一个 聪明        遇见哪个人， 
Dail nend dib hseid ghangd , 
个   那  打  话   说      他叫什么名， 
Sos bat gol gid xid ? 
凿 名  叫  哪样           他是什么姓? 
 
占い師はこう言った 
久哈は達人を探した 
どの村で見つかる 
どの人と出会う 
彼の名前は何 
彼の苗字は何 
 
Juk Hat vangs bad hliod , 
久  哈 寻  个  聪明       久哈找能人， 
Mongl leit fangb vangl Nangl , 
去    到  村    下长坡   去到下长坡， 
Vangs jas ib bad gud , 
找    遇一 个 汉子        找到一能人， 
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Gol ait Jenb Teid Hleid . 
叫 做  金  推  磊        名叫金推磊。 
 
*   *   * 
 
久哈は探しにいった 
下長坂70に行った 
一人の達人を見つけた 
名前は金推磊71であった 
 
*   *   * 
 
Ob hxid Jenb Teid Hleid , 
我们 看  金  推  磊       咱看金推磊， 
Nenx dail qab gid hsongd , 
他   个  差 的  骨        因为啥缘故， 
Qab gid sit gid xid , 
差  件 事  什么           又是啥原因， 
Jef gol Jenb Teid Hleid ？ 
才 称  金  推  磊         才叫金推磊? 
 
金推磊を見てみよう 
なぜだろう 
どうしてだろう 
金推磊と名付けられた？ 
 
Bel seix mongl gid ved , 
伙伴 也  去 方向 山上     人人勤劳动， 
Ait gheb mongl jeed jeed, 
做  活   也    急急       个个种庄稼， 
Nenx dail ngil gid niat , 
他   个  懒  极了         他是个懒汉， 
Hnaib hnaib niangb zaid hxud , 
天    天   在    家  站   天天闲在家， 
Jef gol Jenb Teid Hleid . 
才 叫  金  推  磊         才这样叫他。 
 
誰でもまめに働く 
誰でも農作する 
彼は怠け者 
                                                   
70 下長坡：村の名、黄平県加巴郷の内に位置する。 
71 金推磊：人の名前、音訳。「金」は本名で、「推
磊」はミャオ語の中で食いしん坊で怠け者の意味
である。 
毎日家にいる 
そうしてこう呼ばれた 
 
Hvob ab Jenb Teid Hleid ？ 
找   阿  金  推  磊       找到金推磊， 
Dlak nenx mongl dod shaid , 
请   他   去   砍  根     请他去杀龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol , 
杀   龙     深渊里        杀龙深潭里， 
Nenx dail hfaib bad hseid , 
他   个  分  个  话       他听他开口， 
Hfaib hveb ait xid ghangd ? 
分    话 做 如何 说       怎样来答对? 
 
金推磊を見つけて 
龍殺しをしてほしい 
龍を深い淵の中で殺す 
久哈は金推磊の話を聞いた 
金推磊はどう答えたのか 
 
Jenb Teid Hleid vud lil , 
金   推   磊 说 道理      金推磊答对， 
Bet lot ait nongd lol : 
张开嘴 做 这样 来         开口这样说： 
“Dex mongx mongl dod dail , 
跟     你   去   砍  个  “请我去杀龙， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol , 
杀   龙     深渊里        杀龙深潭里， 
Mongx baib not xus liangl , 
你     送 多 少  银两     你拿多少银， 
Not xus nix diub bil ?” 
多  少 银   到手         送到我手里?” 
 
金推磊は答えた 
こう話した 
「私、龍を殺しに行くが 
龍を深い淵の中で殺しに行くが 
あなたはどのぐらいのお金を用意してい
るのか」 
 
Nenx dail ait nend gol , 
他   个 做  那 喊         金推磊对答， 
Ait nend od ghat lol , 
做 那样 讲价  来         这样来讨价， 
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Ob hxid Juk Hat dail , 
我们 看 久 哈 个         再看那久哈， 
Nenx dail dad vud lil , 
他   个  又 说 理        他又说些啥， 
Bet lot ait ghax yel ? 
张开嘴 做  什么          如何回答他？ 
 
金推磊は答えた 
お金を要求してきた。 
久哈は何を話し、どう答えるの 
 
Juk Hat ghax vud lil , 
久  哈 就   说道理        久哈来问话， 
Bet lot ait nongd lol : 
张开嘴 做 这样 来         开口这样讲： 
“Mongx ed not xus liangl , 
你      要 多 少  两     “你要多少两， 
Not xus nix diub bil ， 
多  少 银     到          多少银到手， 
Mongx dail jef hangt mongl , 
你     个 才  愿   去     才愿走一趟， 
Dex will mongl dod dail , 
帮  我   去   杀 个       帮我去报仇， 
Maf Vongx ghzb jid niol ?” 
杀    龙    深渊里       杀死那恶龙?” 
 
久哈は聞いた 
こう話した： 
「どのぐらいの金が必要 
どのぐらいの金が手に入れば 
やってもらえる 
仇を討ってくれる 
凶悪な龍を殺してくれる？」 
 
Jenb Teid Hleid vud lil , 
金   推   磊 说 理        金推磊答话， 
Bet lot ait nongd lol : 
张开嘴 做 这样 来         开口这样讲： 
“Wil ed xongs bat liangl , 
我   要  七  百  两      “我要七百两， 
Xongs bat nix leit bil , 
七    百 银 到 手         送到我手上， 
Wil jef mongl dod dail , 
我  才  去  砍  个        我才去一趟， 
Maf Vongx ghab jid niol .” 
杀   龙     深渊里       帮你杀恶龙。” 
Nenx dail ait nend gol , 
他   个 做 那样 喊        金推磊开口， 
Ait nend aod ghat lol , 
做  那   讲价  来         讨价要银两， 
Juk Hat dad vud lil , 
久  哈 又 说 理           久哈又说话， 
Bet lot ait dos lol ? 
张开嘴 做 如何来          开口说哪样? 
 
金推磊は答えた 
こう話した： 
「七百両をほしい 
手に入れたら 
行くことにしよう 
凶悪な龍を殺してあげよう」 
金推磊は話した 
金がほしい 
久哈はまた言った 
何を？ 
 
Juk Hat ghax vud lil , 
久  哈 就 说 理           久哈又说话， 
Bet lot ait nongd lol : 
张开嘴 做 这样 来         开口这样讲： 
“Wil xus nix xus liangl ,  
我    少 银  少 两       “我家不富有， 
Ax maix not nend yol , 
没  有  多 那样 了        没多少银子， 
Baib mongx bib bat liangl , 
送    你   三 百  两      就送三百两， 
Dlak mongx Jenb bod dial , 
求    你   金  哥 哥      请你帮个忙， 
Maf Vongx ghab jid niol .” 
杀   龙     深渊里       海里杀恶龙。” 
 
久哈は話した 
こう言った： 
「私は金持ちではない 
金は多くない 
三百両で 
助けてもらいたい 
凶悪な龍を殺して欲しい。」 
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Baib nenx bib bat liangl , 
送   他  三 百  两        送他三百两， 
Bib bat nix leit bil , 
三 百 银 到 手            送到他手上， 
Nenx dail seix niangt mongl , 
他   个  也  愿    去     金推磊帮忙， 
Nenx dail ax niangt mongl ? 
他   个 不  愿    去      还是不帮忙? 
 
三百両をあげた 
手元に届けた 
金推磊は助けるか 
それとも助けないか？ 
 
Baib nenx bib bat liangl , 
送   他  三 百  两        送他三百两， 
Bib bat nix leit bil , 
三 百 银 到 手            送到他手上， 
Nenx dail ghax niangt mongl , 
他   个  就  愿    走     金推磊愿去， 
Maf Vongx ghab jid niol . 
杀   龙     深渊里        愿帮这个忙。 
 
三百両をあげた 
手元に届けた 
金推磊は助けることにした 
助けてあげる 
 
Gad gad ax dod dail , 
次  次 不 砍  个          次次不杀龙， 
Gad nangd ghax dod dail , 
次   这   就  砍  个      这次要杀龙， 
Maf Vongx ghab jid niol . 
杀   龙     深渊里        去深潭杀龙， 
Dail xid dail hilod lal , 
个  哪 个 聪明 漂亮       哪个最聪明， 
Dail xid yangl nenx gongl , 
个  哪  领   他   路      哪个来领路， 
Tut xongt baib nenx mongl ? 
指  路   送  他   走      他才去得拢? 
 
龍を殺したことがなかった 
初めて龍を殺す 
深い淵に行って龍を殺す 
誰に聞けば道を教えてくれるの 
革家のひとりが道案内をしてくれる 
金推磊のために 
 
Ghab Dux daib hilod lal , 
 亻革家   儿 聪明 好     亻革家一能人， 
Nenx dail lol yangl gongl , 
他   个 来  领    路      他来把路领， 
Tut xongt baib nenx mongl ， 
指  路   送  他   去      指给金推磊， 
Mongl wix ghab jid niol , 
去    到    深渊里        领他去潭底， 
Mongl hangd nend dod dail , 
去       那里   杀  个    去那里杀龙， 
Maf Vongx ghab jid niol . 
杀   龙     深渊里        报仇解心恨。 
 
イ革家のある人 
道案内をする 
金推磊に道を教えて 
淵の底まで連れてゆく 
龍を殺して 
仇を討つために 
 
Ob hxid Jenb Teid Hleid , 
我们 看 金  推  磊        咱看金推磊， 
Nenx dail dad liangx hseid , 
他   个  又 商量  话      他又在设计， 
Dok jit ait ghax xid , 
考虑 计策 做 什么         考虑用啥计， 
Jef sangt ab Vongx jid ? 
才 砍断 阿  龙 公子       才去杀龙子? 
 
金推磊はどうだろう 
彼は考えた 
どんな方法で 
龍を殺すか？ 
 
Ob hxid Jenb Teid Hleid , 
我们 看 金  推  磊        咱看金推磊， 
Nenx dail dios bad hilod , 
他   个  是  个 聪明      是个聪明人， 
Dios bad yus hangd god , 
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是   个 汉子  顶端        是个大豪杰， 
Bab duik dex ghab dlad , 
佩  刀  铜  腰  间        铜刀腰间佩， 
Hliongk dail bongx eb hlod , 
钻      了  灘  水 淌     去到水灘边， 
Mongl sos Vongx laib zaid , 
去    到   龙  个  家     潜往龙王殿， 
Bangf Vongx dlaib qid qid , 
见     龙  睡着（安睡状） 龙子睡正甜， 
Dliof diuk dex ghab dlad , 
扯    刀  铜  腰  间      腰间抽利刀， 
Sait daik Vongx ghab ghongb , 
砍断 了  龙     颈项      把龙颈砍断， 
Pat daik Vongx laib dliud . 
剖  了   龙  个  心子     剖腹把心摘。 
 
金推磊はどうだろう 
彼は賢い 
彼は英雄 
銅の刀を腰に差し 
水辺に行って 
龍王殿をめざした 
龍はぐっすりと眠っていた 
腰から刀を抜き取って 
龍の首を切り 
腹を開いて心臓を取りだした。 
 
Ob ngit Jenb Teid Hleid , 
我们 看 金  推  磊        咱看金推磊， 
Sait daik Vongx ghab ghongb , 
砍  断   龙     颈子      把龙颈砍断， 
Pat daik Vongx laib dliud , 
剖  了   龙  个  心       剖腹把心摘， 
Ob ngit dad qab hsongd , 
我们 看又  差  骨         出了什么事， 
Sit sais gid ghab xid ? 
差错  的   哪样           涉及到哪村? 
 
*   *   * 
 
金推磊はどうしたの 
龍の首を切って 
腹を切いて心臓を取りだした 
その時、何が起こった 
影響はどこまで及んだの？ 
 
*   *   * 
 
Sait Vongx ghab ghongb mongl , 
砍断 龙     颈子     去   砍断龙颈子， 
Pat Vongx laib dliud ngangl , 
剖  龙   个  心子  吞     剖腹来挖心， 
Vongx nix ail ghaix ail , 
龙    哼 嗡  嗡 嗡        龙痛哼阵阵， 
Bet hsab dab ful liul , 
响 震及 地下（到处响状）  震得大地抖， 
Qent leit Xangb Kad vangl . 
震   到    山凯   寨     波及山凯村。 
 
龍の首を切って 
腹を開いて心臓を取りだした 
龍は痛くて叫んだ 
大地が震えた 
山凱村（清水江上流の黄平県の一村）に影
響が及んだ 
 
Jenb Teid dail dod dail , 
金  推  个  砍  个        金推磊杀龙， 
Maf Vongx ait baf ngol , 
杀   龙   做 几 节        砍成几大节， 
Baf ngol mongl baf dangl , 
几  节   去   几  头      漂出水面上， 
Baf ngol pub lax bail ? 
几  节  漂（漂浮状）      几节去几方? 
 
金推磊は龍を殺した 
いくつにも切った 
川面に浮かび上がり、漂った 
龍の体のそれぞれはどこへ流れたの？ 
 
Jenb Teid dail dod dail , 
金  推  个  砍  个        推磊把龙斩， 
Maf Vongx ghab jid niol , 
杀   龙     深渊里        杀龙在深潭， 
Maf ait jangx bib ngol , 
杀  做  成  三 节         砍成三大节， 
Bib ngok pub lax bail . 
三  节  漂（漂浮状）      漂出水面来。 
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金推磊は龍を殺した 
龍を深い淵で殺した 
三つに切った 
浮き上がって、川を漂った 
 
Jenb Teid Hleid gas hxangt , 
金   推  磊  亮   心      金推磊真行， 
Maf Vongx ghab jid lit , 
杀   龙    深潭里         杀龙深潭里， 
Ab Vongx dad qot hangt , 
那  龙   又   发臭        腥气一阵阵， 
Leit jox fangb xid qat ? 
到  个  寨   哪里         臭到哪个村? 
 
金推磊はすごい 
龍を深い淵で殺した 
生臭い 
どの村が臭くなった？ 
 
Maf Vongx ghab jid lit , 
杀   龙    深潭里         杀龙深潭里， 
Ab Vongx dad qot hangt , 
那  龙   又   发臭        腥气一阵阵， 
Leit jox fangb Bod Hangt , 
到  个  村   包  项      臭到包项村， 
Maix gux ait nend ait , 
有 典故 做 那样 做        有古这样起， 
Niangx nangd jef dot bit , 
年     这  才 得 名字     如今那寨子， 
Gol nenx ait Bod Hangt . 
叫  它  做  包  项      才叫“包项”村。 
 
龍を深い淵で殺した 
生臭い 
包項村（今日の黄平県山凱郷の大坪村）が
臭くなった 
こういう訳で今この村は 
「包項（苗語で臭いの意）」村と呼ばれる 
 
Ob hxid Jenb Teid Hleid , 
咱  看  金  推  磊        咱看金推磊， 
Maf Vongx ghab jid had , 
杀   龙    深渊里         杀龙深潭里， 
Hangt jox hsub gid gheid , 
臭    股 腥气   极了      一阵阵腥气， 
Leit jox fangb gid xid ? 
到  个  村   哪里         直冲到哪里? 
 
金推磊はどうしたの 
龍を深い淵で殺した 
生臭は 
どこへ向かったの？ 
 
Hangt jox hsub bongt gheid , 
臭    股 腥气 极  了      一阵阵腥气， 
Hangt dax leit wangs od , 
臭    来 到  王   坳     直冲王坳村， 
Dongx dol jul dak qid , 
大伙     抵 不 起         大伙受不了， 
Laix laix sail qot od , 
个   个 尽 呕 吐          人人尽恶心， 
Maix gux ait like nend , 
有  典故 做  那样         有典这样起， 
Niangx nangd jef dot hseid , 
年      这  才 得 话      如今这个寨， 
Gol nenx ait Wangs od , 
叫   它 做 王   坳      才叫“王坳”村。 
 
生臭は 
王坳村（苗語で「嘔吐」の意）へ向かった 
みんな耐えられない 
みんな吐き気を催した 
こういうことがあって 
今この村は 
「王坳」村と呼ばれる 
 
Maf Vongx ait bib ngol , 
杀   龙  做 三 节         砍龙成三节， 
Bib ngok pub lax bail , 
三  节  漂（漂浮状）      浮出水面上， 
Des eb hliel lal mongl , 
随  水 大 流  去          顺水往下漂， 
Lal sos dail xid vangl ? 
漂流 到 个 哪 寨          漂到啥地方? 
 
龍を三つに切った 
水面に浮かんだ 
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川の流れに沿って下へ漂った 
どこまで漂った？ 
 
Maf Vongx ait bib ngol , 
杀   龙  做 三 节         砍龙成三节， 
Bib ngok pub lax bail . 
三  节  漂（漂流状）      浮出水面来， 
Khob Vongx des eb lal , 
头     龙  随 水 流       龙头随水漂， 
Lal leit Zenx Eb vangl ; 
流 到   平寨   寨         流到了平寨； 
Jid Vongx des eb lal , 
身  龙   随 水 流         龙身随水流， 
Lal leit Hsod Xangx dlangl ; 
流 到    施洞     坪      流到施洞口； 
Dad Vongx des eb lal , 
尾   龙   随 水 流        龙尾随水走， 
Lal leit dliel Nangl Dliangl . 
流 到  那    胜秉        到胜秉停留。 
 
龍を三つに切った 
水面に浮かんだ 
龍の頭は水に沿って 
平寨まで流れた 
龍の胴体は 
施洞口に着いた 
龍の尻尾は 
勝秉72に止まった 
 
Maf Vongx ghab jid niol , 
杀   龙    深渊里         杀龙深潭里， 
Ghab gongx vib dangl nangl , 
脚     石板     下方      潭底去杀龙， 
Qent leit jus ghax yel , 
震   到  处所 哪里        惊动到哪里， 
Ax leit jus ghax yel ? 
不 到  处所  哪里         或者没响动? 
 
龍を深い淵で殺した 
淵の底で龍を殺した 
その影響はどこまで及んだの 
あるいは何もなかったの 
                                                   
72 平寨、施洞、勝秉、この三つはみな施秉県内の
清水江流域の地名である。 
 
Maf Vongx ait bib ngol , 
杀   龙  做 三 节         杀龙成三节， 
Bib ngok pub lax bail , 
三  节  漂（漂浮状）      三节漂水面， 
Qent leit Vongx zaid nal , 
震   到  龙   家 娘       惊动那龙宫， 
Mif Vongx zuk mongl nangl , 
母   龙   逃  去  下方    龙母往東逃， 
Bak Vongx zuk mongl bil , 
父   龙   逃  去  上方    龙公朝西跑， 
Ghab waix sait gul niul , 
天上     阴沉沉           天上阴沉沉， 
Ghab dab sait gul niul , 
大地     黑沉沉           大地黑黢黢， 
Eb fangx eb niel lol , 
水  黄  水 浑 来          洪水猛上涨， 
Lol hsab dab ful liul . 
来  响  地（阵阵响状）    遍地淹没尽。 
 
龍を三つに切った 
三つは水面を漂った 
龍宮を騒がせた 
龍母は東へ逃げた 
龍公（殺された龍の父親）は西へ走った 
空は暗くなり 
大地も暗くなった 
洪水がおこり 
すべてが水に沈んだ 
 
Zek ghab waix gul niul , 
黑   天上   （黑状）       天上阴沉沉， 
Zek ghab dab gul niul , 
黑   大地   （黑状）       大地黑黢黢， 
Eb fangx eb niel lol , 
水  黄  水 浑 来          洪水猛上涨， 
Lol hsab dab ful liul , 
来  响  地（阵阵响状）    大地淹没尽， 
Lol jangx baf hniut dangl , 
来  成   几  年  半       淹了几年半， 
Baf niangx duf xux dlial ? 
几   年  （一周期）        几个年头整? 
 
空は暗い 
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大地も暗い 
水は氾濫した 
大地が沈没した 
どれくらい沈んでいたの 
どれくらいでしょう？ 
 
Eb fangx eb niel lol , 
水  黄  水 浑 来          洪水泛滥来， 
Lol hsab dab ful liul , 
来  响  地（到处响状）    到处淹没尽， 
Lol jangx bib hnaib dangl , 
来  成  三  天   半       淹了三天半， 
Bib hmangt duf xux dlial . 
三   夜   （一周期）      三昼夜整整。 
 
洪水は氾濫した 
すべてが沈没した 
三日半沈んでいた 
三日三晩であった 
 
Maf abVongx qot das , 
杀  阿  龙  已死          把龙子杀了， 
Ghab waix niel lad dlais , 
天上   浑 （浑浊状）      天地昏沉沉， 
Vongx dad eb mongl niangs , 
龙    担 水  去   浇      龙王两头跑， 
Hob dad dul mongl lies , 
雷  担 火   去  烧        烈日似火烧， 
Ghab waix ax hxid nongs , 
天上     不  降  雨       天上不降雨， 
Qeed lix dos qeed las , 
丘   田 像  丘 土         田禾尽枯焦， 
Jux ghab baib lad mais , 
散场  灰尘（灰层层状）    灰尘随风跑， 
Ghab kongb gangb mod das , 
虫    虾     水虿   死    鱼虾全死掉， 
Dangx dol dad dongt nios , 
大伙     又    思考       大家来商议， 
Liangx hxangb xid ait dos ? 
商量        些 做 如何    商量如何搞? 
 
龍を殺した 
天地はともに暗くなった 
（元の龍王がいなくなったので）別の土地
の龍王がかけつけた 
太陽は火のよう 
雨は降らない 
農作物は枯れた 
埃が風とともに舞い上がった 
魚介類も生きてない 
みんなが相談した 
どうしましょう？ 
 
Ghab waix ax los nongs , 
天上     不 落  雨        天上不降雨， 
Ax maix eb yis dies , 
没  有 水 养 蔸           没水养禾苗， 
Dangx dol ghax dongt nios , 
大伙     就    思考       大家来商量， 
Liangx hxangb mongl dlak nongs . 
商量         去   求   雨 求雨把苗浇。 
 
雨は降らない 
農作物を育てる水がない 
みんな相談をした 
雨を祈り、田に水を祈った 
 
Dlak  nongs 求雨 
 
雨乞い 
 
Gad gad ax dlak nongs , 
次  次 不 求   雨         次次不求雨， 
Gad nangd dad dlak nongs , 
次   这   又 求   雨      这次又求雨， 
Dail xid dail hxangt gas , 
个  哪 个   心  明亮      哪个有本领， 
Dlak Vongx lol ait nongs ? 
求    龙  来 做  苗       求龙王降雨? 
 
かつて雨乞いをしたこたがなかった 
初めて雨乞いをする 
誰か雨を降らせることができる 
龍王に頼んで雨を降らせてもらおう 
 
Ab Liuk jef hliod liel , 
那  龟 才 聪明 心         乌龟有本领， 
Dlak nenx mongl gid nangl , 
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求   它   去    下方      请它去東方， 
Gol mif Vongx diangd lol ; 
喊  母  龙    转  来      叫龙母回郷； 
Nail Lius dulb hliod liel , 
黄鳝     白 聪明 心       白鳝有本领， 
Dlak nenx mongl gid bil , 
求   它   去   上方       请它去西方， 
Gol bak Vongx diangd lol ; 
喊  父  龙    转  来      叫龙公回郷。 
 
亀にたのんで東に行って 
龍母に故郷へ帰ってもらおう 
鰻にたのんで西に行って 
龍公に故郷へ帰ってもらおう 
 
Dlak ab Liuk mongl gol , 
请  那 乌龟  去  喊       请乌龟去喊， 
Mif Vongx diangx(d) diangd lol ? 
母   龙      转不转   来  龙母转不转? 
Dlak nail Liuk mongl gol , 
请  黄鳝     去  喊       请白鳝去喊， 
Bak Vongx diangx(d) diangd lol ? 
父   龙      转不转   来  龙父转不转? 
 
亀は呼びに行った 
龍母は帰るのか？ 
鰻は呼びに行った 
龍公は帰るのか？ 
 
Mif Vongx ax niangt lol , 
母   龙  不  愿  来       龙母不愿转， 
Bak Vongx sax niangt lol , 
父   龙  也不  愿  来     龙父不愿转， 
Laib waix hxent gil xil , 
个   天   赤（赤状）      天旱不降雨， 
Sax dot eb hxangd mangl , 
也不 得 水  熟   麦       没水浇稻麦， 
Ax dot laib yis nal , 
不 得 个（颗粒）养 妈     无粮养老人， 
Ax dot laib yis yil . 
不 得 颗粒 养 年轻        无粮养小孩。 
 
龍母は帰りたくない 
龍公も帰りたくない 
日照りで雨は降らない 
農作物に水がなし 
食べものがなく年寄りを養えない 
食べものがなく子供を養えない 
 
Ax maix eb yis dies , 
没  有 水 养 蔸           没水灌庄稼， 
Ax dot laib yis mangs , 
不 得 颗粒养 娘           无粮养阿妈， 
Dangx dol dad dongt nios , 
大伙     又    盘算       大家又筹划， 
Liangx hxangb xid ait deis ? 
商量        些 做 如何    商量来做啥? 
 
水がないので農作物を灌漑できない 
食糧がなくてばあさんを養えない 
みんなまた相談する 
何をしようと？ 
 
Ax maix eb yis dies , 
没  有 水 养 蔸           没水灌庄稼， 
Ax dot laib yis mangs , 
不 得 颗粒养 娘           无粮养阿妈， 
Dangx dol ghax dongt nios , 
大伙     就    盘算       大家就筹划， 
Liangx hxangb mongl dlak nongs , 
商量         去   求   雨 商量去求雨， 
Dlak eb lol yis dies . 
求  水 来 养 蔸           求雨灌庄稼。 
 
水がないので農作物を灌漑できない 
食べものがなくおばあさんが養えない 
みんなで計画を立てよう 
雨乞いをしよう 
雨を祈って農作物を灌漑しよう 
 
Dail xid dail hxangt gas , 
个  哪 个   心  明亮      是哪个聪明， 
Dail xid lol ait xangs ? 
个  哪 来 做 师傅         他来当师傅? 
Nenx dail dad dongt nos , 
他   个  又   思考        用啥做祭品， 
Dad ghab xid dlak nongs ? 
拿   什么   求   雨       他才去求雨? 
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*   *   * 
 
誰か賢い人に儀式をしてもらおう 
何を供物にささげ 
雨乞いをしようか？ 
 
*   *   * 
 
Dail hxob lul hxangt gas , 
个  师傅 老  心  亮       有个老师傅， 
Nenx dail lol ait xangs , 
他   个 来 做 师傅        他是个能人， 
Ed dail gheib dail gas , 
要 只  鸡   只 鸭         要只鸡和鸭， 
Dad dol nend dlak nongs . 
拿   那些   求   雨       拿这做祭品。 
 
古い鬼師がいる 
彼は能力がある人だ 
鶏と鴨 
これを供物にする 
 
Ob hxid dail ghet xangs , 
我们 看 个     师傅       再看那师傅， 
Dail hxob lul hxangt gas , 
个  师傅 老  心  明亮     再看这能人， 
Nenx wix neel ghot deis , 
他   到 处所  什么        他往哪里去， 
Mongl hangd deis dlak nongs ? 
去    何处      求  雨    去哪儿求雨? 
 
その鬼師はどんな人 
この能力ある人はどんな人 
彼は何処へ行って 
雨乞いをするのか 
 
Dail hxob lul hxangt gas , 
个  师傅 老  心  亮       师傅是能人， 
Mongl wix bob bil vas , 
去    到  山坡  尖        去到山坡尖， 
Bob jex sangx dangl jes , 
坡  九  层   上方         去到九层巅， 
Mongl hangd nend dlak nongs . 
去       那里   求   雨   去那儿求雨。 
 
鬼師は名人 
山に行って 
九層巓に行って 
そこで雨乞いをする 
 
Mongl wix bob bil vas , 
去    到  山坡  尖        去到山坡尖， 
Bob jex sangx dlak nongs , 
坡  九  层  求   雨       坡顶上求雨， 
Dail xid dail hxangt gas , 
个  哪 个   心   亮       哪个好心肠， 
Dail xid lol lot mas , 
个  哪 来 嘴 讲           它才来讲清， 
Hfaib hveb xid ait deis , 
分    话  些 做 如何      话是如何讲， 
Vongx nal jef ait nongs , 
龙    妈 才 做  雨        龙母才治水， 
Jef dot eb yis dies ? 
才 得 水 养 蔸            才得水养秧。 
 
山に行って 
坂の上で雨乞いをする 
誰か心の優しい人が理由を説明してくれ
れば 
龍母は水を与えてくれる 
水があれば農作物を灌漑できる 
 
Vongx dail dad hxangt gas , 
龙    子  又  心   亮     龙子好心肠， 
Xangt dliangb bangt qot xangs : 
放（托梦）梦      告诉    托梦这样讲： 
“Mangx ed eb yis dies , 
你们   要水 养 蔸       “你要水灌秧， 
Mangx ed laib yis mangs , 
你们  要 颗粒 养 娘       你要地长粮， 
Ghax mongl vangs det deis , 
就    去   寻  树 壮实    就去找棵树， 
Gif jox niangx vut yangs , 
剜  条  船   好  样       剜船访龙样， 
Qab niangx diot gid niangs , 
划   船   在 里面（下方） 下方划龙船， 
Hxid gix giot gid jes , 
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看芦笙     在 上方        上方去踩堂， 
Vongx nal jef diangd sos , 
龙    妈 才  转  到       龙母才转心， 
Jef diangd lol ait nongs , 
才  转   来 做  雨        回来把雨降， 
Jef dot eb yis dies , 
才 得 水 养 蔸            有水灌庄稼， 
Jef dot laib yis mangs .” 
才 得 颗粒 养 娘         得粮养老娘。” 
 
龍はやさしい 
夢枕に立ってこう言った： 
「水で農作物を灌漑し土地から食糧を得
たいのなら 
一本の木を探して 
龍の姿に似せた舟を作って 
下流では龍舟を漕ぎ 
上流では「踩堂」（蘆笙を吹き堂舞を踊る） 
をする 
こうして龍母は心を変えた 
戻ってきて雨を降らせた 
水があって農作物が灌漑できる 
食糧があって母を養える 
 
Hxid Vongx Hxid Niel 看龙看鼓 
 
龍船と太鼓を見る 
 
Gad gad ax qid niel , 
次  次 不 起 鼓          次次不起鼓， 
Gad nangd ghax qid niel , 
次   这   就 求   雨      这次就起鼓， 
Qid gix giot gid bil . 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
 
かつて起鼓73はなかった 
初めて起鼓をする 
人は蘆笙を吹く 
 
Dail xid dail hliod lal , 
个  哪 个 聪明 好         谁是聪明人， 
Dail xid dail ghangd lil , 
                                                   
73 起鼓は銅鼓舞を踊り始める。起龍は竜船を漕ぎ
始める。起笙は蘆笙を吹いて蘆笙舞を踊る。 
个  哪  来  说   理       是谁出主意， 
Dok jit ait ghax yel , 
考虑 计策 做 什么         怎样来设计， 
Jef jangx laib qid niel , 
才  成  个 起  股         怎样来议定， 
Qid Vongx diot gid nangl , 
起   龙   在  下方        下方划龙船， 
Qid gix diot gid bil ? 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙? 
Lol Xangb dios bad lal , 
劳  香    是 个 好       劳香是好汉， 
Dios bad yus hangd dul , 
是   个 汉子 头  柴       是个聪明人， 
Nenx dail lol vud lil , 
他   个 来 说 理          他来发议论， 
Dongf lot pud lax bail : 
说    嘴（不停说状）      对着大家讲： 
“Hvit vongs dax bib mongl , 
   快点    来 我们 去    “大家赶快点， 
Dlief ab Vongx fal lol , 
拉   阿  龙  起 来        拉龙子起来， 
Ghab waix jef diangd niel , 
   天上  才   转  好      才风调雨顺， 
Jef maix eb hxangb mangl , 
才  有 水   熟   麦       才有水灌田， 
Jef dot laib yis nal .” 
才 得 颗粒 养 妈         五谷才生长。” 
 
誰か賢い人が 
賢い考えを出す 
どうする 
どう決める 
下流は龍船を漕ぐ 
上流は蘆笙を吹く 
労香（固有名詞。心根のやさしい人の意）
はいいひと 
賢い人 
彼は考えを出し 
みんなに話した： 
「みんな急いで 
龍を漕いだら 
天候は順調になる 
水があって田が灌漑できる 
農作物が成長する」 
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Dangx dol dad dok jit , 
大伙    又 考虑 计策      大家来商议， 
Liangx hxangb xid deis ait , 
商量         些 如何 做   商量如何办， 
Jef jangx laib hangd tiet , 
才  成  个   那  拉       为龙找替身， 
Dlief Vongx daib fal leit , 
拉    龙  子 起 到      拉龙子起来？ 
 
*   *   * 
 
みんなが相談する 
どうしようと相談する 
龍の身代わりを探して 
龍を引き出し、漕ごうか74 
 
*   *   * 
 
Dangx dol ghax dok jit , 
大伙  就 考虑 计谋        大家就盘算， 
Liangx hxangb mongl vangs det , 
商量          去  寻  树  商量去伐树， 
Vangs jib deix lol sait , 
寻   杉  直 来 砍         寻根直杉树， 
Gif jangx dail Vongx det , 
剜  成  条   龙  木       剜成条龙船， 
Jef jangx laib hangd tiet , 
才  成  个   那  拉       为龙子替身， 
Dlief Vongx daib fal leit , 
拉    龙  子 起  到       拉龙子起来。 
 
みんなは考えた 
杉の木を探して 
龍船を作って 
龍の身代わりとし 
龍を担いだ 
 
Gif jangx dail Vongx det , 
剜  成  条   龙  木       龙船剜成了， 
Niangb dal dail Vongx dlot , 
还    差  条  龙   鳞    那条有鳞龙， 
                                                   
74 龍を保管する龍舟棚から引きだす（起来）：つ
まり「生き返らせる」という意味である。 
Gad gad ax qot dlit(s) , 
次  次 不 安排（处置）    需将它处理， 
Gad nangd ghax qot dlit : 
次   这   就   安排       要把它分配： 
Hsongd Vongx dad qot dlit , 
骨头     龙  又  安排     龙骨要处理， 
Dlis nenx mongl deis hxet , 
安排 它  去  何处 住      安排去哪里， 
Jef jangx diel xid leit ? 
变成     哪样  到         变成啥東西? 
Ghab lik dad qot dlit , 
皮子    又  安排          龙皮要处理， 
Dlis nenx mongl deis vut , 
安排 它  去  何处 好      安排去哪里， 
Jef jangx diel xid leit ? 
变成     哪样  到         变成啥東西? 
Hsongd dangd dad qot dlit , 
肋骨        又  安排      肋骨要处理， 
Dlis nenx mongl deis vut , 
安排 它  去  何处 好      安排去哪里， 
Jef jangx ghab xid leit ? 
变成     哪样  到         变成啥東西? 
Dieb Vongx dad qot dlit , 
背脊   龙  又  安排       背脊要处理， 
Dlis nenx mongl deis vut , 
安排 它  去  何处 好      安排去哪里， 
Jef jangx diel xid vut ? 
变成     哪样  好         变成啥東西? 
 
*   *   * 
 
龍船は作られた 
あの鱗がある龍75だ 
残った杉材はどう使う（残骸も龍の本体で
あるため粗略には扱えない） 
何に使う 
龍の骨はどう使う 
何に使う 
どんなものにつかう 
龍の皮はどうつかうどこに分配 
なんにつかう 
                                                   
75 鱗がある竜：前述した金推磊が殺したあの竜の
こと。今は本当の姿に似せた龍船で、皮、骨など
が再現された。 
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肋骨はどうする 
どこにつかう 
どうする 
背骨はどう使う 
なんに使う 
どうする 
 
*   *   * 
 
Dieb Vongx ait gongs hsangt , 
背脊  龙  做  柱   伞     脊骨做伞把， 
Hsongd Vongx ait vos hsangt , 
骨       龙 做 椽   伞   肋骨做伞椽， 
Ghab lik lol pet hsangt , 
皮子   做 盖  伞          皮子来盖伞， 
Pet jangx laib hsangt vut , 
盖  成  把   伞  好       制成伞一把， 
Dad nenx baib dol mait , 
拿   它  送 那些 妹       送给姑娘们， 
Baib laix xenb mongl khat . 
送   个 姑娘  去  客      陪姑娘出嫁。 
 
背骨は傘の骨と柄に 
肋骨は傘の椽76に 
皮は傘の蓋にした 
一つの傘になって 
娘たちにあげよう 
娘たちに付き添って嫁に行く 
 
Mais Vongx dad qot beet , 
眼睛  龙   又  变化       龙眼放一边， 
Jef jangx ghab xid leit ? 
变成     哪样   到        变成啥東西? 
Dlot Vongx dad qot beet , 
鳞    龙  又   变化       龙鳞放一边， 
Jef jangx ghab xid leit ? 
变成     哪样   到        变成啥東西? 
Gib Vongx dad qot beet , 
角    龙  又   变化       龙角放一边， 
Jef jangx ghab xid leit ? 
变成     哪样   到        变成啥東西? 
Dliub niux Vongx qot beet , 
胡须      龙  又  变化    龙须放一边， 
                                                   
76 傘の椽：つまり傘の骨組みである。 
Jef jangx ghab xid leit ? 
变成     哪样   到        变成啥東西? 
 
龍の目はそばに置く 
どんなものになる？ 
龍の鱗はそばに置く 
どんなものになる？ 
龍の角はそばに置く 
どんなものになる？ 
龍の髭はそばに置く 
どんなものになる？ 
 
Mais Vongx dad qot beet , 
眼睛  龙   又  变化       龙眼放一边， 
Denb longx lol like dot ; 
灯    笼  来 仿  得       变成个灯笼； 
Dlot Vongx dlis diongl hsat , 
鳞    龙 处理  冲  沙     龙鳞扔沙冲， 
Dlot Vos jef mongl leit , 
穿山甲  才  去  到        穿山甲去通， 
Nenx dail jef qeb dot ; 
它   个 才  拣得          拣来作披挂； 
Gib Vongx dlis ghot wangs , 
角   龙  处理 弯弯里头    龙角扔弯头， 
Ab gib jef mongl jas , 
螺蛳  才  去 遇见         螺蛳去遇见， 
Nenx dail ghax qot bes , 
它   个  就  钻 进        它就往里钻， 
Hliongk gob liob mongl niangs , 
钻 （钻状）     去  里面  变成它的壳， 
Dlot Vongx diangd lol mus , 
鳞   龙    转   来 盖     龙鳞转来盖， 
Nenx diangd mid dak sos , 
它    转   不  到         得进不得出， 
Jangx bob gib was dias ; 
成    个 螺  打转转       走路净打转； 
Dail Vongx bangf dliub niu(x) , 
条    龙   的    胡须     龙的两根须， 
Hliongk lax wab mongl niangs , 
钻 （不停钻状） 去  里面  滑进螺蛳壳， 
Jef jangx gib dliub niu(x) . 
变成   螺蛳  胡须         变成螺胡须。 
 
龍の目はそばに置いて 
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提灯になった 
龍の鱗は砂の中に投げ込んだ 
穿山甲（動物のセンザンコウ）がいて 
それを拾って鎧とした 
龍の角は川岸に捨てた 
螺が角と出会った 
中に入り込んで 
殻にした（こうして田螺ができた） 
（穿山甲は）龍の鱗をかぶったが、穴に 
入るのは簡単でも、穴から出るのは困難だ
歩くときは、丸くなって転がる 
龍の二本の髭は 
螺の殻に滑りこんで 
螺の髭になった 
 
Dlis mongl dail Vongx dlot , 
处理  去  条  龙   鳞     真龙处理好， 
Gif jangx dail Vongx det , 
剜  成  条   龙  木       龙船做成功， 
Dangx dol dad dok jit , 
大伙    又 考虑 计谋      大家来筹划， 
Liangx hxangb xid dos ait , 
商量        如何   做     怎样来商量， 
Jef dot eb nongs hvot, 
才 得 水  雨  滴          才风调雨顺， 
Dongx fangb jef dot vut ? 
齐     村  才 得 好       大家才安康? 
 
*   *   * 
 
真龍（切り出したままの杉材）はうまく処
理した 
龍舟もできた 
みんなは計画を立てた 
どうすれば 
天候は順調になるか 
みんなが健康になれるか 
 
*   *   * 
 
Dangx dol ghax liangx lil , 
大伙     就 商量 道理     大家来商量， 
Dok jit hvib lax ghail , 
考虑 计策 高（高状）      大家来议定， 
Dok jit lol qid niel , 
考虑 计策 来 起 鼓        赶快起鼓来， 
Qid gix giot gid bil , 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
Qid Vongx diot gid nangl . 
起   龙   在  下方        下方划龙船。 
 
みんなが相談する 
みんなが決める 
早く太鼓をたたこう 
上流は蘆笙を吹く 
下流は龍船を漕ぐ 
 
Qid gix diot diod xid , 
起  笙 在   哪里        吹笙在哪里起， 
Qid hed diot diod xid , 
赶 集会 在   哪里       赶集在哪里起， 
Qid niel diot diod xid , 
起  鼓  在   哪里       跳鼓在哪里起， 
Qid mal diot diod xid , 
起  马  在   哪里       赛马在哪里起， 
Qid bil diot diod xid , 
起  坡 在   哪里        看会在哪里起， 
Qid dliangb diot diod xid ? 
起   神   在   哪里     朝庙在哪里起? 
 
*   *   * 
 
どこで蘆笙を吹く 
どこで集まる 
どこで跳鼓をする 
どこで競馬をする 
どこで蘆笙会を見る 
どこで祭りをする 
 
*   *   * 
 
Qid gix Bal Was Hed , 
起  笙   翁谷陇         吹笙在翁谷起， 
Qid hed Baik Jib hed , 
赶 集会  白基厚        白基厚起集会， 
Qid niel diot Dangx Deb , 
起  鼓  在   党兜       跳鼓在党兜起， 
Qid mal diot Jeex Vob , 
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起  马  在  简 窝       赛马在简窝起， 
Qid bil diot vangx hvib , 
起  坡 在  岭   高      看会在高坡起， 
Qid dliangb diot Hangd lul , 
走   神   在   十里桥  東坡和十里桥， 
Diot Dongb pob gid nangl . 
在   東   坡   下方     朝庙会那里起。 
 
翁谷で蘆笙を吹く 
白基厚77で集まる 
党兜で跳鼓をする 
簡窩で競馬をする 
高坡で蘆笙会を見る 
東坡と十里橋78で 
祭りをする 
 
Dail xid dail hliod lal , 
个  哪 个 聪明 漂亮       谁是聪明人， 
Dail xid lol liangx lil , 
个  哪 来 商量 道理       为大家着想， 
Dok jit lol qid niel . 
考虑 计策 来 起 鼓        替大家起鼓。 
Qid niangx diot gid nangl ? 
起   船   在  下方        起龙船下方? 
 
賢いひと 
みんなのために考える 
太鼓をたたいて 
龍舟を漕ぐの 
 
Dail xid lol qid lil , 
个  哪 来 起 理           哪个来创理， 
Qid hxak baib dangx dol ? 
起  歌  送    大伙        编歌大家唱? 
Dail xid lol qid ghol , 
个  哪 来 起 布           哪个来织布， 
Qid dok baib wid niangl ? 
起  布  送   少妇         教妇女学纺? 
Dail xid lol qid mangl , 
个  哪 来 起  麦          哪个来开荒， 
Qid niak baib dangx dol ? 
                                                   
77 白基厚、党兜、簡窩：すべては地名、音訳であ
る。 
78 十里橋：地名、黄平東坂郷の境界内にある。 
起  饭  送    大伙        教大家种粮? 
 
誰から始める 
歌を作ってみんなと歌うの 
誰か布を織る 
婦人に紡織を教えるの 
誰か開墾する 
みんなに耕作を教えるの 
 
Ghet Bod sul Ghet Lol , 
勾   包 和  勾  劳        勾包和勾劳， 
Nenx ob lol qid niel , 
他   俩 来 起 鼓          他俩来起鼓， 
Qab niangx diot gid nangl , 
起   船   在   下方       起龙船下方， 
Hxid gix diot gid bil ; 
看   笙 在  上方          起芦笙上方； 
Dios ab Jenb Dangx dail , 
是  阿  金  党   个       是那个金党， 
Nenx ob lol qid lil , 
他  俩 来 起 理           他俩来创理， 
Qid hxak diot dangx dol , 
起  歌  送    大伙        编歌大家唱， 
Qid dok diot wid niangl ; 
起  布  送   少妇         教少妇织纺； 
Dios ab Xangb Ghed Lol , 
是  阿   香   勾  劳      是那香勾劳， 
Nenx dail lol qid mangl , 
他   个 来 起  麦         是他来开荒， 
Qid niak baib dangx dol . 
起  饭  送    大家        教大家种粮。 
 
勾包と勾労 
太鼓をたたいた 
龍船を漕いだ 
蘆笙を吹いた 
あの金党（人名）と 
二人で始めた 
歌を作ってみんなに教えた 
若い婦人に紡織を教えた 
あの香勾労 
彼が開墾した 
みんなに耕作を教えた 
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Qid gix giot gid bil , 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
Qid Vongx diot gid nangl , 
起   龙   在  下方        下方划龙船， 
Fangb nend dib nangx gol , 
村    那  打  名   叫     哪里吹芦笙， 
Sos bit ghob ghax yel ? 
凿 名  叫   什么          何处划龙船? 
 
*   *   * 
 
上流は蘆笙を吹く 
下流は龍船を漕ぐ 
どこで蘆笙を吹くの 
どこで龍船を漕ぐの 
 
*   *   * 
 
Qid gix giot gid bil , 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
Diot Dongb Pob Hangd Lul ; 
在    東   坡  十里桥     東坡朝庙会， 
Qid Vongx diot gid nangl , 
起   龙   在  下方        下方划龙船， 
Diot Zangx Eb hfud vangl . 
在  平寨     寨头         平寨河里赛。 
 
上流で蘆笙を吹く 
東坡で祭りをする 
下流で龍船を漕ぐ 
平寨の川で競漕する 
 
Qid gix giot gid bil , 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
Diot Dongb Pob Hangd Lul ; 
在    東   坡  十里桥     東坡朝庙会， 
Qid Vongx diot gid nangl , 
起   龙   在  下方        下方划龙船， 
Diot Zangx Eb hfud vangl . 
在  平寨     寨头         平寨河里赛。 
Mif Vongx diangx diangd bil ? 
母   龙  （转不转）上方    龙母是否转? 
Bak Vongx diangx diangd nangl? 
父   龙   （转不转）  下方  龙公是否来? 
 
*   *   * 
 
上流で蘆笙を吹く 
東坡で祭りをする 
下流は龍船を漕ぐ 
平寨の川で競漕する 
龍母はうねりながら戻ってくるか 
龍公は戻ってくるか 
 
*   *   * 
 
Qid gix giot gid bil , 
起  笙 在  上方           上方吹芦笙， 
Diot Dongb Pob Hangd Lul ; 
在    東   坡  十里桥     東坡朝庙会， 
Qid Vongx diot gid nangl , 
起   龙   在  下方        下方划龙船， 
Diot Zangx Eb hfud vangl . 
在  平寨     头  寨       平寨河里赛。 
Yux hveb gix dlangl dlangl , 
响  声  笙（笙声不停响）  芦笙嗡嗡响， 
Bet niel ghod dongl dongl , 
响   铜鼓   咚    咚      铜鼓响咚咚， 
Hxed hvib naix gangl dangl , 
热   心   人（热心状）    人心暖洋洋， 
Mif Vongx ghax lol bil , 
母   龙   就 来 上方      龙母转上来， 
Bak Vongx seix ngal nangl , 
父   龙   也 下来 下方    龙公回下方， 
Bet ghox hod deel leel , 
响  个  雷  隆隆          雷声隆隆响， 
Eb fangx eb niel lol , 
水  黄  水 浑 来          大河小河涨， 
Jef maix eb hxangb mangl , 
才  有 水   熟   麦       有水来浇灌， 
Jef dot laib yis nal . 
才 得 粒 养 老人          大地才长粮。 
 
*   *   * 
 
上流は蘆笙を吹く 
東坡で祭りをする 
下流は龍船を漕ぐ 
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平寨の川で競漕する 
蘆笙はぶんぶんと鳴る 
太鼓はドンドンと鳴る 
人の心は暖かい 
龍母はうねりながら上流にやって来る 
龍公はかえってきた 
雷がごろごろと鳴る 
大河と小川は水がたっぷり 
水があって灌漑ができる 
大地も食糧がたっぷり 
 
*   *   * 
 
Maix gux ait nend lol , 
有 典故 做 那样 来        有典这里起， 
Maix bax ait nend dangl , 
有   排 做 那样 等        有古这里来， 
Niangx nangd jef qend niel , 
年      这  才 起  鼓     如今才跳鼓， 
Diangb dliangb diot Hangd Lul , 
抬      神   在   十里桥  上方朝庙会， 
Diot Dongb Pob gid bil ; 
在   東   坡  上面        東坡吹芦笙； 
Qid niangx diot gid nangl ， 
起   船   在  下方        下方划龙船, 
Diot Zangx Eb hfud vangl . 
在  平寨      头寨        平寨河中赛。 
 
こういうお話があって 
こういう伝説があって 
今は跳鼓がおこなわれ 
上流は祭り 
東坡で蘆笙を吹く 
下流は龍船を漕ぐ 
平寨の川で競漕する 
 
Diot hxak gid Dod Dail, 
唱   歌  路 杀  个      这路《斩龙》歌， 
Maf Vongx Ghab Jid Niol , 
杀   龙     深渊里      这部《杀龙》词， 
Jul hxak hangd nend lol , 
完  歌    那里   来       结束在这里， 
Jul dok hangd nend sail . 
完 布     那里  结束      织布这里成。 
Ob vut vangs jox gongl , 
咱 好好 找  条  路        另外走新路， 
Vangs jox xot dax gol . 
找    条 路 来 喊         另外唱新歌。 
 
この『龍殺し』の歌 
この『龍殺し』の歌詞 
ここで終わる 
布を織るのも完成 
また新しい道を歩く 
また新しい歌を歌う
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苗歌『龍殺し伝説』を全体的に見れば、それは三つの部分に分けられる。即ち、①龍殺
し、②雨乞い、③龍舟競漕の始まりである。 
① 龍殺しの部分は、龍が漁夫の息子を殺し、漁夫は復讐に龍を殺す、つまり龍と人間
の対立・抗争を語る。 
② 雨乞いの部分は、龍と雨、龍と天候の密接な関係を示すものである。人間にとって
雨神の龍は生きていくうえで欠くことの出来ない存在である。対立はするものの、欠くこ
との出来ない存在なのである。 
③ 龍舟競漕開始の部分では、人が龍の願いを容れ、龍に似せた船を造り、川の中で龍
を再生させ、龍はお返しに雨と天候の順調を贈る。ここでは、龍と人の戦いが、最後には
互いを認め合う平和共存に終わることが語られている。 
龍舟競漕の起源伝説「龍殺し」は、象徴論的解釈を導入すれば、龍の形をとった自然と
人間との対立の平和的止揚、即ち和諧の創出を語る伝承と言えよう。 
龍殺し起源は、さらに一歩を踏み出せば、苗族の生態倫理観を反映しているともいえる。
彼らは、永らく、自然とうまく調和して生きてきたのである。近年、中国の環境破壊と環
境汚染は深刻なレベルにある。それは、改革開放政策以後の社会正義を欠いた無軌道な工
業・経済開発策がもたらしたものであったが、政府はこれを憂慮し、人と自然の調和的共
存を図る政策を打ち出す。「持続可能な開発」戦略や「和諧」戦略である。苗族の龍殺し
龍舟競漕は、「持続可能な開発」戦略と「和諧」戦略を体現する文化であるといえる。 
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第二節 苗族龍舟の構造と製作 
苗族の龍船の形態と構造は独特である。明の『鎮遠州誌』は次のように記している。 
 
「重安江は勝秉から清江へ注ぐ。苗族の人たちは五月二十五日に、龍船の競漕をする。形
と構造は珍しいものである。大小 2 本の木を刳りぬいて舟にし、次に２艘の舟を結び合わせ
る。舟はすごく長い。約四、五丈であり、三十、四十人を乗せることができる。人はみな立
って漕ぐ。非常に危険である。」79 
 
龍舟を作るのは龍舟祭の中で一番大事なことで、しかもいつでも見られるというもので
はない。また、新しい龍船作りには大変な人力と費用が入用となる。「施洞龍舟協会」か
ら提供された龍舟制作予算表（表 7）によれば、一痩あたり 12 万元が必要である。劉議
長によれば、かつては一隻の龍舟つくりはほぼ村全体が関わる大仕事であった。 
 
表 7 龍舟制作予算表（一艘） 
名称 数量 単位 単価（元） 合計（元） 備考欄 
香と紙銭 1 枚 12 12  
赤い布 1 枚 12 12  
赤い雄鶏 1 匹 18 元/斤 54 一匹 3斤 
白い雄鶏 1 匹 25 元/斤 75 一匹 3斤 
火縄銃 2 束 12 24  
火薬 0.5 斤 30 15  
龍樹（龍舟用
の杉）を切る 
2 人/回 120 240  
龍招き祈祷
師人件費 
2 人/回 120 240  
杉（子舟用） 20 本 600 12000 一本の長さ
は 24メート
ル、直径 30
センチ 
大龍頭材料 1 本 8000 8000 水柳の木 
小龍頭材料 1 本 300 300  
各種の染料 12 種類 90 1080  
鉄釘 200 斤 18 3600 龍船用 
桐油 120 斤 20 2400  
麻の繊維 280 斤 16 4480  
                                                   
79 龔伝坤（明清）編、『鎮遠州（府）誌』、中国地方誌集成貴州府県誌集集録 16、明正統鎮遠州誌（清乾
隆鎮遠府誌）。 
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トタン 40 枚 40 1600 龍頭包み用 
龍船作りの
人件費 
1 匹 9400 9400  
大龍頭彫刻
人件費 
1 個 1800 1800  
小龍頭彫刻
人件費 
1 個 600 600  
杉（母舟用） 3 本 4000 12000  
運送料   15000 15000 人と材料 
日当 600 一日あたり 60 36000  
日当 600 一日あたり 10 6000  
木材探しと
伐採の手続
き費用 
  4500 4500  
総計    119,432元  
出典：「中国（施洞）苗族龍舟協会」2014年 6月 17日 
 
一、龍舟の製作 
龍舟にはまっすぐな杉が３本（母舟用に巨木１本と子舟用に２本）必要である。龍頭に
は、軽くて堅く、彫刻しやすい水柳の木（苗語で det jab jib eb）が適している。もし
村の中にこれらの木材がなければ、外から買わなければならないが、値段は一般木材より
数倍高い。一匹の闘牛と交換する場合もある。龍頭を彫刻する水柳の木は見つけやすいが、
選定後、木の持ち主が売りたくないなら、こっそりと切る。持ち主は発見しても、叱れな
い。しかし、謝礼と感謝の意を表すため、必ず一かご分の糯米のご飯、一匹の雄鶏、一壺
の米酒を木の下に置くか、木の持ち主の家まで届ける。 
杉（龍樹）が選定されると、これを切るが、木を切るには一定の決まりがある。まず木
を切るに適した吉日を選ぶ。普通は辰年の旧暦の十月未日である。次に木に供物を供える。
鼓主の家から糯米のご飯、生きた雄鶏と雄の鴨それぞれ一匹、刀頭肉（豚肉）一塊、青い
布ひと尺、絹糸一本、生麻ひと束、酒一壺などを用意して、木切りの人に渡し、木の根元
で祭りをする。香と紙銭を燃やし、鶏と鴨を殺して、その血を木の幹に塗り、山の神と木
の神に捧げる。続いて、古い決まりや儀式をよく知る、富貴両全の一人の古老が木に向か
って祈る。「吉杉よ！私たちの全氏族があなたたちを切り倒し、龍舟を作るのを許してく
ださい。老人と若者の平安、子孫の繁栄をお守りください」。儀式が終わると、事前に選
んだ福のある人（両親健在で、息子と娘を持ち、後妻を取らない中年男子）が先に一斧を
入れた後、みんなが木を切り始める。木を切る時、梢が東方に向かって倒れるのは縁起が
良いという。東は、移動した苗族の故郷の方角であるからである。龍頭用の水柳の木を切
る時の儀式も同じである。 
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写真 13 龍船材の選定 
 
写真 14 「龍木」を切る前の儀式 
 
写真 15 山の神、木の神に向かって酒を勧める 
出典：NHK「地球に好奇心」テレビ番組（2001）『龍船復活―中国·苗語 小さな村の熱い夏 
―』（写真 13－15） 
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木を切り倒し、これを運ぶ途中、人々は酒で迎え、鴨、鵝鳥、約一丈の赤い緞子一枚を
龍樹に結び、祝いの歌を歌う。村に到着すると、老若男女全員が酒、肉、色のついた糸、
絹織物で迎え、「龍が来た！龍が来た！」と歓呼する。最後に、鼓主の家が宴席を設け、
木を切った人達をねぎらう。 
 
 
写真 16 「龍樹」を切る 
 
 
写真 17 「龍樹」を運ぶ 
出典：NHK「地球に好奇心」テレビ番組（2001）『龍船復活―中国·苗語 小さな村の熱い夏 
―』（写真 16－17） 
 
龍樹が村に着くと、吉日を選んで龍舟を作る。まず白い雄鶏一匹と香紙などの供物を用
意して守護神の「嘎哈」（ガハ ghab hvab）を祭り、龍舟つくりの順調を祈る。その後、
舟大工（その妻が妊娠と産褥でない人が選ばれる）が墨入れをして、村の青壮年男子が龍
舟造りにとりかかる。工程は、母舟、子舟、龍頭、櫂、舵、棹、天秤棒の制作、及び龍舟
の組立から成り、終えると、龍舟を実際に川に浮かべて試運転し、さらに微調整を重ねる。
最初のステップは「龍樹の皮剥き」であり、「龍の鱗を剥く」と俗称される。第二のステ
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ップは舟体の制作で、外形を整え、幹を刳りぬく。第三のステップは舟の漏水の防止及び
水中航行の抵抗力を減らすため、隙間を、桐油と石灰の混合物をパテを使って埋める。第
四のステップは鉄で包む（写真 9 参照）。第五のステップで舟体に桐油を塗る。少なくと
も三回塗る。桐油は乾燥しやすく、比重が軽く、光沢が出て、付着力が強いため、塗ると
防水、防腐、錆止めの効果が出る。最後のステップは龍頭に関するもので、これを舟体に
固定するための開口部を設ける。龍舟の大体ができると、大工はよく検査し、問題が見つ
かれば修繕する。 
 
 
写真 18 樹皮剥き（「龍の鱗を剥き」） 
 
 
写真 19 幹の刳り貫き 
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写真 20 防水のため、生石灰を原料として作ったパテを充填 
 
 
写真 21 堅いため扁平なトタンで包む 
 
 
写真 22 防虫防湿のため舟に桐油を塗る 
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写真 23 龍頭を差し込む穴をあける 
出典：中央民族大学体育学院少数民族体育用品項目課題組（2011）少数民族体育用品，中
央民族大学出版社．p．65－85．（写真 18－23） 
 
龍頭制作について以下に述べる。龍頭には大、小がある。大きい龍頭は、頭、首、差込
みの三つの部分を含む。頭と首は中空で、重さを軽減するためである。舟体に差し込むと
きは、一本の木釘と麻縄あるいは藤つるを使って母舟の頭部に固定する。龍頭の彫師は龍
が七つの動物の合体と考えている。即ち、獅子の鼻、蛇の体、魚の鱗、鶏の爪、水牛の角、
鹿の角、羊の角である。龍頭の制作工程は、材料の選定、粗彫刻、本彫刻、諸部分の制作、
研摩と組立、色塗りの六ステップがある。 
第一は材料の選定である。選んだ柳を切って村へ運ぶ時も、舟体の杉と同じく喜びの歌
で迎えられる。人々は柳に酒を注いで恭しく祭る。第二は粗彫刻である。原木にスケッチ
を描き、これに沿って斧で大体の輪郭を切り出してから、龍の首と頭の部位を中空にする。
こうすれば、舟全体の重さが軽くなり、競漕に有利となる。第三は本彫刻である。龍頭の
各部位（目、鼻、上顎、下顎、口、歯、龍の脊椎と 160の龍の鱗）を細かく彫刻する。第
四は部品の制作である。部品は、十枚の龍の鰭、二枚の龍の耳、二本の毛、二本の鼻の髭、
二本の牛の角、二本の鹿の角、二本の羊の角、六本の龍の髭、八本の龍の眉、一枚の龍珠、
一本の龍の舌、一匹の縁起が良い鳥が主なものである。村ごとに縁起の良いものは異なっ
ていて、鳥、蝉、蜜蜂などを用意する村もある。作るには、まず龍頭の大きさに合わせて
各部品の見取り図を描き、木材にこれを写し、最後は木材を切って彫刻する。第五のステ
ップは研摩と組立である。精緻に大龍頭の各部位と部品を研磨機と研摩布でなめらかに磨
いてから、部品を組み立てる。第六は色塗りである。龍頭の各部位に違う色の漆を塗って、
生きているようにする。 
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写真 24 柔らかい水柳の木を龍頭材として選ぶ 
 
写真 25 原木を龍頭の大体の形に切る 
 
写真 26 細部の彫刻 
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写真 27 色塗り 
出典：中央民族大学体育学院少数民族体育用品項目課題組（2011）少数民族体育用品，中
央民族大学出版社．p．65－85．（写真 24－27） 
 
次に小龍頭の制作である。制作過程は大龍頭と同様だが、より細かい。まずは小龍頭の
原材料の全体をアラビヤ数字の 7の形に切る。次に、これに龍頭の紋様を描いてから彫刻
する。彫刻した後は紙やすりで磨き、最後に色付けをする。 
 
 
写真 28 小龍頭の彫刻（筆者撮影） 
 
櫂と舵の材料は杉である。制作工程はほぼ同じで、材料の選定、荒削り、仕上げと続く。
まず木材を適切な長さに切り取ってから、樹皮を取り除く。次に両端から墨入れをして、
斧で荒削りする。この時、柄とブレード（水かき）は同じ長さにする。仕上げは、櫂と舵
はともに、柄を丸く削り出す。また、櫂のブレードは先を狭く元を広く、またその先端に
は楕円形の鉄の箍をつける。舵のブレードは先を広く、元を狭くし、柄の頭には木製の短
い柄をつける。最後に桐油を塗って完了する。 
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写真 29 櫂と舵の制作（筆者撮影） 
 
 
写真 30 櫂と舵（筆者撮影） 
 
棹の材料は竹である。まず竹を火の上であぶって、曲がった部分を直す。続いて鉋を使
って竹の節の外縁をなめらかに削る。次に鉈で竹の一端を細く削り、そこに鉄の箍を被せ、
その中に鉄の棒を挿入して固定する。 
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写真 31 節削り（筆者撮影） 
 
 
写真 32 棹の先に鉄の棒を差し込む（筆者撮影） 
 
鎹板は三つの船を一体にする連結板である（写真 34、35参照）。一隻の龍舟には五つの
鎹板が要る。一つ目は母舟の第一艙パネル後部に設置され、残りの鎹板は母舟の第二～第
五艙のパネル前部に設置される。鎹板と船は木製の留め釘と竹籤とで繋げられる。鎹板の
材料は水柳の木である。軽く、硬度が高く、曲がりにくい。竹籤は竹を四本に割って作る
（写真 33参照）。このほか、漕いで進む途中に水が舟内に入らないよう、子舟と母舟の隙
間を藁で塞ぐ（写真 36参照）。 
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写真 33 竹籤の制作（筆者撮影） 
 
 
写真 34 龍船を組み立てる時必要な鎹板の制作（筆者撮影） 
 
 
写真 35 鎹板と竹籤と麻縄で、母舟と子舟を繋ぐ（筆者撮影） 
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写真 36 子舟と母舟の間を藁で塞ぐ（筆者撮影） 
 
最後は龍頭の装着である。龍頭の差し込み部の穴と龍船の頭部の穴を合わせ、下から上
へ留め釘を打ちこみ、楔を打って締める。差し込んだ後で、麻縄で龍頭と舟を強く縛る。
小龍頭は母舟の第一の船倉のパネルの孔に挿入する。龍舟はこれで完成する。完成すると、
川でテストをする。済むと、祝賀のため、全氏族と村の各戸はお金を出し合って酒を買い、
料理を用意して盛大な宴会を開く。テスト中に分かった問題に対して、舟大工は調整する。
たいていは、龍舟のバランスと船倉の漏水などの問題である。普通、龍舟が完成すると、
五ヶ月以上をかけて舟体を十分に脱水させ、軽くすると、滑走しやすくなる。 
 
 
写真 37 完成した苗族の龍舟（筆者撮影） 
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写真 38 完成後のテスト（筆者撮影） 
二、龍舟の構造と形状 
龍舟は三隻の舟を結合している。苗語で衣胖仰勇（yib pangd niangx vongx）と言う。
真ん中は「母舟」（dail mif）、両側は「子舟」（ghab daib）である。「母舟」の全体は機
織りに使う杼に似ている。長さ 21～24 メートル、前部の周囲は 1.8 メートルで、先端は
五角形。龍頭を装着する部位は水面 0.9メートルの高さにし、水面とおよそ 30 度の角度
を取っている。後部周囲は 1.28 メートル、幅約 0.7 メートル、かすかに上昇して、尖端
は丸いアーチ形をする。母舟の中は六つの艙に分けられ、1つの艙は 2.91～5メートルで
ある。先頭の第一艙が最も長く、棹使い、砲手、会計係、太鼓打ち、銅鑼打ちが乗る場所
である。次の四つの艙と最後の艙は比較的に短く、迎龍儀礼の生贄と贈り物、また鼓主が
舵取りのために用意した食べものがここに置かれる。母舟の両側の二隻の子舟は、母舟に
合わせるようにつくられる。子舟の艙は 4つで、幅は約 0.4メートルである。そこは漕手
が立って舟を漕ぐ場所である。 
 
図 18 母舟見取り図 
出典：中央民族大学体育学院少数民族体育用品項目課題組（2011）少数民族体育用品，中
央民族大学出版社．p．65－85．から一部引用。筆者作成 
 93 
 
 
図 19 子舟見取り図（筆者作成） 
 
 
写真 39 船上の人の食物（筆者撮影） 
 
龍頭は 3～4メートル、直径約 0.3 メートルがふつうであるが、実際は龍舟の大きさに
よって決められる。龍頭は角、耳、鼻、目、鰭、髭などをもつ。首の下には逆麟を忘れな
い。全体は金、赤、黄、緑、白など鮮やかな色つかいながら調和が求められ、さらにガラ
ス片をはめ込み、光らせる。村ごとに、龍頭の色も違っている。特徴的なのは楊家寨の龍
頭である。この村の龍頭はダークブルーであるが、これは、伝説で、遅れた楊家寨の人は
龍の腸を食したが、龍の腸の色は青いことに因んでいる。そこで、彼らの龍舟は青龍と呼
ばれる。稿仰寨の龍の首の鱗は黒く、そのため鬼龍と呼ばれる。鬼龍が定められた正しい
日に龍舟棚から引き出されて進水されなければ、干害を招くと伝えられている。龍頭には
三対の角があって、それぞれ一対の水牛の角、一対の羊の角、一対の鹿の角であるとされ
る。水牛の角の左右には「風調雨順、国泰民安」と八つの大きな字が書かれている。 
苗族の伝統的な観念では、龍には水龍と旱龍（大地の龍）がある。旱龍は水牛のため、
その龍船には水牛の角をつける。恐らく、それは苗族の「吃牯藏80」と関係がある。龍の
                                                   
80 吃牯藏，「吃鼓藏」、「牯藏節」とも称する。貴州東南の苗族の最も盛大で厳かな祖先を祭る式典である。
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目は八角形のガラスでつくるため、鋭く生きている印象を与える。口には珠（動くように
つくっている）を含み、口の下に赤い繍球をかける。頭は高く上を向き、髭と髪の毛がふ
わりと漂う。小龍頭は母舟の第一艙のパネルの上に置き、銅鑼をかけるのに使われる。小
龍頭は、龍頭と同じく精巧に彫られるが、一対の小さい鹿の角だけをもつ。 
 
写真 40 龍頭の上の祥鳥（筆者撮影） 
 
写真 41 龍頭に設置する水牛の角（筆者撮影） 
 
写真 42 水牛の角の装着（筆者撮影） 
                                                                                                                                                 
その伝説の起源は苗族の創始歌に記載されている。祭りは普通 13年に一回催され、苗族の各鼓主から組
織され、関係がある村々の間で行われる。この時の重要な行事は牛を殺して祖先を祭ることであり、そ
の間に闘牛をし、蘆笙を吹く。 
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写真 43 龍頭の装着風景（筆者撮影） 
 
龍舟は「龍船棚」（写真 44）に保管される。龍舟棚を建造するには、その場所の選定が
重要であり、風水によって、これを決める。前に川を持ち、後ろに山がある場所が選ばれ
るのが普通である。そうすれば、村は栄え、災害をよけてくれる。梁と柱は、伝統建築技
術を十分に生かして、丈夫に繋げられている。全体は広く、風通しがよい。母舟と子舟は、
ふつう、共に龍舟棚に保管する。試合の 2～3 日前に進水式を行い、龍頭と母舟と子舟を
合体させて龍舟を組み立てる。 
 
 
 
写真 44 龍舟を保管する龍舟棚（筆者撮影） 
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三、龍舟の付属品 
龍舟の付属品には、櫂、舵、棹、銅鑼、太鼓、火縄銃がある。 
競漕の時に櫂は一番多く使われる道具であり、一隻の龍舟には 32本の櫂が必要である。
櫂持ちは四人ごとに子舟の艙（子舟の艙は 4つ）に立つ。櫂の長さは約 1.9 メートルで、
握る柄は円柱形である。入水するブレード部位の先の幅は約 7センチメートルで、両側は
少し薄く、中心はやや厚く造っている。ブレード先端部は鉄の箍で包んでいる。 
 
図 20 櫂（左）と舵（右）の見取り図 
出典：中央民族大学体育学院少数民族体育用品項目課題組（2011）少数民族体育用品，中
央民族大学出版社．p．65－85．から一部引用。筆者作成 
 
舵は舟の方向をコントロールする。龍舟は大きいため、一隻の龍舟には 4～5 人の舵と
りが乗る。舵は櫂より 30 センチほど長く、大きい。一人の舵取りが母舟の後部甲板に立
って、最重要の舵手の役割をする。残りの舵取りは母舟の最後の艙に立つ。 
 
棹は川底を突く道具で、竹で造り、長さは 5メートルほどある。川底を突く先端部には
鉄の棒を埋め込んでいる。浅瀬や暗礁が多い場所を通る時、あるいは隣の船とぶつかりそ
うになった時などに、龍舟の最前部に立つ棹手は棹によって方向を変えるのである。 
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太鼓は木製で、両側は牛革を張ってあり、直径 34センチメートル、幅 18センチメート
ルほどである。赤い漆で着色し、上下に鉄の輪をつけている。縁には銅の鋲が埋め込んで
ある。太鼓をたたく人は鼓主と呼ばれる。船の進行方向を背にして、母舟の第一艙に設け
られた専用座板に座って、片手に太鼓、片手に棒を持ち、太鼓をたたく。 
 
 
写真 45 龍舟上で使われる牛革の木製太鼓（筆者撮影） 
 
銅鑼は黄銅で作られ、直径 34センチメートル（厚み 0.5センチメートル）、幅 5センチ
メートルほどである。銅鑼は小龍頭の開けた口に掛けておく。銅鑼打ちは母舟の第一艙の
座板に座る。銅鑼打ちは、女装した少年がこれをつとめる。太鼓と銅鑼はセットで叩かれ、
先に太鼓、次に銅鑼の順で打つ。「ドンドンター、ドンドンター」と聞こえる。 
 
 
写真 46 龍舟上で使われる銅鑼（筆者撮影） 
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火縄銃は鉄製頭部と木棒から成る。全長 1.2メートルほどである。鉄製頭部は約 40セ
ンチメートルで、赤い布を結んでいる。火薬を入れる部分の長さは 20 センチメートルで
ある。三つの火薬孔があって、中に黒色火薬を入れ、柔らかい紙で孔を詰める。導火線は
各孔の下から出す。火縄銃の使い手は鼓主の後ろに座る。太鼓、銅鑼、火縄銃は地元の人
がこれを造る。 
 
 
写真 47 龍舟上で使われる火縄銃（筆者撮影） 
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第三節 苗族龍舟競漕のルールと身体技法 
一、役割分担 
龍舟に乗る人は、棹使い、火縄銃の砲手、太鼓打ち、銅鑼打ち、舵手、会計係、漕手か
ら成る（図 21参照）。 
 
図 21 役割分担説明図（筆者作成） 
１．棹使い 
一人。力が強く、龍舟競漕の豊富な経験を持ち、水泳の得意な人が当たる。衝突事故を
避ける本来の目的以外に、さまざまな贈り物を受け取り、それを船首の龍頭に飾る役目も
受け持つ。そのため、二本の棹を常備している。岸辺から渡される贈りものをうまく棹で
受け取り、龍の頭や角、それに龍の長い首に巧みに掛けていくのである。 
 
 
写真 48 棹使い（筆者撮影） 
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２．火縄銃の砲手 
一人。村の中の中老年者から選ぶ。火縄銃を手に持ち、火薬の入った牛の角の筒を腰に
挿す。棹使いの後ろに、彼に背を向けて座す。早瀬を進む時や競漕が激しい時などに点火
して大きい音を発し、漕ぎ手の奮起をうながし、勢いをつける。 
 
 
写真 49 火縄銃の砲手（筆者撮影） 
３．太鼓打ち 
一人。古老。麻布の長袖服の上に、絨のベストをはおり、サングラスをかけ、幅広の麦
藁帽子をかぶり、首に銀のネックレスをかける。火縄銃の砲手の後ろに、彼に背を向けて
座す。銅鑼打ちと漕手に向かって、そのリズムを作るため、太鼓をたたく。太鼓を叩くと
銅鑼が鳴る。「ドンドン、ター」。太鼓のリズムには、二回、三回、五回、九回の四種類が
ある。航行の時は、多く、二回、三回、五回のリズムを打つ。競漕の時は、三回、九回の
リズムを打ち、緊張を高める。 
 
写真 50 龍舟上の太鼓手（筆者撮影） 
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４．銅鑼打ち 
一人。太鼓打ちの一族で、十歳の男の子が女装する。彼は体中に銀製の飾りをつけてい
る。太鼓打ちと 1.5メートルの距離をとって向かい合って座す。銅鑼は、三尺の小龍頭に
縄で掛けている。古老の太鼓打ちと若い銅鑼打ちは、競漕起源伝説に登場する古老漁夫と
その息子をあらわすと考えられている。 
 
写真 51 銅鑼打ち（筆者撮影） 
５．舵手 
5人。舟のかじ取り。中の重要な 1人が母舟の船尾甲板に立ち、長い舵を操る。水泳に
長じ、突発事故への対処に優れている男が選ばれる。彼は、舵とりのほか、漕ぎ手のピッ
チを決定する。船首の太鼓打ちと銅鑼打ちは、彼に従う。彼以外の 4人の舵手は、彼の前
の第 6艙に立つ。彼らが使う舵は、漕ぎ手の櫂より小型である。 
 
写真 52 舵手達（筆者撮影） 
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６．会計係 
一人。誰から何をどれだけ受けたか、贈り物の受け取りを記録し、これを管理する。こ
の記録は将来の返礼の参考にされる。 
 
写真 53 会計係（筆者撮影） 
７．漕手 
二隻の子舟のそれぞれに立つ。艙ごとに四人。子舟に艙は 4つあるため、全員で 32人
となる。さらに、母舟の第 6艙の 4人の舵手も、時に漕ぎ手となる。全員が（太鼓打ちと
銅鑼打ち以外の全員が）紫青色の前ボタン式木綿上着に青ズボンの装束で、腰に銀泡花と
ひげがあるシルクのベルトを締め、頭に大きい笠を被る。つばには一羽の小さい銀の雀を
差し込んでいる。かつての乗り手は蓑を着、笠をかぶった。これは、降雨祈願を意味した。
漕手は成年の男子が担当する。全員が舟上に立って漕ぐ。 
 
 
写真 54 漕手（筆者撮影） 
 103 
 
二、身体技法 
身体技法とは、当該社会の人たちが、同じ目的を達成するために一定の仕方で身体を動
かす動かし方をいう。動かし方そのものは身体の解剖学的構造に制約されるが、他方で、
その社会の文化からも影響を受ける81。身体技法概念の命名はフランスの人類学者 M・モ
ース（1936）に遡り、その後、多くの人類学者が「文化と技は関係する」という理論に注
目し、身体技法の研究が民族文化の研究に重要であると認識している。 
苗族の龍舟競漕が孕む身体技法は、中国の他の諸民族のものと（さらに東アジアや東南
アジア諸民族のものと比べても）大きく異なる点を持っている。それは、漕手は全員が立
って舟を漕ぐことである。以下、役割ごとに記述する。 
 
１．棹使い 
母舟の最前部に立ち、5 メートルの長い竹竿を手にして前方を正視し、視野を広くとっ
て舟の進路を安全かつ高速に保つための技法を持つ。それは、棹で川底を押す技法である。
競漕中の舟の進路変更の微調節や舟の加速が、これによって可能となる。また、競漕以外
の河川航行時も（離岸、接岸など）、棹使い技法が発揮される。 
 
 
写真 55 龍船が岸から離れる時の棹使いの技法（筆者撮影） 
 
２．舵手 
母舟の最後部の甲板に立ち、最前部の棹使いと呼応して、舟の進路を統御する技法を持
つ。櫂より大型の舵を水中で操り、舟の進む方向を調整する。競漕のラスト・スパートで
は、舵を櫂に使って水を掻き、舟のスピードを上げることもおこなう。 
                                                   
81 馬塞爾・莫斯(Marcel Mauss)(1936)、佘碧平訳(2003)、『社会学與人類学』。上海：上海訳文出版社、
p.301-317。 
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写真 56 船尾甲板の舵手は長い舵で龍舟の方向をコントロールする 
（筆者撮影） 
３．漕手 
全員が立って舟を漕ぐ。中国やアジア諸国では座位で漕ぐのが普通であるため、苗族の
漕法は特異である。直立式の漕ぎ方は、両脚、腰と背、腕の全身を利用する。技法は、3
つに分けられる。しかし、3つの技法に苗語の呼称はない。 
①競漕時漕法 
勝利のために速度を上げる漕ぎ方である。進行方向右側の子舟に乗る漕ぎ手なら、図 6
のように、左脚を前に出す半身の姿勢で、左手で櫂の柄の先、右手で櫂のブレード下を握
り、膝を曲げ、上半身を前傾させ、両腕をできるだけ前に伸ばしてブレードを深く水に差
し入れ、掻く。すべて漕手の動き、力、速度、は舵手の号令によって命じられ、協調を保
つ。 
 
図 22 競漕時漕法の動作分解図（筆者作成） 
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②儀式とパフォーマンスの漕法 
進水式や迎龍儀礼などの儀式の時、また各種のパフォーマンスの時には、特別な漕ぎ方
が要請される。櫂の握り方は上掲競漕時のものと同様だが、膝は曲げず、舟にまっすぐに
立ち、肩を軸に両腕の力だけで漕ぐ。重要なのは、櫂を水から出す時、わざと水しぶきを
高くたてることである。龍舟がまるで、水しぶきを立てて川を泳ぐ龍神であるかのように
見せるためである。この漕ぎ方は、彼らの起源伝説に出る龍を再現する行為である（写真
57参照）。 
 
 
写真 57 儀式とパフォーマンスの漕法（筆者撮影） 
 
③流れを遡上する漕法 
龍舟が浅瀬を流れに逆らって遡上する時の漕ぎ方がある。毎年、龍舟競漕時に迎龍儀礼
を行うが、下流の村は、龍舟を遡上させて参加する。その方法は上述の 2つに比べて、は
るかに体力を消費し、かつ危険なものである。体の重心を大きく下げ、両手で櫂を強く握
って水に深く差し込み、櫂が水底に触れた瞬間に、櫂を支えに身体を跳ね上げ、空中に浮
かす。こうすることで、舟の重さを軽減させ、舟の推進速度を増す。この動作は全員で一
斉におこなわなければならない。遡上には、わずか数キロメートルでも一日かかることが
ある。 
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三、龍舟競漕の組織とルール 
苗族龍舟競漕の開催日は村ごとに違っているが、このことについて、施洞龍舟協会の議
長劉昌乾は次のように語っている。 
「龍が焼き殺された後、清水江沿岸の各村の苗族は争って龍の肉を食った。勝秉（今の
平兆）は頭、平寨は首、塘龍は胴体、容山は腰を食った。料洞は尻尾であった。そこで、
龍舟競漕の日程はこの順序に拠ることになった。勝秉は一日目の 5月 5日、平寨は翌日の
6日・・・である。しかし先祖は、この期間がちょうど農繁期に当たり、稲作に悪い影響
があるため、協議をし、勝秉だけは 5月 5日とするが、それ以外は農繁期が過ぎた時に開
催することとした。そこで、平寨は 24日、塘龍は 25日、容山（老屯）は 26日、料洞（六
合）と施洞口は 27 日に実施することになった。5 月 5 日の日付だけは変更しないが、そ
うでないと、干害がおこるからである」82。 
現在、苗族の龍舟競漕の実施範囲は龍の胴体を食った塘龍（台江県施洞鎮内）を中心に、
百数キロメートルの清水江の両岸に及んでいる。上流は施秉県双井鎮の平寨から、下流は
施秉県六合郷の料洞に至っている。さらに、台江県内の巴拉河が清水江に流れ込む 10 キ
ロメートルの両岸の村も含まれる。 
競漕試合は普通午後に行われる。5 月 24 日、龍船競漕の一日目、場所は平寨であり、
その時、十数隻の龍舟が試合に参加する。25 日の午後の試合は一番にぎやかで、施洞塘
龍で行われるが、これは政府が認めた正式な競漕の日と場である。26 日の競漕は「龍分
け」と俗称され、この時、銅鼓、老屯、六合の 3か所で、それぞれ試合やパフォーマンス
が行われ、それぞれ 4～8隻の龍舟が集まる。27 日には施洞の埠頭で試合が行われ、その
時、6～8 隻の龍舟が最後のレースに参加する。施洞は龍舟競漕の中心地であり、地元の
人々は競漕のほか、競馬、踩鼓あるいは游方を楽しむ。ほかの村に住む親戚や友人も接待
される。そのため、各家は両瓶の酒と十分な鶏、鴨、肉と糯米のご飯を準備しなければな
らない。 
祭りを祝うため、どの家も新しい服を縫う。老若男女みんな新しいひと揃いを用意する。
イベント期間の飾りにと、少女たちはとっくに銀の飾り物を買い込んでいる。もちろん、
みんなが競漕目当てではない。ある人は競馬や闘牛に興味を持ち、またある人は商売のた
めである。実際に各地から商人が集まり、人々も臨時の市場に期待する。また特に青年は、
娘めあて、踩鼓めあて、游方めあてに集まる。5 月 25、26 日の午後、そこには、幾百幾
千の未婚の男女が、素敵な服を着、立派な銀の飾りをつけて、7～8 人から十数人の群れ
で、恥ずかしそうに、しかしにこにこして大衆に囲まれ、時に立ち止まり、時にゆっくり
と歩く。まるでファツションショーのように、人々に鑑賞され、そしてその母たちは、立
派な服が入った竹かごを持って、根気よく後ろについて行く。時折、娘の服や銀飾りを少
し直してやったりする。娘の服装をうらやましがる表情で見つめる母親を見つけようもの
なら、彼女は比類のない慰めと誇りを見せる。こうした立派な服装の少女は間違いなくた
くさんの青年男女の注意を引きつける。夕日が西に沈むと、少女たちはやっとゆっくりと
                                                   
82 2014年 6月 21日におこなった施洞龍舟協会の議長劉昌乾とのインタビュー記録。 
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人々の群れから離れ、家路につく。あるいは近くの親戚の家に休みに行く。夜になると、
それは更に青年たちの世界である。三々五々と男女の青年は、昼間にぎやかだった埠頭に
集まる。澄み切ってよく通る歌、やさしい抑揚のある游方の調べ、旧友の再会と新しい友
達の出会いの中、笑い声と川のせせらぎが混じり、深夜まで佳境がつづく。多くの青年は
夜明けごろ、その場を離れる。27 日は最後の日で、各村は酒、肉、香紙で龍神を祭った
後、それぞれの舟を岸に揚げ、龍舟棚に格納し、桐油を塗って、来年に備える。 
 
 
写真 58 2015年 7 月 9日（旧暦 5 月 24日）平寨の競漕現場 
（筆者撮影） 
 
 
写真 59 2015年 7 月 10日（旧暦 5 月 25日）塘龍の競漕現場 
（筆者撮影） 
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写真 60 2015 年 7 月 11日（旧暦 5 月 26日）老屯「龍分け」の現場 
（筆者撮影） 
 
写真 61 2015 年 7 月 12日（旧暦 5 月 27日）施洞埠頭の踩鼓と競漕の現場 
（筆者撮影） 
試合は村対抗でおこなわれるが、一対一、あるいは三隻競漕で実施する。距離は約 500
メートル、試合の相手は自由に決め合うものと、現地龍舟協会による抽選とがある。自由
選択の試合は村と村の間でおこなうのが普通だが、時に異なる宗族の間の対抗戦もあり、
これらの場合は、規模はより小さく、ルールの厳格性も高くない。ルールは、普通、現地
の龍舟協会が定めたものを用いる。以下に示すのは、施洞龍舟協会が定め、調査時の 2015
年旧暦 5月 25日の塘龍寨で用いられたルール83である： 
一 試合に参加する龍舟は必ず 2015 年 7 月 10 日（旧暦 5 月 25 日）正午 12 時の前に組織
委員会に到着を報告しなければならず、13 時定刻に試合を行う。もし時間どおりに到着を報
告しなければ、試合放棄と見なす。 
二 試合に参加する龍舟の選手の服装は、民族の特色を体現した整然としたものでなけれ
ばならない。 
                                                   
83 施洞龍舟協会（2015-7-6）、『2015年中国貴州施洞国際独木龍舟節龍舟競漕比賽規則』。 
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三 選手が酒を飲んで参加するのは厳禁とする。試合に参加するチームの安全は各自で責
任を取るものとする。 
四 試合の順位と賞金。一等賞 1 チーム、賞金 4000 元。2 等賞 1 チーム、賞金 3000 元。3
等賞 1チーム、賞金 2000元。 
五 試合の方法。試合はトーナメント制で、参加チームは組織委員会が統一的に実施する
くじ引きをおこなう。試合は A、Bの二つのチームに分け、A1対 B1，A2対 B2の仕方でおこな
う。A は第一の競争路（つまり施洞のコース）、B は第二の競争路（つまり馬号のコース）で
あり、勝者が次の試合に出場する。もし二隻の龍舟が同時にゴールしたなら、ともに次の試
合に出る。もし、三隻とも同着なら、くじ引きをして、空くじを引いたチームが決勝戦に出
る。 
六 以下の行為があるなら、組織委員会は試合成績を取り消す 
① 組織委員会の指定する時間、場所に 10分以内に集まらない。 
② スタートのピストル音がまだ出ていないのにフライングをする。 
③ 試合中、指定のコースを進まず、コースを超え、相手龍舟の前進を妨害する。 
④ 試合中、一方が競争を諦めた場合でも、他方は全行程を漕ぎ切らねばならない。組織
委員会の指示に従わず、わざと悶着を起こす。 
七 組織委員会は 22 名の審判を設け、本部に 8 名、スタート地点に 6 名、コース監督に 3
名、ゴール地点に 5名を配置する。 
八 試合に影響を与えないよう、試合中は、試合と関係しない舟は競技区域内を航行しな
い。 
九 「接龍」（迎龍儀礼）は 12:30前には必ず終了しなければならない。集合場所は施洞塘
龍の埠頭である。試合中は接龍を禁止する。 
十 試合に参加する龍舟には、賞金のほか、2000 元の奨励賞を与える。 
施洞の試合ルールは、中国国家体育総局の龍舟ルール84と違いがある。例えば、試合の
組み合わせは、体育総局のルールでは、予選、二次予選、準決勝、決勝戦と進み、予選の
組み合わせでは、強いチームどうしが当たらないよう、あらかじめグループ分けに配慮す
る。しかし、苗族のルールでは、この点の配慮がなく、すべて抽選で対戦相手が決まる。
強い二つのチームが最初に当たっても、ルールに従うしかなく、こうした「天命に従う」
のが苗族には本当の公平と思われ、これによって天候の順調が守られるとされる。そのほ
か、苗族のルールにはタイム計測の習慣がなく、その時々の着順によって勝敗が決まる。
また、調査によると、2010 年以前は正式な競漕路を設定していなかったことから龍舟が
衝突する事件がよくおこり、そうなると、しばしばぶつかった村どうしの事件に発展した
という。現代的なスポーツルールの視点から見れば清水江流域の龍舟競漕ルールには不合
理な点が多くみられるが、苗族から見ると、そのルールは彼等独自の文化観に基づくエス
ノサイエンスの反映といえる。 
  
                                                   
84 中国国家体育総局龍舟試合規則（2003）、中国龍舟協会のホームページ
http://dragonboat.sport.org.cn/jsgz/ 
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第四節 苗族龍舟競漕の儀礼と禁忌 
一、儀礼と祭祀文化 
旧暦の 5月 18、19日に龍舟を持ち上げて接水し、23日に１艘の母舟と 2 艘の子舟を合
体させ、龍頭を装着して競漕用の龍舟を組み立てる。24日には漕ぎ始めをおこなう。 
 
写真 62 進水儀式に先立ち、全村の青壮年が舟を持ち上げて川に浮かべる 
（筆者撮影） 
漕ぎ初めに先立ち、祈祷師（鬼師）が進水儀式をおこなう。岸辺に「龍位」（龍を祈る
場）を設けて、一羽の白い雄鶏、一壺の酒、一元両角の金、一塊の刀頭肉、木の叉をもつ
五倍子の木と神符、三本の香、糯米の桶、一本の傘などを準備する。そして川と龍舟に対
して、古歌の『12の卵』と『苦難の長旅』のいくつかの歌詞を歌って、「手に一羽の白い
雄鶏を持って/一瓶の米酒は糖蜜のよう/この山に声をかけ/あの山に声をかけ/嘎哈を招
いて/村を守り/みんなに多くの子孫を与え/蜜蜂のように繁栄させよ」、「手に一羽の黄色
い雄鶏を持って/一瓶の米酒は甘い/この山に声をかけ/あの山に叫び/あなたたちを招き/
龍舟を守り/無事に大河を泳ぎ/前に岩もなく/方向を変えても草は絡まず/体はつるつる
して石板のよう/往復は勝久山のように穏やかに」と唱える。 
 
写真 63 祈祷師による儀式の準備（筆者撮影） 
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写真 64 準備が整った供物（筆者撮影） 
 
写真 65 祈祷師のお唱え（筆者撮影） 
お唱えを終えると、祈祷師は白い雄鶏を殺して、血を五倍子の木をかけ、鶏の翼を下へ
引っ張って、五倍子の木の叉に挟む。鶏が煮えると、大きな碗に入れてテーブルの上に置
き、焼香して紙銭を燃やし、酒を注ぎ、神霊に調理済みの食物を捧げる。引き続いて、銅
鑼と太鼓がよく響くように打たれ、龍舟を村近くの川でひと漕ぎする。これを苗語で「巴
紀」（バジ basjid）と言う。火縄銃が三回鳴らされ、競漕する場所に向かう。 
 
写真 66 祈祷師は鶏の翼を五倍子の木の木の叉に挟んで口寄せをする 
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儀式には、村のほとんどすべての人が出席しなければならない。特に村の女性たちはこ
の儀式の中で、神霊への崇敬とともに、身内の無事を祈る。 
この儀式に現れる事物の象徴論的意味は、表 8 のようにまとめられる。 
 
表 8 鬼師の龍舟進水儀式文化要素の象徴分析 
要素 象徴 
鬼師 神と人の仲介者 
龍船 水神の龍 
鬼師の雨傘 『苗族の古歌』によると、人類の祖先の姜央（JangxVangb）が
守り神の家を燃やし、守り神の服を焼いてしまった。そこで、
守り神は恥をかかないために、傘で身を隠した。以来、鬼師は
神に訴えるときは、これに因み身を傘で覆うようになった。」 
白い雄鶏 龍を抑える。（水の象徴である龍に対し、鳥は優位に立つ観念
によると思われる） 
五倍子の枝 天の梯、三叉の枝、三神を象徴し、苗族の神で空を飛べる「香
達」（dliangb dab）、そして「嘎哈」（ghab hvab）、雷神を
呼べる「都待（dul dail）を象徴する。（ここから、この五倍
子の枝も、空や雷といった水に対する象徴的優位をあらわすモ
デルと考えられ、さらに白い雄鶏ととみに、龍を圧倒する存在
とみなされる） 
一元両角（12 角）のお金 龍への金運祈願。12角は 12 か月、1年を意味する。 
茅 刀（厄除け） 
白い紙 白い服（飛神「香達」の服を象徴する） 
一斤の白米 龍への豊作祈願 
三杯の米酒 三人の神を祭る 
刀頭肉 三人の神を祭る 
（筆者作成） 
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二、禁忌 
龍舟競漕が無事に首尾よく行われるようにするための禁忌に次のようなものがある。 
 
1．茅を刈る禁忌 
茅は「出龍儀式」（漕ぎ始め儀式）で祈祷師が龍船と龍船上のすべての人を清め、邪気
を払うためのものであるため、茅刈は禁忌をともなって厳格におこなわれる。 
まず、人選。妻や子供が死んだ人は選ばれない。息子があって、娘がない人も選ばれな
い。娘があって、息子がない人はさらに選ばれない。選ばれる人は必ず夫婦がともに顕在
で、息子と娘を持ち、人望があって、責任感が強い人である。茅刈りの時間も厳しく定め
られている。儀式当日の寅の刻に山に登り、寅の刻に戻ってくる。行き来に際し、人にぶ
つかってはならない。ぶつかっても絶対に挨拶せず、また挨拶されても、絶対に応答しな
い。茅を刈り取ると、しっかり縛ったまま、直接儀式場へ行き、人や鳥獣の触れない所に
置く。儀式を行う直前に、自分の手で祈祷師に茅を渡す。 
 
2．神の山を通る時の禁忌 
出龍儀式が終わると、祈祷師は茅を一つに束ね、龍舟の四角い穴に差し込む。「草を撒
く儀式」を行うから。もし神の山が川辺にあるなら、必ず神の山の下で行う。もし神の山
が川辺にないなら、龍船の集中地で行う。また途中のある場所を選んで行う。例えば容山
と岩脚の村は同じ祖先を祭り、彼らの神の山は村から 7～8 里の深い池のそばの大きい岩
山である。そのため、彼らは毎年龍舟が神の山に近づくと、太鼓打ちは太鼓をたたくのを
止め、銅鑼打ちは銅鑼を鳴らさず、また舟上のすべての人は全員が黙って声を出さず、漕
手も手を止める。この厳粛な静寂の中で、1 人舟尾甲板の舵取りが立ったまま、「兄弟達
（神を指す）、共に私達と出かけましょう。私たちのために力を貸してください。私達の
安全をお守りください」と語りかける。語りが終わると、舟尾から茅を取り出し、それを
一人に一本、舟の一番前に座る棹使いまで渡るよう、前に送る。茅の持ち方にも決まりが
ある。進行方向左側の人は右手に右側の人は左手にもつ。全員に茅が渡ると、棹使いが茅
を前へ 3回振ると、漕手たちは整然と力を込めて龍船を前に進める。漕手たちは漕ぎなが
ら、棹使いを見る。龍舟が神の山を離れるとき、棹使いが茅を左右に 3回振ると、太鼓打
ち、銅鑼打ち、漕手は一斉に手の中の茅を川の中へ投げいれる。投げると、全員が力強く
大声で「頑張れ！」と叫ぶ。この声に合わせて太鼓と銅鑼が鳴り、龍舟は加速して進む。 
龍舟が帰路、再び神の山の前を通る時、往路と同じように静寂を守る。静けさの中、舵
取りが「兄弟達（神を指す）、あなた達も家に帰りましょう。来年もまた私達に同行して
ください」と語りかける。終わると、棹使いが前へ手を振ると、舟上の人はまた整然と力
を入れて漕ぎ、神の山から離れる。神の山を離れると、太鼓を打ち、銅鑼を鳴らし、会話
をし、歌を歌うことが許される。 
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3．「坐月婆」に対する禁忌 
坐月婆は子供を生んでまだ一ヶ月が経たない女を指す。坐月婆は出龍儀式を見ることが
できない。さらに、坐月婆の家の人はみんな、龍舟競漕を見ること、龍舟を漕ぐことがで
きない。龍舟行事に必要な用具も、すべて坐月婆の家のものを使うことはタブーである。
これを破ると、不吉なことが起きるとされる。坐月婆禁忌は、今日なお守られている。 
 
4．龍舟上の飲食に関する禁忌 
龍舟上で食べる飯はすべて蒸篭（蒸し器）で蒸すが、蒸す時、蒸篭に蓋をすることはタ
ブーとされる。蓋をすれば、航行中龍舟は深い霧に視界をさえぎられ、危険にさらされる
からという。飯が蒸しあがると、蒸篭はよいが、蒸篭の脚を動かすことは許されない。龍
舟が龍舟棚に収められた後なら、動かしてもよい。蒸篭の足が動けば、航行中の龍舟はバ
ランスを崩し、事故にあうからという。龍舟上で食事をする時は、スープがタブーである。
舟がひっくり返るからという。そのため、舟上での食事はすべて手づかみですませる。手
で食べやすいようにと、龍舟上の飯はすべてもち飯である。また、料理はすべて唐辛子で
肉を炒め、塩をまぶせて食べる。この肉は、龍肉を象徴している。これは龍殺し伝説当時
への回帰を意味する行為である。水を飲む時は、龍舟から下りて、手で水をすくって飲む。
しかし舟上で酒を飲むことはできる。客が酒を勧めたときは、まず先に舟に酒を垂らし、
そうしてから飲む。酒を飲みすぎることは許されない。 
 
5．もち飯に関する禁忌 
飯は必ず一人の六十歳を過ぎたおばあさんが用意する。寡婦でなく、村で尊敬を集める
女性で、二人以上の子供を持ち、しかも男の子と女の子がまじっていなければならない。
飯を炊くときは清浄が求められ、彼女一人が家にいて炊く。飯が炊けると、飯を蒸篭の中
に入れて台所に置いておく。龍舟に運ぶのは、必ず漕ぎ手たちである。飯は母舟に置く。
龍舟には一隻か二隻の食べ物をのせた小舟がつくのがふつうである。 
 
6．贈り物に関する禁忌 
もし太鼓打ちの実の娘ならば、龍舟がその嫁いだ村を通る時、彼女は必ず一匹の豚を贈
らなければならない。お金持ちなら、牛がよろこばれる。そのほかの人は普通鴨や鵝鳥を
贈る。しかし、鶏を贈るのはタブーである。鶏は川を泳げないから、贈ると龍舟に災難が
おこるという。贈り物の豚や牛には、龍や魚など何か模様を描く。こうした贈りものは生
きていなければならず、贈られると、舟に積む。たとえ牛でも例外ではない。 
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第五節 苗族龍舟競漕の鼓頭制と迎龍儀礼 
一、鼓頭制 
鼓頭（また鼓主ともいう）は太鼓打ちを意味する。施洞苗族の龍舟競漕は太鼓打ちの主
導の下で行われる。太鼓打ちは苗族の氏族リーダーの一人であり、氏族の代表として、組
織能力と管理能力を持つ人望ある年輩者が民主的選挙によって選ばれる。太鼓打ちは龍舟
競漕を主導するほか、氏族内部の諸事務を担当し、氏族内外の紛争を調停する。龍船競漕
の期間中、太鼓打ちは毎日、大量の糯米飯、酒、肉、鶏、鴨、鵝鳥などを提供しなければ
ならない。これらは龍舟乗組員以外に、出会った親友知人も食べる。太鼓打ちは順送りに
選ばれる。龍舟競漕が終わると、太鼓打ちは豚を殺し酒をふるまい、そこで来年の太鼓打
ちが選ばれる。新しい太鼓打ちを選ぶと、彼の家に太鼓と龍頭を持ち込む。しかし、ある
村では、龍頭は特定の家に常置する。新しい太鼓打ちは太鼓を受けると、数十斤の酒と肉
を用意して太鼓を届けた人をもてなす。もしもある人の番になって、しかし親戚も財も乏
しく面目が立たないと判断したら、これを断ることができ、また人々も無理強いしない。
彼は数十斤の酒と肉を出して辞意を表わせば、それですむのである。太鼓打ちは必ず一人
とは限らない。一部の村では数人を選び、期間中、一人が一日あるいは二日を担当する分
担制でつとめるのである。 
 
 
写真 67 2015年の芳寨村の太鼓打ち（筆者撮影） 
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写真 68 太鼓打ちの家の宴会準備、牛の解体（筆者撮影） 
 
写真 69 豚の解体（筆者撮影） 
 
写真 70 魚の調理（筆者撮影） 
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写真 71 鵝鳥と鴨の調理（筆者撮影） 
 
写真 72 唐辛子の調理（筆者撮影） 
 
写真 73 生姜と蒜の調理（筆者撮影） 
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写真 74 露天のテーブルと椅子の準備（筆者撮影） 
二、「迎龍儀礼」とその社会的機能 
マリノフスキー（1938）は「社会のあらゆる文化実はただのツールであり、その存在の
目的は人類自身の様々な生理と心理の需要を満足させる。各文化の要素の間はつながって
いて、しかも絶えず変動して有効な運営を維持する。そのため、私たちは各文化において
自分の運営の原則を見つけることができて、これらの原則も社会の実質的な機能と密接な
関係を保っている。85」と思っている。 
龍舟が試合場に向かう途中、川沿いの村を通ると、太鼓打ちと乗組員の親戚・友人は川
辺で舟を迎える。これを「迎龍」「迎龍儀礼」呼ぶ。この時、爆竹が鳴らされ、人々は喜
びの中、贈り物をする（写真参照）。贈り物は、送り手の財に応じて、高価なものは豚、
馬、牛、羊、安価なのは鴨や鵝鳥である。近頃は現金を贈ることもおこなわれる。特に、
太鼓打ちと近い親戚関係にある人は、高価なものを贈らなければならない。 
 
写真 75 「迎龍儀礼」の様子（筆者撮影） 
                                                   
85 馬林諾夫斯基（1938）、費孝通訳.文化論.北京：中国民間文芸出版社，1987，p.15。 
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写真 76 漕手たちが受け取った贈り物を龍舟に上げる（筆者撮影） 
 
親戚たちからもらった贈り物が多ければ多いほど、太鼓打ちとその一族は光栄なことと
感じ、それを龍の首に掛ける。あるいは龍舟に従う舟に置き、これを誇示する。この日、
太鼓打ちはたくさんの贈り物をもらえるが、出費も大きい。競漕が終わると、彼は豚を殺
し、酒を用意して一族を接待しなければならないのである。施洞の一帯ではよく同姓同族
どうしが集まって住むため、結局全村の男子を接待することになる。さらに、これ以外に、
苗族は返礼を重く見るため、贈り物を受ければ、その人が太鼓打ちをつとめた時には、ま
たその人の家で何か大事があった時には、相当のお返しをしなければならない。この習慣
がいつ始まったかは不明ながら、これが氏族成員間のきずなを強化する機能を持つことは
重要である。 
 
写真 77 父の村の龍舟を迎える婚出した娘（筆者撮影） 
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写真 78 民族服の女性群が歌舞で龍舟を迎える（筆者撮影） 
 
写真 79 人民元紙幣を張った優勝旗で龍舟を迎える（筆者撮影） 
 
写真 80 受け取った贈り物のお披露目（筆者撮影） 
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こうした「迎龍儀礼」の背景には、氏族組織の調和と統一を何より重視する苗族の血族
倫理が認められる。誰がどのような贈り物をしたかは、龍舟に乗る会計掛が仔細もらさず
記録する。これには、太鼓打ちが住む村の人からのものと、他村の人からのものとがある。
芳寨村を例にとれば、村人は一人 20 元と一斤の糯米を贈ることが定めである。米はかり
は厳格に、そして公平公正におこなわれる。他村の人からのものについては、太鼓打ち夫
婦や乗組員と親戚関係にある他村の人および友人たちからのおくりものである。これらの
贈り物と礼金も会計係がしっかり記録し、最後に総額と人数をまとめる。龍舟節の最後の
日には、贈り物を受けた人たち全員を宴席に招いて返礼する。 
 
 
写真 81 「迎龍儀礼」には爆竹、酒を勧める歌、贈り物、正装した人々が伴う 
（筆者撮影） 
 
 
ブラウン（1958）の構造機能主義理論86によれば、人は社会のインタラクティブモード
の中で異なる役を演じ、そうした役割行動の活性によって社会が維持される。龍舟競漕で
は、舟に乗りこんで競漕に直接的に参加するグループと、贈り物を通して競漕に間接的に
参加するグループに分かれるが、「迎龍儀礼」と接待宴会という交換・消費儀礼によって、
2つのグループは共に氏族アイデンティティー強化にはたらく。図 7に示すのは、芳寨村
の太鼓打ちである劉耀焱夫妻といとこ関係にある直系と傍系の 24 名の親戚が 2015 年の
「迎龍儀礼」でおこなった贈り物の一覧である。夫婦は、10800元の現金、三匹の豚と 38
匹の鵝鳥の贈り物をもらった。しかしこれは一部であり、各村は普通はすべて同じ氏族の
ため、全員が鼓主と何かしら親戚・友人関係にあるため、その上、村の生活は日に日に豊
かになっているため、太鼓手一家が手にする礼金とプレゼントは数えきれないほど多い。 
                                                   
86 拉德克里夫•布朗(Alfred Reginald Radcliffe-Brown)(1958)、夏建中訳(2001)、『社会人類学方法』。
北京：華夏出版社、p.157。 
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図 23 芳寨村の太鼓打ちの 2015年の「迎龍儀礼」の家系図と贈り物リスト 
（筆者作成） 
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第六節 苗族龍船競漕の文化変容 
龍舟競漕を行う苗族のこの地域は明の時代から「施洞口」と称させられ、地方誌など諸
文献に記載されたが、特筆すべきは、この地が漢族との交流が盛んな土地であったことで
ある。 
唐宋時代の土司制度から明清時代の「改土帰流87」まで王朝の戸籍が敷かれたこと、明
朝の時に王宮建造のための「皇木88」が盛んに切り出されたように諸王朝の林業備蓄基地
であったこと、清末から民国時代にかけて戦時の重要拠点であったこと、水陸交通の要路
であったことなどが、その原因であった。施洞鎮に現存する蘇公館89や劉家祠90などの建
物は、そうした歴史の証人である。 
苗族は漢族と同様に旧暦 5月 5日（端午）を重視するが、平兆で一日だけの龍舟競漕を
行うだけで、これを「小端午」と呼び、しかし旧暦 5 月 24～27 日におこなうのを「大端
午」とよぶ91。龍舟競漕の間、沿岸の村民は主食として枕の形をした大きい粽粑を作るが、
漢族やその他の民族に広く伝わる屈原伝説は一切持たない。しかし、銀飾り、服、龍頭に
獅子や象や瑞獣などを使うが、これは漢族文化の影響である。 
苗族龍舟競漕の文化は、この地の苗族が古くから頻繁に漢族と接触するなかで、漢族文
化を取り入れつつ独自な変容を遂げていたと言えよう。 
しかし、近年に至って、新たな変容を経験する。中華人民共和国成立（解放）時の生産
手段所有制の変化と、スポーツの影響である。 
 
 
                                                   
87 中国の清朝雍正年間は西南でいくつかの少数民族の地区は土司制を廃止して、流官制の政治改革を実
行した。土司が割拠する積弊を解決するため、雍正の四年（1726年）、雲南と貴州の総督の鄂爾泰は土
司の世襲の制度をキャンセルして、府、庁、州、県を設立して、一定の任期がある流官を派遣して管理
するのを提案した。雍正帝はそれに対してきわめて賞賛して、それに一心に行わせると命じた。六年、
また貴州按察使の張広泗に黔東南で改土帰流の政策を推進することを命じた。府県を設立する同時に、
軍事機関を増設した。清政府は改土帰流の地域で戸籍を調べ上げて、土地を測量して、租税を徴収して、
都市を建てて、学校を設けた。それと同時に、以前の土司の夫役制度を廃止して、内陸と同じに、土地
によって徴税し、額は内陸より少なくした。雲南、貴州の改土帰流の目標は雍正九年まで基本的に実現
した。 
88 皇木、清水江流域で豊富で良質な木材。「苗木」、「苗杉」。下流は沅江流域で、運送に都合がいい。清
水江流域は明清の時期の皇宮を建設する主要な材木の募集地で、大型の皇宮の大型の材木の建設に用い
られ、「皇木」と呼ばれた。單洪根（2009）、清水江木商文化、世界社会文献出版社，p16.から引用。 
89 蘇公館、清の晩期の湖南軍の将校の蘇元春の官邸であり、光緒の初年に建てられた。当時の苗族の蜂
起軍を鎮圧した後、防衛のため、施洞で建造して駐屯した。 
90 劉家祠、民国の 29年（1940）、国民党の第 28師の師長の劉伯竜は施洞に駐屯して強盗を討伐した後、
劉氏一族がそれを建てて、先祖を祭る。 
91 2014年 6月 21日の施洞龍舟協会の議長劉昌乾とのインタビュー記録。 
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写真 82 施洞の蘇公館の外壁の遺跡（施洞鎮芳寨村に位置する） 
（筆者撮影） 
 
写真 83 劉家祠の遺跡（施洞鎮芳寨村に位置する） 
（筆者撮影） 
 
写真 84 両湖会館の遺跡（施洞鎮塘龍寨に位置する） 
（筆者撮影） 
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写真 85 張伯修と張卓の故居（施洞鎮政庁の後方） 
（筆者撮影） 
 
写真 86 清水江畔、施洞鎮石家寨の土地神の廟（筆者撮影） 
 
写真 87 施洞鎮の清水江畔に建つ霊龍廟（筆者撮影） 
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一、社会主義の影響 
『苗族社会歴史調査』によると、「解放以前、施洞地域の龍船は、全村共有、特定一家
族の所有、数家族の所有、と所有形態はさまざまであった。そして龍船ごとに一定の田、
土地、山林、籾、現金を割り当てて基金とし、「大衆の田」、「大衆の山」「大衆の谷」など
と称し、これらから上がる毎年の収益が龍舟競漕を経済的に支えてきた。籾と現金は、こ
れを貸して利息を生ませ、その金利を毎年の支出に当て、原資はそのままにしておく。田
や山林の収益が大きくなって使い残しが出ると、それは貸し付けにまわす。しかしこうし
た制度は解放後、生産手段所有の変化とともに変わる。巴拉河の党支部書記の楊光裕氏に
よると、この村の「大衆の田」は、土地改革の時に、各戸に分割された。基金が消滅した
ため、「鼓頭制」も成り立たなくなった。巴拉河は 1952年の土地改革の後、芳寨は食糧の
一括買付・一括販売の後の 1954 年、偏寨などは 1955 年に、「鼓頭制」を廃止した。太鼓
打ちがいない以上、儀式も行われない」92。 
中華人民共和国成立後、生産手段が私有制から社会主義的公有制に変わると、龍舟を支
える社会的仕組みに変化が生じ、龍舟競漕の意義も変わることになった。これがもとの姿
に戻るのは、改革開放の時である。苗族龍舟競漕が政治から大きい影響を受けたことが分
かる。 
二、スポーツの影響 
フィールドワークの聞き取りによると、この地域の龍舟競漕の元来の意味は、天候の順
調を龍に祈り、また氏族間の交流を促すことであった。しかし、ここ数年、地元の若者か
ら、競技の意義が重大であるという意見が出されるようになった。現代化の過程の中で放
映された優劣にこだわるスポーツ競技が、人々に強烈な印象と衝撃を与えたのである。 
これも龍舟競漕変容の要因となった。例えば、龍船を組み立てるときの伝統的方法は、
竹籤、麻縄、鎹板を使うもので（写真 88、89）、それは龍の筋骨と血管を象徴し、儀礼的
意味を持つものであったが、今日では、龍舟をより安定させて高速化するため、鉄製のボ
ルトとナットを使って固定した舟が造られるようになったのである（写真 90－93）。 
 
写真 88 伝統的な組み立て方（筆者撮影） 
                                                   
92 貴州省編集組（1986）.苗族社会歴史調査（一）.貴州:貴州民族出版社, p.232. 
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写真 89 伝統的な艙の構造（筆者撮影） 
 
写真 90 ボルトと鉄釘を使った組立て（筆者撮影） 
 
写真 91 ボルトと鉄釘を使った艙（筆者撮影） 
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写真 92 龍舟表面をトタンと鉄釘で補強する（筆者撮影） 
 
写真 93 組み立て後の競技化龍船（筆者撮影） 
このような伝統の意味を弱める情況は、社会の近代化過程でよくみられるところである。
若者は新しい文化（スポーツ競技文化）を受け入れると、龍舟競漕の観賞性を高めるため、
龍舟造りに変化を持ち込む。現在のところ、こうしたスポーツ化された舟を持つのは、村
外と頻繁に交流し、若者が多く出稼ぎに出る一部の村である。 
ここ 2 年の間に、国家の無形文化遺産制度や地域観光政策が導入されるとともに、「民
族の伝統文化を保護し、地域の観光発展を促進する」という考えが当地に徐々に根付いて
きた。この考えが、現地苗族に龍舟競漕の文化資源性に改めて注目させ、伝統様式を保存
させる根拠となっている。 
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第三章 中国の無形文化遺産制度と苗族龍舟競漕 
伝統文化は政府に認定されることで文化遺産となる。文化遺産には有形と無形が区別さ
れるが、近年、無形文化遺産（中国語で非物質的文化遺産。非遺と略称される）の保護が
喫緊の課題とされるようになった。長い歴史を持つ中国には豊富な無形文化遺産が残って
いるが、少数民族については、生活そのものが無形文化遺産といえる。苗族龍舟競漕は貴
州清水江流域苗族の伝統文化であったが、2008年に国家級無形文化遺産に認定され、「苗
族独木龍舟節」の名の下に旅行産業開発重点項目の一つになっている。本章では、苗族龍
舟競漕の無形文化遺産化過程を分析する。 
第一節 中国の無形文化遺産制度概况 
一、新中国成立後の文化遺産保護 
中国は独特で豊富な歴史的文化遺産を持っている。中華人民共和国誕生初期の 1961年、
国は『文物保護管理暫行条例』を発した。しかし 5 年後、文化大革命を迎え、これが 10
年続く中、打ち上げたばかりの文物保護制度は機能せず、逆に、文物古跡が前近代の遺物
として破壊された。その規模は前代未聞であった93。1972年、ユネスコはパリにおいて「世
界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（世界遺産条約）を発表する。対象とな
る遺産は、人類が共有すべき普遍的価値を持つ、移動不可能な物件とされた。これに伴い、
世界遺産委員会が設けられ、世界遺産リストの決定及び解除に当たった94。 
中国の文物保護への取り組みは、文化大革命後の 70年代半ばに再開された。1976年発
布の「中華人民共和国刑法」第 173条と第 174条に「文物保護法違反者に刑事責任を問う」
の定めをみる。1978 年、中国は改革開放政策を実施する。改革開放はまず農業から、次
に科学、教育、文化へと進められた。1980 年、国務院は「歴史文物保護強化に関する通
知」を発表し、各種の歴史的意義と芸術的価値のある古代建築群、石碑、石窟など文物の
保護を訴えた。1982年、人民大会常務委員会第 25次会議で承認された「中華人民共和国
文物保護法」は、中国における文化遺産保護制度の開始を意味した。 
2003年、ユネスコ第 32回総会において「無形文化遺産の保護に関する条約」が承認さ
れる。そこでは、無形文化遺産（intangible cultural heritage）が、慣習、描写、表現、
知識及び技術並びにそれらに関連する器具、物品、加工品及び文化的空間であって、社会、
集団及び場合によっては個人が自己の文化遺産の一部として認めるものをいうと定義さ
れた95。これを受け、2005年、中国政府は「文化遺産保護強化に関する通知」と国務院の
「我が国無形文化遺産保護工作強化に関する意見」を発表し、積極的に無形文化遺産保護
の意志を表明した。翌 2006 年には北京に中国無形文化遺産保護センターが設けられ、政
府の無形文化遺産保護制度が本格的に始動する。 
                                                   
93 張松（2009）、『中国文化遺産保護法制建設史回眸.歴史文化名城保護』。p.28-29。 
94 国家文化部非遺司（2010）保護世界文化和自然遺産公約
http://www.mcprc.gov.cn/sjzz/fwzwhycs_sjzz/fwzwhycs_flfg/201111/t20111128_356515.htm 
95 国家文化部非遺司（2010）無形文化遺産公保護公約
http://www.mcprc.gov.cn/sjzz/fwzwhycs_sjzz/fwzwhycs_flfg/201111/t20111128_356516.htm 
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二、中国無形文化遺産制度の組織 
2003 年にユネスコの「無形文化遺産の保護に関する条約」が採択された時、中国もメ
ンバーの一国として、これに参加していた。2006 年 9 月、中国無形文化遺産保護センタ
ーが北京の中国芸術研究院の中に設立された。当組織は国家文化部が管理し、国家芸術研
究院が主管した。この後、このセンターの活動を支援するため、2009 年３月に国家文化
部は無形文化遺産司（非遺司）を設置し、国家無形文化遺産保護工作専門家委員会が国家
級無形文化遺産を審査することになった。省、市、県の文化部も次々と無形文化遺産署（非
遺署）や課（事務所）や無形文化遺産保護センターなどを設けた。例えば 2006 に貴州省
無形文化遺産保護センター、2009 年に貴州省無形文化遺産保護工作専門家委員会、2010
年に貴州省無形文化遺産署、2011 年に台江県文体広電旅行局無形文化遺産事務所・無形
文化遺産保護センター、2012 年に黔東南州文体広電局無形文化遺産課・無形文化遺産保
護センター、などである。さらに、これらが無形文化遺産デジタルネットプラットフォー
ムを立ち上げた結果、無形文化遺産制度はネット上でも展開することになった。無形文化
遺産保護制度の組織図は下の図表のようである。 
 
図 24 中国の無形文化遺産保護制度の組織図 
出典：中国無形文化遺産网の公式サイト， 
（http://www.ihchina.cn/show/feiyiweb/html/com.tjopen.define.pojo.feiyiwangzhan
.ZuZhiJiGou.zuzhijigouMore.html2016年 3月 1日参照、による作成） 
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表 9 中国無形文化遺産制度の組織役割一覧 
組織名 主要役割 所属 
文化部無形
文化遺産司 
無形文化遺産保護政策制定、関連法案起案；国家級無形文化遺
産代表項目保護規則制定；無形文化遺産保護工作展開、国家級無
形文化遺産代表項目の申請と評価工作主催；優秀民族文化の伝承
と普及；清史纂修作業。 
国家文
化部 
国家無形文
化遺産保護
センター 
全国無形文化遺産保護関連の具体的な工作、無形文化遺産保護
工作執行関係の政策問い合わせ；全国範囲で調査工作の展開；保
護計画の実施に指導；無形文化遺産保護の理論研究；学術展示と
公益活動、交流、推進、保護工作成果と経験の宣伝；研究成果の
発表と人材育成など。 
国家文
化部 
国家無形文
化遺産保護
工作専門家
委員会 
無形文化遺産保護計画の制定；調査案制定と実施；国家級無形
文化遺産名録の評価；国家級無形文化遺産項目伝承者の認定；国
家級無形文化遺産名録の保護与と管理；無形文化遺産保護関連の
標準制定など。 
国家文
化部 
貴州省文化
庁無形文化
遺産司 
全省無形文化遺産保護計画の制定；国家級無形文化遺産代表項
目主催、項目代表性伝承者の申請と省級無形文化遺産代表項目、
項目代表性伝承者評価の関係工作；無形文化遺産保護工作展開、
無形文化遺産保護システム建設、無形文化遺産の深堀、保護の伝
承;全省無形文化遺産調査と関係人員の教育工作；全省無形文化
遺産保護工作に対する監督と評価。 
貴州省
文化庁 
貴州省無形
文化遺産保
護センター 
全省無形文化遺産保護使用と伝承発展を引き受ける；無形文化
遺産保護工作の資源調査；項目申請、項目管理と政策問い合わせ、
無形文化遺産データ保護計画の実施指導、無形文化遺産保護の理
論研究；学術展示と公益活動、交流、推進、保護工作成果と経験
の宣伝；研究成果の発表と人材育成など。 
貴州省
文化庁 
黔東南州文
体広電局無
形文化遺産
科、無形文化
遺産保護セ
ンター 
全州民族文化事業繁栄発展企画と無形文化遺産保護計画；文化
生態保護区申請を引受、全州文化生態保護区建設に指導；無形文
化遺産データベース建設工作に指導；国家級、省級無形文化遺産
代表項目を引受、項目代表性伝承者の申請工作と州級無形文化代
表項目、項目代表性伝承者評価関連工作；無形文化遺産保護工作
展開、無形文化遺産保護システム建立、無形文化遺産的深堀推進、
伝承保護と普及；全州無形文化遺産深度調査と関係人員の教育工
作；全州無形文化遺産保護工作に対する監督と評価。 
黔東南
州文体
広電局 
台江県文体
広電旅行局
無形文化遺
産保護事務
本県民族文化事業繁栄発展企画と無形文化遺産保護計画；本県
無形文化遺産救急保護技術標準と工作規範を制定；当県無形文化
遺産の調査、深堀、救急、研究、保護和整理工作；具体は無形文
化遺産項目の申請工作を引き上；全県基層無形文化遺産従業員の
台江県
文体広
電旅行
局 
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所、無形文化
遺産保護セ
ンター 
指導と業務トレーニング；無形文化遺産関係の外部交流与協力；
省、州無形文化遺産研究保護センターが下した任務を執行；全県
無形文化遺産のデータ資料庫とウェブサイドの建設と管理。 
出典：中国無形文化遺産网、文化部無形文化遺産司网、貴州省無形文化遺産网、黔東南人民政
府网、台江県無形文化遺産事務所などの資料に基づき筆者作成 
 
 
写真 94 貴州省無形文化遺産センターの役割とメンバー（筆者撮影） 
 
 
写真 95 台江県広電局、無形文化遺産センター（筆者撮影） 
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写真 96 黔東南州博物館無形文化遺産館の苗族龍舟モデル（筆者撮影） 
 
写真 97 台江非遺調査工作リーダチームの結成に関する通知（筆者撮影） 
2006年 6月 10日に催された中国最初の「文化遺産の日」において、中国の無形文化遺
産保護を進めるシンボルが公表された。シンボル外縁は円形で、「循環と永続」を象徴し、
内部は方形で、外円の天に対し大地をあらわし、全体は「無形文化遺産の存在空間は広大
である」ことを示している。中心の形象は古陶に刻まれた魚紋で「文」の字を暗示する。
「文」は無形文化遺産を指す。また魚は水から生まれることから、「中国無形文化遺産の
始まりは遠く、代々の人々によって伝承されてきた」旨を意味させている。抽象化された
両手は、「文」を守る、つまり団結と調和と加護の心をもって心の庭たる無形文化遺産を
守る、をあらわしている。 
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図 25 中国無形文化遺産シンボル 
出典：中国無形文化遺産网の公式サイト， 
（http://www.ihchina.cn/、2016年 1月 27日参照） 
 
三、中国無形文化遺産の政策と法規 
1.無形文化遺産の定義 
2005 年、国務院は「我が国の無形文化遺産の保護強化に関する意見書」を公表し、無
形文化遺産を文化表現と文化空間に 2 分する。すなわち、「（1）文化表現：民俗行事、パ
フォーマンス芸術、伝統知識、技術など。（2）文化空間：定期的に伝統文化活動を行い或
は伝統文化表現を集中的に実施する場で、空間性と時間性を共に備えているもの96」であ
る。また、第一次、第二次の国家級無形文化遺産審査は無形文化遺産保護工作部際聯席会
議事務所でおこなうとした。続いて、2011 年 2 月に全国人民代表大会常務委員会は「中
華人民共和国無形文化遺産法」を採択したが、そこには無形文化遺産が次のように定義さ
れていた。すなわち、「それぞれの民族が代々伝承してきた伝統文化、及びこれに関連す
る事物と場所。これには（一）伝統的言語文学及びそのキャリアである言語、（二）伝統
的美術、書道、音楽、舞踏、戯曲、曲芸や雑技、（三）伝統的な技芸、医療、暦、（四）伝
統礼儀、祝日など民俗、（五）伝統的なスポーツと遊芸、六）その他の無形文化遺産が含
まれる」97。  
 
2.無形文化遺産の選定方法 
国務院は国家級無形文化遺産を担当し、省は省級無形文化遺産を担当する。省政府は省
級無形文化遺産の中から国家級無形文化遺産候補を国務院文化主管部門に推薦するが、下
記の資料の添付が求められている。 
項目紹介（名称、歴史、現状、価値）。 
                                                   
96 中国人民政府（2005）、『国務院事務庁関于我国無形文化遺産保護工作強化的意見』。 
97 法律出版社（2011）、『中華人民共和国無形文化遺産法』。p.4。 
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伝承状況紹介（伝承範囲、系譜、伝承人の力量、伝承活動の社会的影響）。 
保護要件（保護活動の目標と目標達成のための措置、実施手順、管理方法）。 
さらに、視聴資料など98。 
ちなみに、公民、法人、その他の組織も、省政府あるいは国務院文化主管部門に、
国家級無形文化遺産登録を申請することが可能である。また、同じ無形文化遺産であ
っても、その形式と内容が二ヶ所以上の地域で何れも完全に保存されている場合には、
同時に同一項目として、国家級無形文化遺産登録が許可される99。 
選定は、国務院文化主管部門が専門家審査委員会を構成し、推薦された候補の１次審査
に当たることが法令で決まっている。国家級無形文化遺産は、項目（分野）が 10 に分け
られ、調査時点では、4 次までが公表されている。民間文学、伝統音楽（民間音楽）、伝
統舞蹈（民間舞蹈）、伝統劇、曲芸、伝統スポーツ・遊芸・雑芸（雑技と競技）、伝統的美
術（民間美術）、伝統的技芸、伝統医療、民俗である（表 2参照）。 
 
表 10 国家級無形文化遺産一覧表（2006-2014） 
序号 項目名称 批次（年） 数量 合計 
1 民間文学 第一次（2006） 31 155 
第二次（2008） 53 
第三次（2011） 41 
第四次（2014） 30 
2 伝統音楽（民間
音楽） 
第一次（2006） 72 170 
第二次（2008） 67 
第三次（2011） 16 
第四次（2014） 15 
3 伝統舞蹈（民間
舞蹈） 
第一次（2006） 41 131 
第二次（2008） 67 
第三次（2011） 16 
第四次（2014） 15 
4 伝統劇 第一次（2006） 92 162 
第二次（2008） 46 
第三次（2011） 20 
第四次（2014） 4 
5 曲芸 第一次（2006） 46 127 
第二次（2008） 50 
第三次（2011） 18 
第四次（2014） 13 
6 伝統スポーツ・ 第一次（2006） 17 82 
                                                   
98 法律出版社（2011）、『中華人民共和国無形文化遺産法』。p.7-9。 
99 ibd. 
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遊芸・雑芸（雑
技と競技） 
第二次（2008） 38 
第三次（2011） 15 
第四次（2014） 12 
7 伝統的美術（民
間美術） 
第一次（2006） 51 122 
第二次（2008） 45 
第三次（2011） 13 
第四次（2014） 13 
8 伝統的技芸 第一次（2006） 89 241 
第二次（2008） 97 
第三次（2011） 26 
第四次（2014） 29 
9 伝統医療 第一次（2006） 9 23 
第二次（2008） 8 
第三次（2011） 4 
第四次（2014） 2 
10 民俗 第一次（2006） 70 159 
第二次（2008） 51 
第三次（2011） 23 
第四次（2014） 15 
総計 1372 
出典：中国無形文化遺産数字博物館の公式サイトデータによる， 
（http://www.ihchina.cn/show/feiyiweb/html/com.tjopen.define.pojo.feiyiwangzhan
.GuoJiaMingLu.guojiamingluMore.html，2016年 1月 27日参照、筆者作成） 
 
無形文化遺産の保護については、国務院文化主管部門が国家級無形文化遺産、また省政
府文化主管部門が地方の無形文化遺産について、それぞれ保護策を策定する。なお、策定
に当たっては、消滅が危ぶまれるものを優先する。 
貴州省が2012年3月に省人大常委会において採択した「貴州省無形文化遺産保護条例」
は、保護の具体的内容を以下のように定めている。 
「（一）当該遺産の実物・資料の収集、登録、整理、データベース化。（二）当該遺産関
連の文化場所の保護。（三）当該遺産の展示・上演活動の展開。（四）当該遺産の伝承及び
関連活動に必要な条件整備。（五）当該遺産の保護実施状況を定期的に報告し、審査を受
けること」100。 
今日までに国家級無形文化遺産の総数は 1372 件を数え、その中でユネスコの無形文化
遺産に登録されたものが 34件あり、世界最多となっている。 
                                                   
100 貴州省文化庁（2012）、『貴州省無形文化遺産保護条例』。p.6-7。 
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第二節 地方の無形文化遺産の保護と活用：貴州省と台江県の例 
2011 年の中国国家無形文化遺産法では、無形文化遺産を有する地域に対し、当地の文
化主管部門が専門的な保護を展開することを定めている。それによると、当該人民政府が
無形文化遺産を認定し、保護活動を行う場合、当該地域住民の意向を尊重し、無形文化遺
産に属する実物と場所を保護し、破壊を防止することになっている。また、保護活動が無
形文化遺産地域の道路整備計画などに抵触する場合は、当地域を管轄する城郷企画主管部
門が関連法規を参照しつつ、保護策を策定する。一方、国は無形文化遺産の資源としての
価値（観光経済的価値はその中心）を生かすための支援に努めるが、県以上の地方人民政
府が税の減免を申請できるのは、その１例である。101 
本研究の対象苗族が住む貴州省が 2012 年に発表した『貴州省無形文化遺産保護条例』
では、保護の内容が次のように記された。 
無形文化遺産を持つ地域を文化生態保護区とし、その全体を保護の対象とする。県以上
の政府は、当該無形文化遺産を民族文化産業の資源として生かすべく、民族的特色と経済
的価値を持つ文化産品と文化サービスの開発支援にあたる。その際、国が定める税の減免
制度を利用できる。102 
『貴州省無形文化遺産保護条例』の 2 年後の 2014 年、貴州省は『貴州省無形文化遺産
保護発展計画（2014—2020 年）』を制定し、貴州省文化庁庁長許明は、その趣旨を次のよ
うに説明した。 
「目的は、民族の伝統文化の活用にある。「十二五」期末までに全省統一のデータベー
スを完成させ、「多彩貴州」のブランドを様々な媒体において宣伝する。2020 年には、無
形文化遺産のデジタル化が実現し、無形文化遺産の保護が全国でも最先端に位置し、貴州
が中国原文化の交流と展示の重要基地となる。これが本計画のめざすところである103」。 
 また、この保護発展計画では、3 つの国家級無形文化遺産生産性保護示范基地と 28 の
省級無形文化遺産生産性示範基地の設置が目指された（『貴州省無形文化遺産保護発展企
画 2014—2020年』、貴州民族報 2014年 6月 12日 C4版）。 
これらに先立ち、苗族龍舟競漕を持つ台江県政府は 2001 年に苗族文化観光について、
次のような見解を発表していた。 
「苗族文化の保護とユネスコ無形文化遺産への登録申請は、中国の文化政策を先導する
重要な行為であり、それは、民族文化を発揚し、民族の誇りと自信を高め、精神文明と公
民道徳を建設し、党と人民の関係を密にする上で極める重大な意義を持っている。我が県
の苗族文化資源を世界のグローバル市場の中に位置づけ、これを十分に開発し、我が県を
真の意味の『苗疆文化生態ツアーの地』に変え、旅行業を我が県の産業と財政の柱に据え
て我が県経済の全面的発展を促すものである。」104 
                                                   
101 法律出版社（2011）、『中華人民共和国無形文化遺産法』。p.9-13。 
102 貴州省人民代表大会常務委員会（2012）、『貴州省無形文化遺産保護条例』p.11-15。 
103 杜再江，非遺保護貴州経験有力探索（2014）貴州省無形文化遺産网。
http://www.gzfwz.com/WebArticle/ShowContent?ID=1409 
104 台江県人民政府（2001）、関于成立台江県苗族文化保護委員会及台江県世界遺産申報委員会以及其辯
公室的通知.第 61号，2001 年 12月 18日。 
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この見解発表から『貴州省無形文化遺産保護条例』発布までの 10 年間に、しかし、苗
族には次のような深刻な問題が生じていた。 
すなわち、苗族はかつて完全な自給自足生活をおくっていたが、近代化にともなって故
地を離れ、経済の発達する都市に出るものがふえた。特に若者にその傾向が強く、彼らは
時間の経過とともに、外の生活と考え方に感化され、父祖伝来の苗族文化に対し疑問を持
ち、これを前近代として劣等感を持ち、恥じるようになったのである。 
他方、村に留まった苗族も、テレビの普及等により、関心を伝統文化から現代都市文化
や国際文化に移し、次第に自己の民族文化への共感を薄めてゆくようになっている。 
これには学校教育も大きく関わっている。学校教育の普及は民族文化にとっては諸刃の
剣であって、人々の視野を広くし、多様な文化の存在に気付かせる反面、これが彼らを苗
族文化から切り離す機能をもったのである。つまり、全成長期を学校にあって全国共通の
知識を学ぶ苗族子弟にとって、彼等元来の民族伝統文化を内面化する学習時間は十分に担
保されていないのであり、このことが、当然、無形文化遺産の伝承と保護に重大な障壁と
なっていた。状況を是正すべく、台江県では苗族文化教育を開始したが、教師に経験がな
く、そのためのカリキュラム形成も遅れたものであった。 
こうした状況は、無形文化遺産保護活動の低調を導いた。加えて、年間数万元の保護財
源は焼け石に水であった。実際、台江県は中国でも最貧県の 1つであった。 
その結果、市場に提供された民芸品の評判は、品数が少く、品質も劣り、付加価値も少
い、というものであった。対応策が待たれた。 
台江県無形文化遺産事務所は、これに応え、国家と省と州の次元の諸種の無形文化
遺産保護関連法を精査した上で、『台江無形文化遺産保護実施細則』を 2013年に制定
し、順次実行に移すことを決定した。 
この実施細則は、①保護活動に責任を持つ専門委員会の設置、②伝承者の養成、③
経費の予算化、④企業と個人からの資金・融資の募集、⑤伝統文化の多様な伝承方法
の支援、⑥伝承者と文化産業をつなぐ政策支援、⑦無形文化遺産の施設、設備、場の
整備支援、⑧賞罰制度の導入、を含んでいた。 
さらに文化生態保護区を設けたが、それは、①芦笙文化を特徴とする南部（方召郷、
南宮郷）、②情歌を特徴とする中部（台拱鎮）、③独木龍舟節、姉妹節、刺繍、銀飾工
芸を特徴とする北部（老屯郷、施洞鎮）に分け、いずれにも 2～3 の民族文化生態保
護村を建設することとした。 
また、伝承者と文化産業をつなぐ営みは、排羊、台拱、老屯、施洞などの地刺繍と
銀飾加工が想定されていた。 
伝承者養成基地は、西部（革一郷、台盤郷）の古歌トレーニング基地、県城関中小
学校を中心とする歌舞トレーニング基地、北部の刺繍・銀飾工芸トレーニング基地が
挙げられた。 
こうした実践をより確かなものとするために、五年毎に提出される「国家五年発展
計画」を手本に、さらに台江県無形文化遺産保護のための五ヶ年計画が定められるこ
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とになっていた。105 
 
表 11 台江県無形文化遺産一覧表（国家級、省級を含む） 
項目ランク 項目名称 項目類別 項目内容 
国家級 反排木鼓舞 
伝統舞踏（民
間舞踏） 
反排木鼓舞は祭祀性の舞踏であり、源は
祭鼓節である。祭祖的団体舞伎であり、祭
鼓節習俗の発展とともに流行した。方昭郷
反排村の木鼓舞が代表であり、豪胆で、東
方ディスコダンスと呼ばれる。 
国家級 苗族古歌 
伝統音楽（民
間音楽） 
苗族古歌は苗族史詩とも呼ばれる。『金銀
歌』『古楓歌』『蝴蝶歌』『洪水滔天』『溯河
西遷』の五つに分けられ、天地の始まり、
人類の誕生、洪水による万物の絶滅と苗族
の出現などを語る。 
国家級 苗族姉妹節 民俗 
毎年陰暦の 3 月 15—17 日に施洞、老屯な
どでおこなわれる伝統的恋愛祭。苗族青年
男女が歌を掛けあい、姉妹飯を食べ、芦笙
木鼓舞を踊り、結婚の約束を取り付ける行
事。 
国家級 
苗族多様な
民俗歌 
伝統音楽（民
間音楽） 
方昭郷、南宮郷、革一郷の一帯に伝わる
苗族原生態民歌である。地域性の強い独特
のリズムを持ち、和声や無伴奏の五声音階
等の特徴がある。主に、青年男女の出会い
から恋に至るまでの過程をうたう。 
国家級 苗繡 
伝統技芸（伝
統的手工技
芸） 
蝶と牛と錦鶏の図案は不可欠。「蝶」と「牛
角」は対称造形の典型で、苗族の対称と平
和に対する審美性を表現する。 
国家級 
苗族浮織技
芸 
伝統技芸（伝
統的手工技
芸） 
    浮織に機織と編織の二種類がある、機
織は寛錦、主な流行地域は清水江沿いと巴
拉河一帯。編織は錦帯で、主な流行地域は
雷公山区である。機織は苗族女性の伝統的
な「通経回緯」技芸と平紋木機を用いる。
現地産のシルク、からむし、木綿等を用い
る。 
国家級 
苗族銀飾鍛
制技芸 
伝統技芸（伝
統的手工技
芸） 
    銀飾は施洞型、巴拉河型、黄平型に分
かれる。銀飾は装飾品であると共に財宝で
もある。未婚女子は銀飾を通して男性の愛
                                                   
105 台江県無形文化遺産中心（2013）、『台江県省級（国家級）無形文化遺産工作監査材料（一）』。p.27-29。 
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を得ることを望んでいる。 
国家級 
苗族独木龍
舟節 
民俗 
独木龍舟節は苗族のスポーツ文化、宗教
文化、民族服装文化、民族飲食文化、民族
歌舞文化を総合する年中行事である。施洞
鎮を中心に清水江流域に陰暦の 5月 24から
27 日までおこなわれる。 
出典：『2013 年台江県無形文化遺産代表性項目督査自査材料（二）』に基づき筆者作成 
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第三節 無形文化遺産としての苗族独木龍舟節 
2008 年、本研究が対象とする清水江苗族龍舟競漕は「苗族独木龍舟節」の名称で国家
級無形文化遺産に登録された。 
 
 
写真 98 国務院発行の認定証 
（台江県文体広電旅行局所蔵、筆者撮影） 
一、認定過程 
2005 年、台江県文体広電局無形文化遺産事務所は「苗族独木龍舟節」を文化空間類民
俗祝日項目として、国家級無形文化遺産の登録申請を開始する。申請はまず台江県体育広
電局から起こされ、黔東南州文化局の審査を経て、国家文化部に提出された。申請書（『国
家級無形文化遺産代表作申告書』）は、台江県無形文化遺産事務所が民俗学者に調査を依
頼し、龍舟行事が国家級の文化資源にふさわしい内容を備えていることを証明する内容で
あった。以下の引用は、申請書からのものである。 
 
「「施洞龍船節」は貴州省台江県施洞鎮苗族人民が毎年清水江と巴拉河で旧暦 5月 24—27日
に開催する伝統行事である。規模は、5～6 万人を集める盛大なもので、内外に知られ、学術
研究のため視察団も迎える、わが国屈指の民族伝統スポーツ競技である。施洞独木龍舟文化
は多様な独特性を持つが、その一つは、龍舟が三つの刳舟でつくられることである。舟材に
は直径 1 メートル、高さ 30 メートルを超す木が 3 本必要で、全長 24～27 メートル、重量 3
～4トンに及び、苗族は世界で最大のスポーツ用品であると誇る。次の特徴は、この行事は「鼓
主」の主導の下で行うことである。苗族は、毎年、人望が厚く組織管理能力にすぐれた長老
を「鼓主」に選ぶ。「鼓主」は龍舟行事のみならず、日々の暮らしで起きる氏族内部の諸種の
事件の調停をも担当し、これは原始父系氏族社会の遺風と評価されるのである。三番目に、
この行事が苗族の多神教を表現することである。苗族は代々山に住み、精霊や神を信仰して
きたが、龍舟行事の節目節目に神や精霊を祀るのである。たとえば、舟材用の木を切る日も
吉日を選び、切るに際し、また進水するに際し、天地山水への祭儀が威儀を正して執行され
るのである。四番目は、この行事が多様な古い祭祀儀礼と諸種の伝統習俗を内包することで
 142 
 
ある。五番目は、この行事が苗族のホスピタリティを体現することである。期間中、苗族の
各家では、親戚か否か、苗族か否かを問わず、客人をもてなすために、牛、豚、鶏、鴨、魚、
米で御馳走をつくり、提供するのである。 
こうした独木龍舟文化は、競漕を核にして構成された独自の生活・信仰文化であり、保護
すべき貴重な行事と認められる。しかし、近年、この行事は廃れ行く傾向がある。1950 年代
は 30艘の参加があったが、1980年代は 20艘、そしてここ 5～6年はさらに一桁台に減少して
いる。これにともない、龍舟儀礼も簡素化し、龍舟を格納する龍船棚は破損が激しい。民間
にこれを修復する財力はなく、政府の保護が待たれる。国家級無形文化遺産として登録申告
する次第である106」。 
『国家級無形文化遺産申告書』は、上述したように、①項目紹介（名称、歴史、現
状、価値）、②伝承状況紹介（伝承範囲、系譜、伝承人の力量、伝承活動の社会的影
響）、③保護要件（保護活動の目標と目標達成のための措置、実施手順、管理方法）、
④視聴資料、を含むことになっているが、わけても、価値と危機状況についての評価
は申告の核心部分である。以下に、これを記す。 
 
表 12 『「苗族独木龍舟節」国家級無形文化遺産代表作申告書』一部内容 
主
要
価
値 
施洞苗族の「独木龍舟節」は、競技を媒体に民族文化を顕示することで民族精神
の伝承をはかることを目的とするところに、重要なスポーツ的・歴史的・社会的価
値が認められる。 
1.施洞「独木龍舟節」は文化空間に、競技体育項目もある。用いる龍船は世界最
大のスポーツ機材であり、これを漕ぐ全てのメンバーは一致団結し、前向き、勇敢
まっしぐらに前進する精神力が養われ、民族体質の強化に重要な価値をもつ。 
2.施洞苗族「独木龍舟節」は古い競技で、独木龍舟は人類の古い交通手段の研究
に有用である。特徴である立ち漕ぎ形式は、岩画や彩陶の研究にとって、生きた資
料となり、重要な歴史研究価値をもつ。 
3.施洞「独木龍舟節」は氏族単位で組織されるが、これは苗族の古い父系氏族制
度の遺風といえる。特に行事を主導する鼓頭に与えられる重要な氏族統治・調整機
能は、父系氏族研究にとって有益な座標を提供する。  
4.施洞「独木龍舟節」の進水儀礼等にみる祭祀は、苗族の原始宗教とその発展変
化の研究に顕著な手がかりを提供する。 
5.施洞「独木龍舟節」は民族文化のキャリアといえる。行事期間中、苗族の優れ
た服飾文化、美しい歌舞文化、多彩な食文化が効果的に伝承されるのであり、民族
のアイデンティティー強化におおいに貢献している。 
危
機
状
他の無形文化遺産と同様、苗族の「独木龍舟節」も伝承危機を経験している。そ
れは、参加する龍舟の数が目に見えて減少した中にあらわれている。これに伴い、
関係儀礼など行事そのもののの簡素化が進行している。原因として、以下の事が挙
                                                   
106 台江県文体広電旅行局（2007）、『「苗族独木龍舟節」国家級無形文化遺産代表作申告書』。 
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況 げられる。 
1、文化大革命によって、約 10年間、龍舟を漕ぐ習慣が旧慣として禁止されたこ
とが最も影響している。この「十年動乱」の時に破壊された龍船は 30隻以上にのぼ
るとされる。改革開放後も、龍船を再建できなかった村は多い。 
2、財力不足は「独木龍舟節」が衰退したもう一つ原因である。龍舟を造るには、
膨大な人力と財力が必要である。改革開放の時代に、苗族で村を離れた人口は多く、
その結果、残った村人で新しい龍舟を建造するのは困難な現状である。 
3、苗族の村に現代文化がもたらされ、若者を中心に伝統文化に関心を示すことが
少なくなったのも、原因である。 
出典：『「苗族独木龍舟節」国家級無形文化遺産代表作申告書』に基づき筆者作成 
 
二、国家級無形文化遺産「苗族独木龍舟節」の保護現状 
申告開始から 3年を経た 2008年に、「苗族独木龍舟節」は国家級無形文化遺産に登録さ
れ、これによって、文化資源としての保護活動が始まった。表 13は、保護の 5 か年計画
の全体である。 
 
表 13 国家級非遺項目「苗族独木龍舟節」「十二五」時期保護企画書 
項目名称 苗族独木龍舟節 編号 X--75 
申告地域と単位 台江県文体広電局 次回 第二回 
所属国家級文化生態保護実験区 
（不属于的項目不填本項） 
 
項 目
保 護
単位 
名 称 
（公章） 
台江県文体広電局 法定代表人 xx 
場所 台江県建設街 64号 郵便番号 556300 
連絡先 xx 電話番号 xxxxxxxxx 
ファクス xxxxxxxxx 
メールア
ドレス 
xxxxxxxxx 
中 央
資 金
補 助
状況 
年度 金額 年度 金額 
2006年 無 2009年 無 
2007年 無 2010年 無 
2008年 無   
「 十
一五」
保 護
措 置
の 採
用 及
具体的措置 
資金使用状況（万元） 
中央資金 地方資金 合計 
1、台江県龍舟協会の結成 無 15 15 
2、競漕場整備と龍舟節開催 無 250 250 
3、龍舟棚修繕、龍舟観覧スタンドの建設 無 100 100 
4、龍舟の修繕 無 30 30 
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び 資
金 使
用 状
況 
5、国家級無形文化遺産登録申請作業 無 3 3 
6、ネットやテレビなどメディアでの広告 無 3 3 
7、伝承人の伝習活動支援 無 5 5 
    
合計  406 406 
「 十
二五」
期 間
保 護
総 体
目標 
独木龍舟節について全体的調査を行い、映像記録化し、また資料庫を建設す
る；保護組織の立ち上げ；保護経費の確保と必要工事の実施；地域住民の保護意
識の高揚；独木龍舟節伝承方策の策定、伝承の促進。 
2011
―
2015
年 度
保 護
企画 
2011年 
独木龍舟節の調査と工事計画の策定；龍舟節活動の支持・保護策
の策定。 
2012年 龍舟と龍舟棚の修繕。龍舟観覧スタンド工事 
2013年 龍舟文化学術検討会の開催。龍舟文化研究書の出版 
2014年 調査資料の整理、龍船文化研究システムの完成 
2015年 龍舟祭師の育成。龍舟文化研究会の開催。龍舟文化の保護。 
2011年から 2015年までの項目保護経費予算総額（万元）  
中央資金 
合計 370 
地方資金 
合計 80 
2011年 80 2011年 20 
2012年 55 2012年 15 
2013年 95 2013年 18 
2014年 85 2014年 10 
2015年 55 2015年 17 
「十二五」
中央財政
資金ニー
ズ詳細 
年限 支出項目 金額 
2011年 
1、独木龍舟節調査情報のファイル化と管理 20 
2、龍舟競漕観覧スタンド工事 50 
3、独木龍舟試合の開催 10 
合計 80 
2012年 
1、龍舟港工事 30 
2、龍舟情報ファイル管理の開始、龍舟修繕 15 
3、龍舟節開催。龍舟建造伝承人養成 10 
合計 55 
2013年 
1、龍舟港工事 50 
2、龍舟節開催。龍舟と龍舟棚の修繕 25 
3、学術検討会の開催及び研究成果の出版 20 
合計 95 
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2014年 
1、龍舟港工事 50 
2、龍舟節開催。龍舟と龍舟棚の修繕 25 
3、調査資料の整理と資料集の出版 10 
合計 85 
2015年 
1、龍舟港工事 30 
2、龍船節開催。龍舟と龍舟棚の修繕 10 
3、龍舟博物館収蔵品の収集 15 
合計 55 
出典：『2013年台江県無形文化遺産代表性項目督査自査材料（一）』から筆者作成 
 
国家体育総局は 2006 年に体育文化発展センターを設立する。このセンターは 2013年に
『中国体育無形文化遺産保護と管理方法の展開』107を発表しするが、それは中華民族の伝
統スポーツを発掘し、これを無形文化遺産として保護・利用するためであった。「苗族独
木龍舟」は第一回（2013年）中国体育無形文化遺産に登録された。 
 
 
写真 99 「苗族独木龍舟」を中国体育無形文化遺産とする認定書 
（筆者撮影） 
様々なレベルと箇所の政府の支援、また外資の導入にも支えられて、「苗族独木龍舟節」
は「多彩貴州」ツアー・ブランドの主要項目に変身する。2013 年までに台江県無形文化
遺産事務所は以下の保護策をおこなった。 
（1）「苗族独木龍舟節」開催。 
（2）「苗族独木龍舟節」伝承基地、それにこれを核にした無形文化遺産伝承基地
の設立 
（3）施洞港整備と龍舟棚修繕。 
（4）龍舟選手養成。 
（5）「苗族独木龍舟節」のテレビ放映。 
（6）「苗族独木龍舟節」を取り込んだ『台江非物質文化遺産』の出版。 
                                                   
107 中国体育文化展覧会（2013）、「中国体育無形文化遺産保護和管理方法的推進」。参照
http://chinasportsculture-expo.sports.cn/feiyi/2013-03-25/2283113.html 
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（7）「苗族独木龍舟節」を多量に収録した『台江撮影』の出版。 
（8）「苗族独木龍舟節」写真コンテストの開催。観光客参加型の龍舟競漕イベン
トの開催。 
（9）施洞チームの全国大会参加。近隣諸県市（鎮遠県、施秉県、麻江県下司鎮）
との交流試合の開催。 
表 14 2011 年施洞地区の龍船数量表 
村名 所属郷鎮 龍船数 古い村名 
南哨 台江県施洞鎮 1  
四新 ＂＂ 1  
巴旺寨 施秉県双井鎮 2 把往寨 
竹子寨 ＂＂ 1  
寨胆 ＂＂ 1  
旧州 台江県施洞鎮 1  
八埂八 ＂＂ 2  
柏枝坪 ＂＂ 1  
天堂 ＂＂ 1  
芳寨 ＂＂ 1 荒寨 
塘垻 ＂＂ 1 坝場 
塘龍 ＂＂ 1  
偏寨 ＂＂ 3  
石家寨 ＂＂ 2  
小河 ＂＂ 3  
巴拉河 ＂＂ 1  
平兆 ＂＂ 2  
冰洞 施秉県六合郷 2 浜洞 
八更 ＂＂ 2  
六合村 ＂＂ 3  
长灘 台江県老屯郷 2  
老屯 ＂＂ 1  
花果山 ＂＂ 1  
榕山 ＂＂ 1 容山 
岩脚 ＂＂ 1  
白土 ＂＂ 2 北土 
大冲 施秉県馬号郷 2  
合計 42隻 
（筆者作成） 
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写真 100 政府の出資で建造された龍舟競漕観覧スタンドと港（筆者撮影） 
 
写真 101 台江県無形文化遺産事務所編集『台江非物質文化遺産』の表紙 
（筆者撮影） 
 
写真 102 台江県無形文化遺産事務所が保管する苗族龍舟競漕写真 1 
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写真 103 台江県無形文化遺産事務所が保管する苗族龍舟競漕写真 2 
 
写真 104 台江県無形文化遺産事務所が保管する苗族龍舟競漕写真 3 
 
写真 105 台江県無形文化遺産事務所が保管する苗族龍舟競漕写真 4 
（筆者撮影） 
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第四章 苗族龍舟競漕の観光化変容 
東アジアにおける民族スポーツの観光化問題について論じた寒川（2008）は、「観光化
変容をもたらした要因については、いくつかの事柄が考えられるが、地域経済の活性化動
機が比較的大きく、そしてその際には、行政が介入する傾向の強いことが指摘される」108
と述べている。 
行政指導がことのほか際立つ中国では、社会発展も行政に負うところが大きい。少数民
族社会も例外ではなく、近年、彼らの社会発展も政府が新しく奨励した文化産業政策に基
づくべきことが求められている。貴州省政府は、この政策を貴州省苗族の龍舟競漕をモデ
ルに展開しようとした。伝統的龍舟競漕を無形文化遺産に仕立て、これを観光資源化して
文化産業をすすめることがもくろまれたのである。 
本章では、苗族の龍舟競漕が、地域に閉じられた苗族の年中行事から、いかにして中国
と世界に開かれた国家無形文化遺産「苗族独木龍舟節」へ観光化変容したか、その過程を
再構成する。 
第一節 中国の文化産業政策 
中国の経済は改革開放政策によって急速に発達したが、同時に問題も惹起した。人と地
域に現れた経済的格差であり、また環境破壊であった。 
この問題が深刻の度合いを強くする中、政府は様々な格差是正策を打ち出すが、1992
年に「持続可能な発展」戦略を提出する。これは 2000 年 1 月の「西部大開発」政策を導
いたが、他に頼らない自前の持続可能な文化資源による観光・文化産業によって地域経済
を活性化することを意図したものであった109。 
経済的安定は社会の安定をもたらす。少数民族が多く住む経済的発達の遅れた内陸の
「西部大開発」には、すぐれて適した方策であった。環境破壊ももたらすことのない苗族
の龍舟競漕は、この良い例として、貴州省政府によって強力に文化資源化がはかられた。 
苗族の龍舟競漕の観光化変容をより直接的に導いたのは、2009 年に国務院が発表した
「国務院関于進一歩繁容発展少数民族文化事業的若干意見」「国家民委印発少数民族特色
村寨保護発展企画概要（2011－2015）」「国家民族民俗文化旅行模範区認定」であったとい
える。 
「国務院関于進一歩繁容発展少数民族文化事業的若干意見」（以下「意見」という）は
中華人民共和国成立以来、国が少数民族の文化について言及した最初の政策であった。そ
こには民族文化に対する政府の姿勢が次のように語られている。 
「文化は民族の重要な特徴で、生命力、団結力、創造力の源泉である。民族文化は重要
な意義を持っている。それは中華文化の重要な構成要素であり、また中華民族が共有する
精神的財産である。長い歴史の中でそれぞれの民族は、それぞれ様々な民族文化を創造し
てきた。それぞれの民族文化は互いに影響し合い、融合して中華文化を創造してきたので
                                                   
108 寒川恒夫編（2008）『東アジアにおける民族スポーツの観光化変容研究成果報告書』。p.1。 
109「持続可能な発展」については、中国持続可能発展研究網『中国持続可能発展戦略年度報告』
（http://www.china-sds.org/SDS_chinese/contactservlet?jumpPage=1 2016年 3月 25日） 
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ある110」。 
また、この「意見」では、民族文化の保護と活用に関わる国家の達成方途が以下の様に
示された。 
「少数民族の優れた伝統的文化が有効に保護され、伝承され、発揚されるように 2020
年まで文化開発計画を実施し、これによって、高い特色と水準をもつ文化資源を世に送り
出す。そのために、マクロ管理体制、ミクロサービス管理体制、文化市場形成などを支援
する法令を整備し、少数民族文化産業の構造化をはかる。少数民族文化があってこそ、我
が国の国際的影響力と競争力も向上する111」。 
「意見」は、各地の少数民族が文化産業を展開する根拠・後ろ盾となった。これを受け、
貴州省の苗族では「施洞苗文化旅游総合体」が設置された。 
さらに、これを補完したのが少数民族問題を管轄する国の機関である民族事務委員会が
制定した「少数民族特色村寨保護発展企画概要（2011－2015）」であった。これは、国務
院が発表した「中共中央国務院関于深入実施西部大開発戦略的若干意見」、「国務院関于進
一歩繁容発展少数民族文化事業的若干意見」、｢村庄和集鎮企画建設管理条例｣、「少数民族
事業十二五企画」などを基礎にしていたが、そこでは、開発対象とする「特色ある少数民
族村」が次のように定義されている。 
「特色ある少数民族村とは、人口集中が比較的に高く、文化と集落の特徴がはっきりと
見て取れる自然村あるいは行政村を指す。特色ある少数民族村は、生業様式、住居様式、
村の形、風俗習慣などにおいて、歴史発展の諸段階を鮮やかに表現するものである。また、
それぞれの民族文化の遺伝子（「文化基因」）を比較的完璧に保存し、その文化的表現にお
いて中華文明の多様性を体現するものである。特色ある少数民族村は、いわば民族文化を
伝承するキャリアであり、少数民族地区の発展を高める重要な中心である」112。 
「少数民族特色村寨保護発展企画概要（2011－2015）」は、特色ある少数民族村の文化
資源の合理的利用と観光開発の具体的内容を次のように示している。 
 
（１）原則 
一、特色ある少数民族村は保護対象であり、発展資源である。少数民族特有の持続可能な文
化生態資源を利用し、これによって収入を上げることで、優れた伝統文化の次世代への
伝承が可能になる。 
二、各地の実情に見合った措置を取る。 
三、措置は、当該地区の要望と専門家の意見を尊重し、科学的、全体的、合法的にすすめら
れる。 
四、政府が主導し、市場原理が機能する方向の財政を担保する。 
五、住民主体と自力更生の原則を堅持する。利益は住民のものであり、住民は文化資源項目
の決定、企画、実施、監督などの権利を持つ。 
                                                   
110 中国国務院（2009）、『国務院関于進一歩繁容発展少数民族文化事業的若干意見』（ 2016 年 2月 1日、
中国政府网 http://www.gov.cn/test/2009-08/13/content_1390565.htm） 
111 ibd. 
112 中国国家民族事務委員会（2012）、『少数民族特色村寨保護発展企画概要（2011－2015）』。
http://www.gov.cn/gzdt/2012-12/10/content_2287117.htm 
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（２）目標 
一、生活の改善 
二、特色ある産業の育成 
民族の特色ある観光業を発展させる。美しい風景、独特の風俗という利点を生かし、文化伝
承・環境保護と両立する観光業を育てる。必要な施設の建設、観光客へのサービス能力を向
上させる。これには、特色ある食文化、特産品、祝祭行事などの発掘と開発を含み、村の観
光ブランド力の向上につとめる。 
三、伝統的な建築物の保護と建設を重点的に推し進める   
四、民族文化の保護と伝承の強化 
民族の本質は文化にある。民族文化の保護のために、当該地の文化の調査、収集、整理、
出版、研究を積極的に実施する。そして、収集された伝統的生産道具、生活道具、民族服装、
楽器、手工芸品等を村の博物館に保管し、展覧に供して、民族の記憶伝承に資する。 
同時に、民族文化伝承者の発掘と育成につとめる。特に、国家級と省級の無形文化伝承者
の発展と育成は最重要事項である。さらに、民族文化の授業を学校に設けさせ、文化の伝承・
保護に対する住民の意識を高める。 
さらに、民族歌舞などの文化活動を奨励し、住民の祝祭生活を充実させることで、文化特
色と吸引力を強化する。このため、村民にその地にふさわしい文化団体を創立するようすす
める。 
五、民族の団結と進歩のための活動の深化 
（３）行政の関与 
一、行政指導の強化 
本事業の遂行に当たっては、省、市、県が協力して行政指導にあたる。 
二、宣伝の強化 
特色ある少数民族村の宣伝を強化する。これには、当該村の人々への宣伝（意識の高揚）
と対外的宣伝が区別され、双方につとめる。 
三、特色ある少数民族村にふさわしい村つくり。 
「一村一案」のもと、これを実現するための施設建設をおこなう。 
四、資金 
資金調達は多様なルートでおこなわれるのが望ましいが、中央政府財源に「貧困扶助資金」
があり、支援対象に特色ある少数民族村が入っている。支援額は当該村の要望によって、そ
の額を大きくすることができる。資金は、特色ある文化資源の開発・発展を主とするが、生
活状況の改善や生産技術養成にも用いることができ、地方政府が分配に関わる 。 
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第二節 貴州省の文化産業政策 
一、貴州省の観光政策 
貴州省は、改革開放政策を受けて工業の発展につとめ、エネルギー原材料工業を支産業
として、国防科学技術系機械電子工業、酒・タバコを中心とする食品工業、ハイテクノロ
ジー産業をすすめてきた。しかし、自然条件などの要因で、経済発展は全国レベルに大い
に遅れ、人口一人当たりの GDPは全国平均レベルと 3766.2元113の隔たりがあった。 
工業不振の主因は全省面積の 61.9％を占めるカルスト地形にあるとされた。そこで、
発展モデルの転換が検討され、大規模な工業・農業開発には絶えないカルスト地形を観光
資源とすること、また豊かな少数民族の伝統文化を文化資源として観光に供するモデルが
策定された。2002 年から始まる新しい発展モデルの実現のため、貴州省と現地政府は少
数民族地域の観光開発年次計画を「表 15」のように立案する。 
 
表 15 貴州地域経済活性化計画 
年次 名称 担当 要点 
2002 
貴州省観光発展
の全体的企画の
立案 
貴 州 省
観光局 
観光業を貴州省の重要主産業と位置づけ、自然
環境と文化資源を持続可能な資本として開発・保
護し、貴州省を「自然生態と民族文化を融合させ
た観光大省」とするための青写真を描く。 
2006 
貴州農村観光企
画 2006-2020 
貴 州 省
観光局 
少数民族の村を、環境適応型的、持続可能な観
光農村化し、これによって経済的発達と伝統文化
の伝承を可能にする。 
2011 
貴州省「十二五」
観光業発展特別
企画 
貴 州 省
観光局 
観光大省建設を速めるため、「生態環境で省を支
える」戦略を提案し、「多彩貴州」の観光ブランド
力を高める。 
2012 
貴州生態文化観
光創新区産業発
展 企 画
2012-2020 
貴 州 省
観光局 
生態文化観光新区の建設。 
   
2013 
貴州省 100 个示
範小城鎮、100
个旅游景区工程 
貴 州 省
政府 
2015年までに貴州省は、交通要衝型、観光型、
エコ産業型、工業団地型、商業貿易集散型、強制
撤去住民への住宅保護など、特色ある 100 の発展
モデル地区を建設する。また 2017年までに貴州省
は、インフラ整備が完了し、サービスが行き届い
た、特色ある高級な 10の観光地を建設し、年間の
                                                   
113 貴州省統計局（2002）、『貴州統計年鑑 2002』。北京：中国統計出版社。 
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観光者数が 4.48 億人、観光総収入が 4500 億元を
超える状況の実現をめざす。 
出典：参照貴州省観光局（2002）「貴州省観光発展の全体的な企画」； 
貴州省観光局（2006）「貴州農村観光企画（2006-2020）」； 
貴州省観光局（2011）「貴州省「十二五」観光業発展特別企画」； 
貴州省観光局（2012）「貴州生態文化観光創新区産業発展企画（2012-2020）」； 
国務院が公布した 2号書類（2012）「国務院が貴州の経済社会を速くて良い発展することをい
っそう促進するいくつの意見」； 
貴州省人民政府官房（2013）「貴州省人民政府の貴州省 100つ観光地の建設についての 2013
年の仕事提案を印刷配布する知らせ」などに基づき筆者作成。 
 
この十数年間、貴州省の観光産業は驚くほど速かに発展している。2002 年の観光総収
入が 106.43億元であったのに対し114、2014年は 2895.98億元（年間観光者数 3.21億人）
に至り、観光総収入の全国順位は第二位となったのである（観光総収入は全省 GDPの 8.7％）
115。 
表 16 2014 年度貴州省の観光業の発展状況 
指標名称 単位 絶対数 前年比増加（％） 
中国人観光客 万人 32049.44 20.1 
外国人観光客 万人 85.50 10.1 
観光客総数 万人 32134.94 20.1 
国内観光収入 億元 2882.66 22.2 
国際観光（外国為替）収入 億ドル 2.17 7.6 
観光総収入 億元 2895.98 22.2 
出典：「2014 年貴州省国民経済と社会発展の統計官報」より筆者作成。 
 
貴州省の GDP増加速度は 2014年が 10.8％で全国第二位、そして４年連続して全国のト
ップ３に位置し、経済振興の効果が顕著に現れているのがよくわかる。この成果をもたら
した主たる効果的原因は、表 17のようにまとめられよう。 
 
表 17 貴州省の経済開発に貢献したイベント等 
年 名称 内容 
2005 
「多彩貴州」ブラ
ンドの創造 
貴州省政府の推進で、2005 年、省委員会宣伝部に貴州
省多彩貴州文化産業発展セーターが設けられた。貴州省の
豊かな固有文化資源を産業化し、「多彩貴州」のブランド
名で、これを売り出す戦略である。 
2009- 生態文明貴陽国際 経済発展と環境保護の問題、経済社会の持続可能な発展
                                                   
114 貴州省統計局（2003）、『貴州統計年鑑 2003』。北京：中国統計出版社。 
115 貴州省統計局（2015）、『2014年貴州省国民経済和社会発展的統計官報』。 
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2014 フォーラム 方策、人と自然が調和する生態文明の構築などをめざし
て、毎年、貴陽で開かれる国際フォーラム。 
2011 
第九回全国少数民
族伝統体育運動会 
４年に１度開催される中国 55 少数民族の伝統スポーツ
大会を貴州省が主催する中で、貴州に特異な民族スポーツ
を「多彩貴州」のブランドで中国全土へ、そして世界へ発
信する。 
2013 
「施洞苗文化観光
総合体」プロジェ
クト 
施洞の地は苗族の世界である。彼らの龍舟節や姉妹節な
どの祝祭行事や、刺繍・打銀・切り紙細工などを含んだ服
飾工芸が国家無形文化遺産に認定されている。これらの無
形文化遺産を核にした総合的な苗族文化観光事業を立ち
上げるプロジェクト。 
出典：貴州省多彩貴州文化産業発展セーター（2005）http://www.dcgz.cc/index.asp 
生態文明貴陽国際フォーラム（2009）2009 貴陽コンセンサス http://www.efglobal.org/ 
貴州省体育局（2012）貴州省体育局真剣に「国務院が公布した 2号書類」、「措置を貫き、事業
の発展を促進する」http://www.sport.gov.cn/n16/n1077/n1272/2680847.html 
普晶建設開発株式会社（2013）「施洞苗文化観光総合体建設発展企画」などの資料を基に筆者
作成。 
 
二、貴州省の生態観光モデル 
苗族龍舟競漕の観光化を考える上で、生態の概念は重要である。苗族龍舟競漕は生態観
光の文脈に強く位置づけられて開発が進められてきたからである。 
生態（eco-）という言葉は古代ギリシア語に遡り、家や環境を意味した。近代では、ま
ず諸生物の調和的生存体系を表現する生物学概念として登場したが、その後、さまざまな
分野で用いられるようになった。その背景に、近代科学技術の無軌道な発達がもたらした
生物居住空間の非適正化への憂慮がある。 
2007 年 10 月、北京で開かれた中国共産党第十七回全国代表大会で初めて「生態文明」
の概念が提案された。十二大から十五大まで中国共産党が強調し続けた社会主義物質文
明・精神文明の建設とは違って、「生態文明」の提案は中国政府がもうひとつの新しい発
展ベクトルを模索したことを意味した。それは単純な経済発展モデルでなく、中国社会全
体の変換を含意するものであった。2012 年、中国共産党第十八回全国代表大会は「生態
文明とは、人間と自然が調和を保って共存するために、人間が美しい生態環境を保護する
ためにとった物質的成果と精神的成果と制度的成果の総和であり、それは、経済、政治、
文化、社会を貫通するシステム再構築であり、社会文明の進歩を反映する」116と宣言した。 
貴州省は「生態文明」理念を普及すべく、2008 年に生態文明貴陽会議を企画する。こ
れに基づき、翌 2009 年 7月に第一回生態文明貴陽国際フォーラム（以下フォーラム）が
                                                   
116 胡錦涛（2012）が中国共産党第十八期全国代表大会で発表した報告「堅定不移沿着中国特色社会主义
道路前進，為全面建成小康社会而奮斗」。（http://www.xj.xinhuanet.com/2012-11/19/c_113722546.htm
于 2016年 3月 30日参照.） 
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開かれた。このフォーラムは、その後、毎年貴陽で開かれ、国内外の政界、財界、学界、
科学技術界、マスコミ、民間、その他各界のリーダーを集めて盛大に継続され、本論文作
成時点までに７回開催されている。年次の全体テーマは次のようである（生態文明貴陽国
際フォーラム・ウェブサイト http://www.efglobal.org/index.html参照）。 
 
2009年「グリーン経済を発展させるのは私たちの共同責任である」 
2010年「グリーン発展——私たちは行動している」 
2011年「生態文明に向かうグリーン変革：チャンスとチャレンジ」 
2012年「地球規模でのグリーン変革と包容力の増大」 
2013年「生態文明の建設：グリーン変革、グリーン産業、グリーンの町とグリーン消費が持続可能な
発展を牽引する」 
2014年「改革が駆動し、全世界が手を携えて生態文明の新しい時代に向かう：グリーン発展の制度的
フレ—ムワ—ク」 
2015年「生態文明の新しい時代に向けて：新しい課題と新しい行動」 
 
こうしたフォーラムの中から、貴州省のエコ特徴を生かした生態観光のアイディアも生
まれた。 
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第三節 苗族龍舟競漕の文化資源化 
一、資源化の 3段階 
文化資源は比較的に新しい言葉である。人間の文化と関わる物や情報を指すが、そこに、
社会に役立てるという視点が用意されているのが特徴である。 
文化資源はその内部がいくつかに分けられるが、分類原理を何に求めるかで、当然、内
容も違ってくる。丹曾（2006）は「形式からすると文化資源は有形文化資源（例えば遺跡、
特徴的な建築物、歴史的な城や街、服飾、民族工芸品など）と無形文化資源（例えば言語、
音楽や舞踊、風俗習慣、民族祝祭など）に分けられる。また内容からは、歴史文化資源、
民族文化資源、宗教文化資源、地域文化資源などが区別される」117とする。銭光培（2005）
は「形態から、文献、器物（例えば園林、建築、服飾、飾り物）、芸術上演（音楽、歌舞、
戯曲など）、技能技芸（例えば刺繍、ろうけつ染め、切り紙細工などの工芸）、祝祭活動な
どが区別される」118とする。 
本研究の対象である苗族龍舟競漕は、こうした形式・内容・形態分類のいずれにおいて
も文化資源として魅力的である。清水江競漕場、龍殺しの起源伝説、３艘合体式龍舟、龍
舟建造の技法と儀式、龍舟棚、乗組員の特別な服装と飾り物、競漕の身体技法、競技ルー
ル、儀礼、禁忌、全体を取り仕切る「鼓主」制度、贈り物に関する親族規範などなど、有
形と無形の様々な文化資源から構成されているのである。苗族の特徴的な文化の総体が体
現された文化資源と言うことができ、国家無形文化遺産に認定されたのも、その故と考え
られる。 
武内房司（2014）は「文化資源化の過程は認定、調査と採掘、加工の三つの階段が含ま
れ、認定は資源の利用価値の認定であり、調査と採掘は資源の利用できる価値を開発する
ための調査と発掘であり、加工は資源を利用するために資源を加工する過程である」119と
いう。 
この文化資源化３段階説を導入して苗族龍舟競漕の文化資源化過程を再構成すると、次
のようになる。 
 
（資源の認定：2005－2008年） 
2005 年に貴州省政府観光文化部は「苗族独木龍舟節」を貴州省政府にとって利用価値の大
きい重要な文化資源と認め、その後、これを国家無形文化遺産に登録すべく申請を開始し、
2008年に認定を受ける。 
（資源の調査と採掘：2009－2013 年） 
国家無形文化遺産認定後、これを観光資源として開発する段階に入る。省政府は相前後し
て北京巓峰智業観光企画会社と台湾普晶建設開発株式会社、それに貴州省都市農村企画研究
院を招いて、「苗族独木龍舟節」の観光資源化方策の検討を諮問する。北京巓峰智業観光企画
                                                   
117 丹曾（2006）、『発展文化産業與開発文化資源』。求是雑誌、2006(1)、p.22。 
118 銭光培（2005）、『伝統文化資源的形態與開発』。人民論壇、2005(5)、p.27。 
119 武内房司、塚田誠之（2014）、『中国の民族文化資源―南部地域の分析から』。東京：風響社、p.338。 
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会社は 2012年に「施洞苗族原生態文化産業園総体企画」をまとめる。台湾普晶建設開発株式
会社は、現地の地域開発研究所である貴州省都市農村企画研究院と合同で「施洞苗文化旅游
総合体建設発展企画」と「台江県施洞鎮総体企画（2013-2030）」を作成し、2013 年 6 月に提
出する。後者の企画案は、貴州省 100个旅游景区建設工作聯席会議辦公室、貴州省旅游局 100
个旅游景区建設工作領導小組の審査を経て採用され、7月に修正最終案が完成する。 
（資源の加工：2008 年から今日） 
2008 年に「苗族独木龍舟節」が国家無形文化遺産に登録されると、国家と貴州省の財源に
よってインフラ整備が始まる。龍舟競漕観覧スタンドや施洞大埠頭などの建設である。2012
年からは、省政府が制作した企画書によって国内から資金導入を積極的におこない、その結
果、2013 年には開発事業者浙江商会や貴州尚品投資会社などと投資契約を結ぶ。政府から受
けたインフラ整備の建設資金は、開発会社と協力して「施洞苗族原生態文化産業園総体企画」
推進に当てることになった。同年、投資企業は、現地政府と共同で貴州省台江施洞文化旅游
総合体管理委員会を設け、協力して管理・開発に当たる「2013-2017建設プロジェクト」を立
ち上げる。 
 
写真 106 2015 貴州無形文化遺産博覧会と「多彩貴州」文化創造産業フェア 
（筆者撮影） 
 
写真 107 博覧会場内の苗族龍舟展示（筆者撮影） 
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写真 108 博覧会場内の苗族龍舟の大型ポスター（筆者撮影） 
 
写真 109 博覧会場内の苗族龍舟模型（筆者撮影） 
 
図 26 「台江県施洞鎮総体企画書（2013年―2030年）」の表紙 
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図 27 「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」の表紙 
 
図 28 「施洞苗族原生態文化産業園総体企画」の表紙 
 
写真 110 インフラ整備（施洞鎮で建設中の道路）2014 年筆者撮影 
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写真 111 インフラ整備（完成した施洞鎮道路）2015年筆者撮影 
 
二、「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」と龍舟競漕 
「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」は、施洞鎮を擁する台江県政府が 100万元を出
資して台湾普晶建設開発株式会社に作成を依頼したものであった。2013年 6月 16日、省
都の貴陽において審査がおこなわれ、採択される。こののち、プロジェクトに浙江商会が
加わる。浙江商会は 30 億元を投資して貴州に貴州尚品投資株式会社を設立する。さらに
同年、台江県政府と台江県に「貴州省台江施洞特色小城鎮建設指揮部」と「貴州省台江施
洞文化旅游総合体管理委員会」が設置され、建設と管理を担当することになった。 
 
 
写真 112 貴州省台江施洞文化観光総合体管理委員会事務所 
（2014年筆者撮影） 
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写真 113 施洞文化産業園区管理委員会事務所（2015筆者撮影） 
プロジェクトは、生態と文化が調和する特徴ある苗族文化観光帯の創造をもくろんでい
た。そこで、「大施洞」なる新しい概念のもとに、施洞鎮を中心として、清水江と支流の
巴拉川沿岸に展開する苗族村を包含する地域を対象地とすることが決められた。清水江の
自然景観資源、そこに住む苗族の歴史的古跡建築資源、彼らの豊かで特異な祭礼文化・日
常文化を観光資源とする計画である。「青山清水の苗族家園」をキャッチコピーとするこ
とも決定した。 
観光帯全体は、観光市場のニーズと現地苗族の要望を容れて、３つのエリアに分けるこ
とになった。 
 
 
図 29 『施洞苗文化旅游総合体建設発展企画』中の「大施洞」の３区画 
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図 30 「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」中の完成予想図 
 
３つのエリアとは、以下のものである。 
①施洞旧市街エリア 
このエリアには、施洞苗族の歴史と文化を色濃く反映する民族文化性が求められた。 
②塘垻・塘龍エリア 
塘龍砦と塘垻村を含むこのエリアは、水域に近いことから、昔から開発された場であり、
ここには、シルバーアクセサリー作りや苗族刺繍などの技芸を持つ腕利きの職人が数多く
住んでいる。また、塘垻旧市街の沿岸には龍舟棚がたくさんあり、毎年の龍舟節では、こ
の地が最も賑わう場所となる。伝統的な祭礼と伝統的な工芸のゆえに、この地も苗族文化
の雰囲気が濃い。さらに、この地の特徴は、山側に建設が予定されている道路で、これに
よって苗族世界が外界とつながることになるが、それはまた観光客が村に入る新しいルー
トであり、そこで、このエリアには、伝統文化体験区、行政サービス区、施洞苗族文化区、
新農村モデル区などの機能が期待されている。塘垻・塘龍エリアは、行政から、新農村モ
デル開発地域と位置付けられている。伝統社会と現代社会の両方からの期待を背負ったエ
リアなのである。 
③偏寨エリア 
偏寨は苗族姉妹節の発祥地の一つとされ、伝統的な切り紙職人、刺繍職人、古歌歌いな
ど職人・芸人がもっとも多い地域である。村には苗族伝説と関わる歴史遺跡がたくさん残
り、豊富な民族文化の蓄えがある。そのため、このエリアは、伝統村旅行区、苗族文化レ
ジャー体験区、緑地区に分けられている。 
 
こうした各エリアで展開されるサービスは、次のものが考えられた。もちろん、そこに
は、観光客に対するもののみならず、現地苗族の生活上の要件を満たすものが含まれてい
る。 
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①行政サービス 
村と町級の行政サービス機能（市民行政、市民活動、病院、教育、旅行業務など）
を集中させる。 
②住宅提供 
地域内で予定されている取り壊しや立ち退きの対象世帯に対し、また将来の人口増
加に対応するために公営住宅を建設する。 
③旅行サービス 
施洞文化産業園区の顧客増加に対応して、観光客サービス、交通サービス、情報サ
ービス、旅行業務サービスなどを提供する。 
④接待 
観光客に必要な宿泊、食、交通、買い物、娯楽などの要件を充足する。例えば、高
級なレジヤ―ホテルから民宿までの宿泊サービス、個人客と団体客の飲食、民族式飲
食、軽食、ショッピング、お土産、旅行記念品などの用意。また苗族工芸品作りや苗
族歌舞などパフォーマンス観賞などが想定されている。 
⑤レジヤー休暇村 
青山を背にし、水に面した有利な自然環境資源を、棚田や渓流、疎林などと組み合
わせて、独特の景観を提供する。また、くぼ地に水を入れて湖を作り、休憩広場とす
る。宿泊施設やレストランなどの建物の外観は施洞苗族の建築様式と調和するよう配
慮する。このようにして、全体を「青山清水の苗族家園」にふさわしいワンダーラン
ド化する。 
⑥観光体験 
塘垻・塘龍エリアに期待されたもので、このエリアのすぐれた伝統的銀装飾・刺繍
工房と新農村開発モデル地域の比五官集落とをつなぐ旅行ルートを新設し、観光客に
伝統と現代（伝統のワークショップと現代的フロンティア農村体験）を楽しむ場を提
供する。 
 
「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」が観光資源の目玉としたのは、予定区域が有する
国家無形文化遺産であった。それらは、 
2006年認定の施洞苗族姉妹節、苗族古歌 
2008年認定の施洞苗族独木龍舟節、苗族服飾 
2011年認定の施洞苗繡、施洞苗族銀飾鍛制技芸、施洞苗族織錦技芸 
の 7件であった。 
 
これら国家無形文化遺産と歴史的建造物、苗族の民族生活文化、それにこの地の自然景
観を組み合わせて観光戦略を練ることがおこなわれた（以下の図 5－10参照）。 
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図 31 龍舟競漕区域 
 
図 32 龍船棚分布図 
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図 33 古跡と歴史建築分布区域 
 
図 34 無形文化遺産伝承者及び伝統工芸分布図（塘垻村） 
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図 35 無形文化遺産伝承者及び伝統工芸分布図（偏寨） 
 
図 36 無形文化遺産伝承者及び伝統工芸分布図（楊家寨、石家寨） 
出典：図 31－16は「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」より引用 
 
問題となったのは、季節を問わず観覧に供される自然文化資源や苗族の伝統日常生活、
銀細工・刺繍・民族服などの制作パフォーマンスでなく、毎年決まった時にしかおこなわ
れない龍舟競漕や姉妹節のような年中行事をいかに日常化するかであった。集客視点から
 167 
 
の発想である。 
そこで、祭礼時限定の歌舞は、特別に養成した苗族村人に舞台で演じてもらい、また清
水江に龍舟を浮かべ、観光客に競漕体験をしてもらう案が提出された。 
 こうした工夫は、世界の諸地域で見られるもので、伝統の修正と揶揄されるが、それは
それで新しい文化の創造といえよう。 
こうした新工夫を含め、「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」に載ったモデル観光例
は表 18のようである。 
表 18 「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」中のモデル観光例 
商品名 内容 
施 洞 古 街
散策 
施洞鎮は古来清水江水路の要衝を占め、この地域の商活動の中心であり、
早くから漢族との接触が盛んで、いまも、街には、漢族式の歴史的建造物が
数多く残っています。石畳の道を歩きながら、脇道や岸辺にたたずむ古建築
や船つき場を探し、苗族伝統レストランで苗フードをあじわうのはいかがで
しょう。 
施 洞 苗 族
文化体験 
施洞苗族胡蝶母の伝説を訪ね、施洞苗族婦人の繊細な刺繍工芸を観賞し、
施洞銀飾師の作品を求めて、清水江傍の濱水歩道をあゆみ、途中、濱水コー
ヒー店で一休み。村の博物館で伝統工芸体験もできます。造った作品は記念
品としてお持ち帰りいただけます。 
龍 舟 競 漕
体験 
施洞苗族エリアで毎年 5 月におこなわれる独木龍舟節は鮮明な民族特色
を持ち、とても人気があります。祭りになると、大勢の人が押し寄せ、賑や
かに声援を送ります。祭り以外なら、本物の龍舟を塘垻の龍舟棚で見ること
が出来ます。博物館では龍舟節の由来や龍舟の造り方や儀礼などが映像資料
でご覧になれます。もし、体験をご希望なら、龍舟体験区にいらっしゃれば
希望が叶います。 
姉 妹 節 の
大 鼓 叩 き
体験 
姉妹節では、晴れ着を着た施洞の娘さんたちが大鼓のリズムに合わせ賑や
かに踊ります。祭り以外でも体験できるようにと、姉妹節大鼓叩き広場と姉
妹節湖畔広場を設けました。お出かけになって、ワークショップで体験して
みてください。 
果物狩り 
清水江と稲田の間に位置したフルーツ菜園で、もぎたての果物や無農薬野
菜が楽しめます。 
原生林 
ウ ォ ー キ
ング 
ここには原生林がたくさん残っています。恋人と原生林を探検し、愛人谷
公園まででかけてはいかがでしょう。 
出典：「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」から筆者作成 
 
このほか、「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」が示す建設予定は、以下の図 11－36
のものである。図はすべて「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」に収録されている。建
造物が苗族の建築様式を意識したものになっているのが特徴である。 
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図 37 龍舟競漕区域と龍舟棚の分布図 
 
図 38 龍舟競漕区域予想図 
 
図 39 龍舟競漕区域側面図 
 169 
 
 
図 40 龍船棚区域予想図 
 
図 41 龍舟棚様式で建造した大規模公共トイレ予想図 
 
図 42 龍舟棚様式で建造した大規模サービスセンタ予想図 
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図 43 龍舟棚様式で建造した大規模サービスセンタ予想図 
 
図 44 苗家民宿村とウォーキングストリート予想図 
 
図 45 公園・商店ウォーキングストリート予想図 
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図 46 姉妹節湖畔広場の予想鳥瞰図 
 
図 47 姉妹節湖畔広場予想図 
 
図 48 水辺商業街予想図 
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図 49 苗族民宿商業街予想図 
 
図 50 喫茶広場と土産品ショップ予想図 
 
図 51 苗族民宿前広場予想図 
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図 52 商店街予想図 
 
図 53 苗族民宿屋上コーヒーパーラー予想図 
 
図 54 苗族建築様式を生かした、ごみ箱・街路灯・指示ボードの予想図 
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図 55 苗族民宿高床式楼内改造構造図 
 
図 56 苗族民宿高床式楼の改造後予想図 
 
図 57 苗族民宿高床式楼の内部改造構造図 
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図 58 苗族民宿高床式楼の内部改造予想図 
 
図 59 苗族高床楼式の森中民宿予想図 
 
図 60 苗族高床楼式の森中民宿予想図 
 176 
 
 
図 61 苗家高床楼式の森中民宿商店予想図 
 
図 62 苗族高床楼式の森中民宿商店内部構造図 
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三、苗族龍舟競漕文化資源化の今日的意味 
近年、中国の環境破壊と環境汚染は深刻なレベルにある。それは、改革開放政策以後の
社会正義を欠いた無軌道な工業・経済開発策がもたらしたものであったが、政府はこれを
憂慮し、人と自然の調和的共存を図る政策を打ち出した。1992 年の「持続可能な開発」
戦略は、その端緒であった。そして、それが、少数民族である貴州省苗族社会に具体化し
たのが、本研究で取り上げた苗族独木龍舟節であった。 
この文脈において苗族独木龍舟節の龍殺し起源伝説（第 2章参照）は興味深い。伝説が
語るところでは、水神である龍が漁夫の子を殺し、怒った漁夫が龍を焼き殺して身体を切
断し清水江に流す。これを苗族の人々が食う。龍が死んだことで村は天候不順にみまわれ、
干ばつが続き、人々は生活に困った。漁夫の夢に龍が現れ、ばらばらにされた体を龍舟の
形でよみがえらせれば、気候を元にもどし雨を降らせると告げる。人々がそのようにする
と、果たして雨が降り、人々は救われた。ここには、龍に体現した自然と人間との戦いの
後で、両者が和解するストーリーが見て取れる。つまり、清水江苗族に固有な龍殺し伝説
は、人と自然との共存の不可避性を語る苗族の世界観・生態倫理観を象徴すると解釈され
る。 
苗族独木龍舟節が国家無形文化遺産に認定されたの受けて、これを核とする「施洞苗文
化旅游総合体」建設プロジェクトをすすめた貴州省政府も、これを生態観光モデルと位置
づけている。龍殺し起源伝説は、人と自然が共存する生態観光モデルの背景文化として、
適合的に機能していると言える（以下の図 63参照）。 
 
図 63 苗族龍船競漕文化資源化の集中表現（筆者作成） 
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結章 
中華人民共和国には、人口の 9割を占めて政治・経済を主導する中心民族の漢族のほか
に、55 の少数民族が居住する。苗族はその 1 つである。彼らは、ながらく南下移動を続
け、今日ではタイやラオスなどにも住むが、本体の中国居住者は 2010年の時点で 940万
人を数え、その半数が貴州省に住む。 
貴州省の苗族は、その 97％が台江県に集中し、清水江流域の塘龍・施洞を中心に生活
する。本研究は、清水江流域の苗族が年中行事として伝えてきた龍舟競漕を取り上げ、近
年に生じたその観光化変容について、これを、歴史学的方法と文化人類学的方法を総合し
て文化の問題として論じた。 
序章では、研究の目的と方法を述べ、先行研究を検討した。苗族龍舟競漕については、
これまでに歴史学と文化人類学、またスポーツ人類学において相当の研究蓄積を持つが、
しかし、本研究が取り扱う 21 世紀に生じた苗族龍舟競漕の観光化変容問題は、未着手で
あることが述べられた。 
第 1 章「調査地概要」では、調査対象の清水江苗族について、その歴史と文化風俗が、
漢族側史料と現地フィールドワーク情報によって概観された。 
第 2章「苗族龍舟競漕の概況」では、苗族龍舟競漕の歴史と彼らが伝える龍舟競漕起源
伝話、龍舟の構造と製作方法と操船技術、龍舟乗組員の役割分担、龍舟建造中と航行中の
儀礼、龍舟行事を主導する苗族独自の伝統的「鼓主」制度、行事期間中におこなわれる贈
り物の社会的紐帯機能など、苗族龍舟競漕を構成する文化的諸要素が論じられた。 
第 3章「中国の無形文化遺産制度と苗族龍舟競漕」では、本研究課題の成立背景、すな
わち苗族の龍舟競漕が、その元来の苗族に閉じられた文化から異民族と世界に開かれた文
化となる変化を誘発した要因として中国の無形文化遺産制度を取り上げ、その成立経緯と
関連法規について論じ、また国の無形文化遺産制度が導いた貴州省の文化産業政策の下で、
いかに苗族龍舟競漕の無形文化遺産化工作が進められたか、そして台江県政府がいかに苗
族龍舟競漕の観光化をすすめたかが再構成される。中国の無形文化遺産制度は 2003 年の
ユネスコ人類無形文化遺産条約をルーツとするが、それは、中国が抱える少数民族の貧困
対策という意味も持っていた。外の資本に頼らない自前の持続可能な観光資源は待望され
ていた解決策であったからである。少数民族が有する伝統文化は、そのままで魅力的な観
光資源となる。国家はこれに無形文化遺産のお墨付きを与えて権威化し、そしてインフラ
整備など財政支援を行うことで、支援する。こうした過程が清水江苗族の龍舟競漕につい
て検証された。 
第 4 章「苗族龍舟競漕の観光化変容」では、国家と貴州省政府の認可を受けて 2013年
に発足した「施洞苗文化旅游総合体建設発展企画」プロジェクトを軸に、清水江苗族の地
を世界に開く道路等インフラ整備を含め、苗族の生活空間がどのように観光開発され、龍
舟競漕を核とした苗族民族文化がどのように観光商品化されるかが明かされる。 
この文脈で注目されるのは、龍舟競漕に、単なる観光資源（単なる伝統文化資源）でな
く、生態観光資源という新しい意義が付与されたことである。いまや苗族龍舟競漕は、中
国の無形文化遺産制度発想の一つの原因であった無軌道な経済発展がもたらした自然破
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壊への反省から唱道された「人と自然の共存思想」の体現と位置付けられたのである。苗
族に特有の龍殺しの起源伝説も、自然の象徴である龍と人との戦いから和解・調和へと進
む共存神話として、生態観光に適合的に機能しているのである。 
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